
２０１３年度前期 知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 基礎 教室定員 45 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要

科目構成 № 講義名 講義日 開講場所 講師名 所属

1 化学物質とリスクの考え方 4月16日 安井　至
製品評価技術基盤機構
理事長

2
化学物質の
リスクとベネフィット

4月23日 花井　荘輔 花井リスク研究所

3 化学物質管理政策 5月7日 辻　信一

名古屋大学
グリーンモビリティ連携研究センター
（前製品評価技術基盤機構化学物質
管理センター所長）

4 化審法の運用とその概要 5月14日 大西　洋平
製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
リスク評価課 先導評価支援室

5 欧米の化学物質管理 5月21日 藤田　千絵
製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
情報業務課

6 アジア諸国の化学物質管理 5月28日 町田　宏之
製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
情報業務課

7 化学物質を評価する試験法 6月4日 坂口 正之

日本化粧品工業連合会
常務理事

化学物質のリスク評価、リスク管理は、安全で安心できる社会の実現に不可欠である。化学物質のリスクとは何か。そのリスクを評価、管理するとはどのようなことか。リスクを解析する科学的な手法をはじめ、その背景となっている考え方、化学物質管理
制度、諸外国の状況などにも言及しつつ化学物質のリスク評価の全体像を解説する。また、化学物質評価の具体事例や化学物質管理に関する情報に触れるとともに、適切な化学物質管理に重要なリスクコミュニケーション手法等についても解説する。

講義概要

総論

リスクとは何か。ISO31000によれば、リスクの意味は危険性と必ずしも同一ではない。日常生活における各種リスクを解釈すると同時
に、リスクの大小、リスクの種類による受容性、リスクを理解した行動を取る困難さなど、できるだけ幅広い解釈を行ない、化学物質のリ
スクを考える導入部とする。

化学物質は人間社会に多くのベネフィットを齎すが、利用の仕方によってはリスクを伴う。リスクとベネフィットのバランスが重要である。
定量的な評価は難しいが、評価の基本的な考え方を解説し具体例を紹介する。

日本の
化学物質管理政策

さまざまな化学物質が、その有用性のため私たちの身の回りに利用されており、生活を快適なものにしている。他方、化学物質は種類
が多く、多様な性質を有しており、人や環境に与える影響が十分に分かっていないものも多い。このような化学物質を適切に管理し、
人々の安全と安心を確保する政策が化学物質管理政策である。講義では、そこで用いられる基本的な考え方や政策の特徴について説
明する。

化審法の運用における基本的考え方について、法律の概要とともに解説する。特に、化審法における化学物質の定義や物質区分の仕
方、事業者と国の役割分担、法に基づく各種届出とその情報の活用方法について解説する。

海外の
化学物質管理政策

OECDにおける化学品管理政策の国際的調和に向けた取組やアジェンダ２１を踏まえた国際的な化学物質管理への取組及びそれらを
踏まえた欧米諸国の動向について概説する。

近年、急速な経済発展を遂げているアジア諸国における化学物質管理への取組、条約をはじめとする国際的な枠組、およびそれらを踏
まえたアジア諸国の動向等について概説する。

化学物質の毒性や生物蓄積性、生分解性など化学物質のリスクを評価する上で必要な試験方法について説明するとともにそれらの試験結果がどの

共催講座 FT１２５  化学物質総合管理特論  化学物質に関するリスク評価とリスク管理の基礎知識

主婦連合会
製品評価技術基盤機構

火曜日 １８：３０～２０：３０
東京・四ツ谷（１）主婦連

（主婦連、製品評価技術基盤機構）

7 化学物質を評価する試験法 6月4日 坂口　正之
常務 事
（元製品評価技術基盤機構化学物質
管理センター所長）

8 有害性評価（ヒト健康影響） 6月11日 長谷川　隆一
製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
安全審査課

9 有害性評価（生態影響） 6月18日 髙橋　宏和
製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
リスク評価課

10
化学物質の
暴露評価とリスク評価

6月25日 村田　麻里子
製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
リスク評価課

11 構造活性手法の活用 7月2日 櫻谷　祐企
製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
安全審査課

12 消費者製品のリスク評価 7月9日 光崎　純
製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
リスク評価課

13 化学物質管に関する情報 7月16日 高橋　成明
製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
情報業務課

14 PRTR制度の役割 7月23日 米野　洋平
製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
リスク管理課

15 リスクコミュニケーション 7月30日 石村　豊
製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
リスク管理課

主婦連合会
会議室

（主婦会館内）

社会全体で化学物質を適正に管理するためには、関係者間で情報を共有し、理解を促進することが不可欠であり、それを実現する手
法の一つがリスクコミュニケーションである。リスクコミュニケーションの基本的な考え方やその手法、事例について解説する。

ようにリスク評価に生かされるのかについて説明する。

化学物質のヒトでの安全性を評価するためには、ヒトにおける毒性発現の種類と強さを適切に推定する必要がある。そのために通常は
実験動物を用いた安全性試験を行い、その結果に基づいたヒトへの外挿が行われている。ここでは、化学物質の主な毒性、発現機序
や臓器特異性、種特異性を踏まえたヒトが生涯摂取しても健康に影響を及ぼさないと推定される一日摂取量の誘導法を中心として説明
する。

化学物質の環境中生物への影響とその評価方法について解説する。特に水界を汚染する化学物質の毒性の実態とその試験方法、生
物群集に及ぼす間接影響の実際とその評価方法について解説する。

PRTR制度は、事業者からの化学物質の排出に関する情報を国が集計して公表する制度であり、行政・企業・市民が公表された情報を
元に、地域全体の化学物質の排出を削減することを目指した仕組みである。すでに9年分の公表結果があり、PRTR制度が果たした役
割について解説する。PRTR制度と

リスクコミュニケーション

化学物質のリスク評価は有害性評価と暴露評価の両輪から成る。その基本的な考え方を解説するとともに、主に暴露評価に着目してリ
スク評価の目的に応じた手法のバリエーションを概観する。また、不確実性を内包するリスク評価結果を利用する際の留意点等につい
ても触れる。

構造活性相関手法は、化学物質の有害性試験データ不足を補うための手段として、近年OECD等においてその利用推進を目的とした
活動が活発化している。構造活性相関による有害性予測のしくみを平易に解説すると共に、各国の化学物質管理における構造活性相
関の現状の利用方法や、より効果的な利用方法の確立を目指した最近の国際的な取組について紹介する。

化学物質管理の取組は世界で進められており、インターネットは情報収集ツールとしての利用が期待されている。日本では、化審法において点検さ
れた有害性情報がJ-CHECKから、各国の規制・有害性情報がCHRIPから公開されている。また、OECDが開発し無料で提供しているeChemPortalで
は世界各国の有害性情報を一元的に収集することができる。本講義ではインターネットを利用したリスク評価に必要なデータ収集方法等を解説する。

化学物質のリスク評価において、大気、水、土壌などの一般環境経由における化学物質の暴露以外にも、身近な消費者製品を使用す
る事での暴露も考える必要がある。この消費者製品を使用することに起因する暴露評価方法について解説し、実際にどのようなリスク
評価が行われているのかの事例を紹介する。

化学物質管理各論

リスク評価



　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要

科目構成 講義名 講義日 開講場所 講師名 所属

1
化学発がんと異物発がん及
びアスベストを巡るＩＡＲＣによ
る評価と世界の動向

10月3日 津田　洋幸
名古屋市立大学
津田特任研究室

2 アスベストの計測と評価 10月10日 保利　一
産業医科大学 産業保健学部
環境マネジメント学科
教授

3
ナノ材料の環境影響防止の
ための当面の取組み

10月17日 野上　義夫
日本エヌ・ユー・エス
事業開発室
理事

4
ナノ材料の次世代健康影響
－　疾病予防を目指した研究
と取り組み

10月24日 梅澤　雅和
東京理科大学薬学部
環境次世代健康科学研究セン
ター

5 ナノ材料のリスク評価 11月7日 中江　大
東京都健康安全研究ｾﾝﾀｰ
薬事環境科学部 部長

順天堂大学

早稲田大学
西早稲田キャ
ンパス54-204

東京・早稲田大学（２）
（早稲田大学規範科学総合研究所）

アスベストは製造禁止物質に指定されたが、建物等には既に多く使用されており、解体作業等でアスベストの発散が懸念される。環境
あるいは材料中のアスベストの計測方法および評価方法について述べる。

木曜日 １８：３０～２０：３０

アスベストのリスク
評価と管理

化学物質による発がん機構についてヒトと動物を例にあげて解説する。アスベストによる発がんは、組織・細胞に異物であるアスベス
トが沈着して化学物質に対する曝露が持続的に行われること、さらには沈着した異物の形状が発がん性に関与している可能性があ
る。溶解性の化学物質による発がんと比較して解説する。またアスベストは1970年代にWHOの研究機関である国際癌研究機構
（IARC）がヒト発がん物質（Group 1）であることを世界に向けて明らかにしている。それに対する各国の対応と現状について解説する。

ナノ材料の毒性学的評価と環境中実態把握について、当センターの取り組みを中心に紹介する。

環境省環境保健部が平成21年3月に公表した「工業用ナノ材料に関する環境影響防止ガイドライン」について解説し、環境影響防止
のために期待される当面の取り組みについて述べる。

ナノ材料と社会

我々の研究結果は、妊娠期にナノ材料の曝露を受けると出生児の脳神経系や生殖系などに著しい影響が生じることを明らかにした。
ナノ材料の曝露による次世代健康影響を論じ、職業衛生・環境衛生の観点から労働者を守るための対策を論考する。

アスベストにより誘発される中皮腫は 通常 暴露から発症までの潜伏期間が35年前後と長い 検出された時には既に進行しているこ

２０１３年度後期

 ナノ材料総合管理

講義概要

関連講座 WT１２６

早稲田大学
規範科学総合研究所

アスベストの管理を巡る状況は日本社会の最大の災禍のひとつとして将来にわたって大きな課題となっている。この経験を活かしていくことは、今後化学物質による諸々のリスクの管理を考えるうえで重要である。一方、ナノ材料を取り巻く情勢は
急速に進展しており、これまでの材料にない秀でた特質が期待されるとともにナノ材料のリスクの評価や管理のあり方に関する論議が世界で進展している。こうした中で化学物質総合管理の視点を踏まえながら、それぞれを巡る内外の動向を紹介
し、相互に比較し検証しつつ今後のあり方について論じる。

 化学物質の総合管理におけるナノ材料のリスク管理の比較研究

6
中皮腫ーアスベストからナノ
マテリアルまでー

11月14日 樋野　興夫
順天堂大学
医学部・大学院医学研究科
教授

7
ナノ材料の評価の現状とＯＥ
ＣＤ等の動向

11月21日 広瀬　明彦
国立医薬品食品衛生研究所
安全性生物試験研究センター
総合評価研究室　室長

8 ナノ材料の発がん性評価 11月28日 津田　洋幸
名古屋市立大学
津田特任研究室

ナノ材料と社会

ナノ材料は一部の物質は動物に発がん性が認められているものがあって、WHOの研究機関である国際癌研究機構（IARC）では「ヒト
発がん物質である可能性がある（Group 2B）」と評価されている。現状では粒子体（異物）発がんの範囲で理解されているが、発がん
機序に関する知見の現状と今後の研究について解説する。

ナノ材料のハザード評価研究の最新の状況や、国立医薬品食品衛生研究所を中心として取り組んできた研究活動と共に、OECDや
EU等の国際機関におけるナノマテリアルの健康影響評価法に関する活動について解説する。

アスベストにより誘発される中皮腫は、通常、暴露から発症までの潜伏期間が35年前後と長い。検出された時には既に進行しているこ
とが多く予後不良の疾患である。アスベストからナノマテリアルまで中皮腫について俯瞰しながら、中皮腫の早期診断、治療について
も学ぶ。



拠点
（開講機関）

11日

30日

東京・早稲田大学（１）
（早稲田大学規範科学総合研究所）

レント・スプリング」（1962）において殺虫剤DDTの広範囲の
。農薬のベネフィットとリスクの考え方、新

ついて理解を深める。

27日

早稲田大学

２０１３年度前 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続

科目No. 共催講座 WT１３１ 科目名a  農薬総合管理 副題  農薬のベネフィットとリスクの総合管理の実際

連携機関名  早稲田大学規範科学総合研究所 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時 木曜日 １８：３０～２０：３０

科目概要
農薬には殺虫剤、殺菌剤、除草剤、植調剤などがあり、主に農作物を病害虫や雑草などから保護する目的に使用されている。かつて、レイチェル・カーソンが著書「サイ
使用に伴う環境汚染や野生生物への影響などの諸問題を指摘した。それを契機に、米国では環境保護庁（EPA）が設立され、日本では新規農薬のリスク評価・管理の制度が整備された
農薬の研究開発、効果的な安全使用、環境生態系と人の健康への影響の評価、環境及び農産物・食品における残留の実態、並びに、農薬のリスク管理のための国際的取組みなどに

科目構成 № 講義名 講義概要 講義日 教室 講師名 所属

概論

1 環境毒性学
パラケルスス（1493-1541）は「全ての物質は毒である。毒でないものは
る。」と述べている。環境毒性学の立場からレイチェル・カーソンが指摘
態を検証する。それを基にリスク評価を論じる。

何もない
した殺虫剤

。正しい投与
DDTの環

のシステム
薬取締法

しなければ

留農薬が
が拡大す

とを解説し

量が毒と薬を
境汚染や生態 4月

4月

4月

5月

5月

5月

区別す
系影響の実

2 ベネフィットとリスク
農薬は作物保護の目的に使用され、また、殺虫剤は防疫薬として使用
食糧の汚染、残留農薬の人の健康と生態系への影響について、ベネフ
論じる。

18日
される。それらの効果並びに使用に伴う環境と
ィットとリスクのバランスや総合管理の基本を

研究開発と効率
用

3 研究開発

天然物や合成化合物の多数について、バイオアッセイに基づくスクリー
候補の圃場試験、各種毒性試験、代謝・分解、残留分析、製造工程や
登録する。併せて、効果的安全使用技術を開発する。こうした農薬の研

25日
早稲田大学　招聘研究員

ニングによって候補化合物を選定する。選定
製剤の開発を経て用途を確立して新規農薬を
究開発過程を紹介する。 田代茂喜

的
4 殺虫剤

使
殺虫剤の化学、作用機構、選択毒性及び抵抗性、新規製剤と施用方法
制御剤の開発など、最新の知見を含めて解説する。 9日

、並びに、微生物殺虫剤、行動制御剤、生育

5 殺菌剤
殺菌剤の化学、作用機構、抵抗性、製剤と施用方法、並びに、抗生物質
導剤などに関して解説する。 16日

、病原菌と植物の相互作用、病害抵抗性誘

6 除草剤・植調剤
除草剤の化学、作用機構、選択性、浸透性、製剤と施用方法、並びに、
索、植物代謝と新規除草剤、などについて解説する。

23日
植物成長制御剤、新規除草剤の作用点の探

法規制

7 農薬取締法と規制
農薬は、農薬取締法によって製造、流通、使用などが規制されている。
と登録農薬の実態について紹介する。さらに、違法農薬の使用が発端
の施行に伴う問題点とその対応に いて解説するの施行に伴う問題点とその対応について解説する。

農薬登録
になって農

と登録に必要
が改正された 5月

な各種試験
が、改正法

6月

6月

6月

8 食品衛生法と規制
農薬の作物残留性に起因する健康影響を未然に防止するため、食品衛
定方法及び平成18年5月に導入されたポジティブリスト制度を説明し、本
する。

6日
生法で残留基準値が設定されている。その設
制度導入後の作物残留に関する状況を解説

上路雅子 日本植物防疫協会

西早稲田キャ
ンパス

環境影響評価 9 環境動態・残留
使用された農薬は土壌・水系・大気などに拡散し、その後、分解消失す
る農薬の動態と残留実態を、環境要因、農薬特性等との関連から検証

13日
るが、一部は環境中に蓄積する。環境におけ
する。

生態系影響評価 10 生態影響評価
過去には防除対象外の非標的生物に有害性を発現する農薬があった
「水産動植物の被害防止に係わる農薬の登録保留基準」を設定する作
準の設定方法について解説する。

20日
。生態系に及ぼす農薬影響を抑制するため、
業が行われている。生態リスクの考え方と基

残留農薬実態調

11 食品中残留農薬の分析方法
食品中に残留する農薬の分析では、膨大な夾雑物の中から極微量の農
本的な構成、測定原理などについて概要を解説する。

薬を検出 ならない。分
6月

7月

7月

7月

析手法の基

12 市販食品中の農薬残留実態
近年、様々な生鮮農産物が輸入され、国産食品とともに広く利用されて
監視体制、残留実態について、食品別、農薬別の残留状況の違いなど 4日

いる。これら輸入食品、国産食品中の農薬の
を解説する。 東京都健康安全研究セ

査

13 調理加工と残存量
多くの農作物は、調理加工されて喫食される。農作物に残留した農薬の
工程における挙動、調理加工後の残存について、種々の実験データを

11日
残留部位、水洗、加熱調理などの調理加工

基に解説する。

永山敏廣(予定） ンター
（所属変更の可能性あり）

14
食事からの農薬
評価

摂取とリスク 実際にはどのぐらいの量の農薬が食事を通して摂取されているのか。最
を把握するための手法、農薬摂取量の現況について説明し、摂取状況

18日
近の法違反状況とともに、摂取される農薬量

を踏まえた健康影響評価について解説する。

総合管理 15 国際協力

日本は食料の60％以上を輸入しており、輸入農産物にはしばしば基準
使用したDDTなどの残留性有機汚染物質は大気や海洋を介して地球全
えて移動することから、こうした諸問題への対応には国際協力が不可欠
する。

を超える残
体に汚染
であるこ

検出される。一
る。残留農薬は
、国際協力の現

7月25日 田代茂喜 早稲田大学　招聘研究員

方、過去に
国境を越
状を検証



　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要

科目構成 № 講義名 講義日 開講場所 講師名 所属

1 歴史を変えた昆虫たち 8月26日

2 害虫防除の重要性 9月2日

3
衛生害虫の生態とその
防除策

9月9日

4
不快害虫の生態とその
防除

9月30日

5 地球温暖化のリスク 10月7日

6
防疫薬発展の歴史とそ
の役割

10月21日

7
世界をリードしたピレス
ロイド殺虫剤

10月28日

 防疫薬総合管理共催講座 ＪＫ１３１ｂ  身近な生活・環境害虫防除ー世界をリードする防疫薬と害虫防除技術ー

大阪青山大学
健康科学部

 大阪・千里山
（日本リスクマネジャーネットワーク）

２０１３年度後期

講義概要

農薬（殺虫剤）使用の歴史を概説し、過去における殺虫剤の問題点およびそれを踏まえた殺虫剤（防疫薬）の発展の歴史とその役割につ
いて説明する。農薬の発明・開発・上市の流れについても解説する。

除虫菊に含まれる殺虫成分（ピレトリン）の安全性を維持しながら構造を改変したピレスロイドは今やベクター（疾病媒介昆虫）コントロール
に無くてはならない存在となっている。人類にとってかけがえのないピレスロイドの発明の経緯について化学構造の変換および効力の特徴
の観点から説明する またどのように発明がなされたのかについても解説する

殺虫剤は感染症を媒介する衛生害虫（ベクター）や、有害害虫、不快害虫を駆除したり、衣料害虫、木材害虫を駆除し、人々の健康保持や
快適環境の維持に貢献している。都市化が進み、風土病、熱帯病が減少した先進地域でも、その重要性は変わらない。害虫による被害と
その防除の重要性について解説する。

昆虫と人間生活

月曜日　１８：１５～２０：１５

関西大学

熱帯病による死者は全世界で年間５００万人に達している。その最大の原因はマラリアで、その他にウエストナイル熱、日本脳炎、黄熱病、デング熱などがあり、いずれも蚊媒介性疾病である。マラリアの死者は毎年１５０万人～２７０万人と
報告されており、現在、WHOが中心となってマラリアの死者を２０１０年までに半減させる運動を展開している。その手段としては、殺虫剤を家屋内に残留処理することやピレスロイド殺虫剤を含有させた蚊帳などの使用でベクターである蚊を
防除することである。一方、都市化が進み、風土病、熱帯病が減少した先進地域では人々の快適な生活を維持するために、不快害虫（nuisance insects）などを防除することが不可欠になっている。これらの防除にはピレスロイドなどの安全
な殺虫剤が使用されており、これらの薬剤開発では日本が常に世界をリードしてきた。防疫薬などの社会的役割、薬剤開発、使用技術の改良、安全性の確保および技術革新について解説する。

住友化学
健康・農業関連事業研
究所

 日本環境動物昆虫学会

日本環境衛生センター
環境生物部

安部八洲男

森　達哉

昆虫が地球上に現れたのは、約4億年前であり、ヒト（猿人）が誕生したのは、約５００万年前といわれる。ヒトは誕生した時から必然的に昆
虫類と関わりなら生きてきた。ここでは、昆虫類が歴史上偉大な人物や大きな事件に影響を与えた事例について述べ、昆虫と人間がこれま
でにどのように関わってきたかを解説する。

新庄五朗

殺虫剤の化学

虫が媒介する感染症はいろいろある。日本で最も有名なのは蚊が媒介する日本脳炎であるが、海外旅行すると虫が媒介する感染症にか
かるリスクが増大する。近年周辺諸国で流行が見られる虫が媒介する主な感染症を紹介する。

地球温暖化は虫たちの生活にも大きな影響を与えている。虫の生息域が変化している。また、地球温暖化に伴って近隣諸国で流行してい
る感染症が日本へ侵入するリスクも増加している。人や物の移動、更に、渡り鳥の移動なども視点に入れて、温暖化による害虫と健康リス
クを一緒に論じる。

害虫の生態と防除
人が生活している環境にはいやな虫がいる。気持ち悪い、かゆ～い、痛～い虫、ｱﾚﾙｷﾞｰの原因になる虫、病気を移す虫など様々である。
ここでは、どんな虫がいるか、また、それらの虫の被害とその対策について説明する。

ロイド殺虫剤

8
製剤化の意義と家庭用
殺虫製剤の特徴と使用
方法

11月11日

9
その他の製剤と新規製
剤の特徴と使用方法

11月18日

ベクター防除技術 10
世界をリードするオリ
セットネット（防虫蚊帳）

11月25日 庄野美徳
住友化学
健康・農業関連事業研
究所

木材害虫 11 シロアリ防除 12月2日 久保田俊一
住友化学
生活環境事業部

害虫防除の実際 12
薬剤による害虫防除の
課題とPCO(害虫防除専
門家)の取り組み

12月9日 池尻幸雄
イカリ消毒株式会社
技術研究所

13 防疫薬の登録 12月16日

14 防疫薬の安全性 1月6日

総合防除 15 問題点と今後の方向 1月20日 安部八洲男
大阪青山大学
健康科学部

防疫用や農業用として使用される製剤型である、油剤、乳剤、水和剤、粉剤、粒剤、フロアブル製剤、顆粒水和剤等の特徴と製剤化技術に
ついて解説する。同時に、新規製剤化技術の紹介を行う。

マラリアはハマダラカという蚊が媒介し、アフリカにおいて貧困の大きな原因となっている。１９９８年にWHOが中心となり、２０１０年までにマ
ラリアの脅威を半減することを目的としたロールバックマラリアキャンペーンが開始された。そこでは、防虫蚊帳オリセットネットは感染予防
の有力な手段として使用されている。

住友化学
健康・農業関連事業研
究所

の観点から説明する。またどのように発明がなされたのかについても解説する。
関西大学
千里山キャン
パス
第４学舎
３号館
３２０２教室

人々の生活の都市化や、住宅構造、生活様式などの外部環境の変化や、化学物質の安全性に対する意識の増加などから、防疫薬に対す
るニーズも変化し、それに対応して防疫薬も変革が必要とされる。ここでは、防疫薬が抱えている今日的問題点と今後の方向について考
え、総合防除(IPM)の考え方についても述べる。

登録に必要な安全性評価の考え方、急性毒性、遺伝毒性、刺激性、アレルギー性、亜急性毒性、慢性毒性、発癌性、催奇形性、繁殖毒
性、神経毒性などの試験方と評価上の問題点を解説する。

防疫薬の登録について述べる。日本（薬事法、化審法、毒劇法など）をはじめ、米国EPA（FIFRA)やEU（EUBPD)、その他世界各国の防疫薬
登録制度について説明する。

住友化学
生活環境事業部

PCO(Pest control operator,害虫防除専門家）がどのような場面で害虫防除に薬剤による防除を選択し、どのよう課題を抱えているのかに
ついて、３０年間害虫防除に携わってきた経験をもとに述べる。また、今後どのような薬剤が望まれるかについてもPCOの立場からのべる。

家庭・防疫薬分野においては、新しい特徴を有する有効成分の発見に伴い、その効能を最大限に発揮するために、今まで各種製剤が提案
されてきている。主として殺虫剤における製剤化の意義と、代表的な家庭用殺虫製剤に関する基本技術について解説する。

尾崎圭介

竹林禎浩

シロアリは真社会的昆虫であり、家屋そのものを食害し大きな経済的・社会的損失をもたらすという、家屋害虫の中でも独特の存在であ
る。そのようなシロアリについて紹介しつつ、その防除方法を解説する。

製剤とその利用技
術

安全性



拠点
（開講機関）

4月25日

学ぶ
付加価値を生み出す次の一手ー

００

 で合意されたアジェンダ21第19章を積極的に遂行する基礎となり、各国が
紹介し

評価し、その課題について論考する。また、化学物質総

東京・丸の内
（日本リファイン）

6月13日

6月27日

化学生物総合管理学会

東京本社
岸本ビル11階
大会議室

２０１３年度前 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続

科目No. 共催講座 ET１３３ 科目名  化学物質総合経営概論 副題
化学物質総合管理を目指す国際協調活動に
　　　　ー新たに制定すべき包括法の基本的枠組みと

連携機関名  化学生物総合管理学会 水準 中級 教室定員 15 配信定員 0 講義日時 木曜日 １８：００～２０：

科目概要(300字)

化学物質総合管理の概念・体系は1970年代からOECD (経済協力開発機構) が加盟国の支援を得て確立した。その後この概念・体系は1992年ののUNCED (国連環境開発会議)
化学物質管理能力を抜本的に強化する標準的な法制度を構築する基盤となっている。しかし日本は未だ化学物質総合管理に対応した法制への転換を果たしていない。化学物質総合管理に係る国際協調活動、米国、EUなどの先進的な取組みを
つつ化学物質総合管理の基本概念や枠組みを概説して社会の化学物質管理能力を向上させる法律制度のあり方を論じた後、日本の企業や行政機関など各セクターの化学物質総合管理能力を
合管理を付加価値を生み出す化学物質総合経営に進化させていくための方策について論じる。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

はじめに 1 化学物質管理と付加価値
化学物質のもたらすリスクを社会全体として適切に管理することは1970年代以降重要な課
の意味を紹介して導入部とする。加えて、化学物質管理をコスト要因としてとらえてきた現
の重要性について論じつつ、規範つくりの主体者が誰であるかを検証しながら競争力に与

題として世
状から脱却
える影響に

ん研究機関
念の確立に

界で論じら
して付加価
ついて論考

である。各セ
ャパシティ･

の生活の糧
検証する。合

合管理の共
の実現に必

れてきた
値要因と
する。

4月18日 増田　優
化学生物総合管理学会
お茶の水女子大学大学院人間
文化創成科学研究科教授

。この国際的な潮流
して生かしていく視点

国際協調活動の
進展

2
UNCED開催
みと化学物
確立

以前の取組
質総合管理の

化学物質総合管理に関連するILO (国際労働機関)、IPCS (国際化学物質安全計画)、IAR
２年のUNCED(国連環境開発会議)以前の取組みを中心に紹介しつつ、主に化学物質総合
ついて論考する。

C (国際が
管理の概

)などの国
向けたO

際機関の活動を１９９
ECDの様々な活動に

3
 化学産業
学物質総合
管理の導入

界の取組みと化
管理への自主

先進国の化学産業界はUNCEDの開催に先立つ1990年にICCA (国際化学工業協会協議
動を協働で推進することを公約した。ICCAの特徴的な活動および日本化学工業協会のレ
る。

5月2日
会) を設立してレスポンシブル・ケアという自主管理活
スポンシブル・ケア体制の構築などについて論考す

4
 UNCED開
みと化学物
展開

催以後の取組
質総合管理の

１９９２年のUNCEDで合意されたアジェンダ21は地球環境問題に対処する初めての世界的
を目指す分野では、国際機関や各国政府のみならず経済界、労働界、学界、消費者・市民
され、国際活動のあり方を大きく変えた。その活動の成果とその後の展開について論考す

5月9日

化学生物総合管理学会

な行動計画であった。その中でも化学物質総合管理
運動などが一堂に会しながら協働する体制が構築

る。

5 ＳＡＩＣＭと世界行動計画
UNCED後の国際的取組みは、2002年のWSSD（持続可能な発展に関する世界首脳会議
き継がれ、SAICM(国際化学物質管理の戦略的アプローチ) の合意へと進展している。SA
沿ったSAICM国内実施計画の策定のあり方を明確にし、関係省庁の実際の取組みの欠陥

5月16日

星川欣孝
ケミカルリスク研究所所長）そして2006年のICCM(国際化学物質管理会議)に引

ICMの３つの基本文書を概観したうえで、国際合意に
について論考する。

6 UNITARの支援活動
UNITAR (国連研修調査所) はアジェンダ21において各国の管理能力強化を支援する役割
後SAICM (国際化学物質管理の戦略的アプローチ)においても同様の役割を担っている。
日本の取組みの実態について論考する。

5月23日
を分担し手引き等の作成や途上国支援を行い、その

UNITARが分担した課題の成果およびそれらに対する

主要先進国の概況
7  米国・カナダの概況

トラリアの概況

化学物質総合管理の概念に基づく法律制度を整備している諸外国の状況を概観する。米
ダ環境保護法)、EU (欧州連合) のREACH (化学物質の登録、評価、認可、制限) 規則およ
改正の経緯や特徴そして基本的な構造について論考する。

5月30日国のTSCA (有害物質管理法)、カナダのCEPA (カナ

8 EU・オース 6月6日
びオーストラリアのICA (産業化学物質法) の制定と

日本リファイン

規制から管理への進

9
化学物質総
評価指標と

合管理活動の
評価結果

化学物質総合管理は企業･産業界にとどまらず、あらゆるセクターが当事者として取り組
関する活動を評価する評価指標の開発について述べつつ、これに基づく評価結果と日本
論考する。

むべき課題
におけるキ

クターの
ビルディ

化学物質総合管理に
ングの課題について

化

10 リスク原則と自主管理
リスク原則から導き出される自主管理のあり方について検証するとともに化学産業界の自
プロダクトスチュワードシップの意味を事例研究を交えながら論じる。

6月20日

増田　優 お茶の水女子大学大学院人間
文化創成科学研究科教授主管理活動であるレスポンシブルケア活動における

化学物質総合管理
の基本構造

11 基本的管理制度の概要
化学物質総合管理に係る国際機関の協調活動の成果や欧米先進国の法制に見られる化
が作成した手引きなどに示されている化学物質総合管理の基本的な管理制度のあり方を
係る法制のあり方について論考する。

学物質総
検証し、そ

通管理事
要な化学

項、さらにはUNITAR
物質の総合管理に

12
化学物質総
の概要

合管理法試案
日本の化学物質管理能力を社会全体として改善するには、化学物質総合管理の概念を
する必要がある。この認識に基づき2007年12月に発表した「化学物質の総合管理に関す
綱案を構成する総則、管理の標準的手順、基本的管理制度、執行体制の整備などについ

7月4日
取り入れて時代遅れの取締法的法律群を整理し統合
る法律(案）」の骨子案および2012年6月に公表した要
て説明する。

日本の概況と課題

13
 化学物質
制定以後の

審査規制法の
概況

日本はOECDが総合管理の概念を検討していた時期に化審法を制定した。その後労働安
二重の構造が生じた。さらに安全データシート制度 (SDS) に至っては化学物質管理促進
表示の世界調和システム (GHS) については法律を定めないまま導入した結果、他の制度
た対応の問題点について論考する。

7月11日

化学生物総合管理学会
ケミカルリスク研究所所長

星川欣孝全衛生法に新規化学物質審査制度を導入した結果、
法などの下で三重になっている。一方ハザード分類・
との不整合が招じている。こうした国際協調を軽視し

14

 国際合意
－ハザード
世界調和シ
などを例に

との乖離
分類・表示の
ステム (GHS)

－

国際協調体制の下で合意された共通管理事項や基本管理制度には、長年の国際的論議
の一部をなしている。日本は未だ履行していない国際合意が多々あるだけでなく、こうし
GHSとナノ材料を例にして実効性や効率性の観点からこうした状況につい論考する。

7月18日
を踏まえて目的・理念が掲げられて重要な国際合意

た目的・理念を反映していない実施事例が多々ある。

まとめ 15 化学物質総合経営
化学物質のもたらすリスクを社会全体として適切に管理しながら、同時に付加価値を増大
会制度的な側面、科学技術的な側面、人材育成的な側面など日本が直面する諸々の課
化学物質総合経営に進化していく状況について論じる。

させて人々
題について

を強固
わせて 7月25日 増田優

化学生物総合管理学会
お茶の水女子大学大学院人間
文化創成科学研究科教授

なものとするため、社
化学物質総合管理が



拠点
（開講機関）

ながら経営リスクを管理しつつ付加価値の創造に繋げる道を探る

深くかかわる分野であり、ものづくり
れ社会において広く流通・使用されて排出・廃棄される過程を広く

係る国際的な論議の系譜と基本的な枠
の関わりについて解説しながら、具体的な事例を通して付加

編集）

東京・放送大学文京学習センター
（ライフワールドウオッチセンター増田研究室)

(放送大学協賛）

増田　優 お茶の水女子大学教授

放送大学東京
文京学習セン

ター
３階講義室１５

増田　優

２０１３年度後 　　知の市場（シラ期 バス） 新規

科目No. 共催講座 CＴ 科目名 化学物１３４ 質総合経 副題 健康と環境へのリスクを巡る国際的な論議を跡づけ営基礎論

連携機関名
化学生物総

化学物質総合
研究

合管理学
経営学教
会

会
育 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時 木曜日 １４：３０～１８：３０

科目概要(300字)

化学物質は生活社会の隅々に浸透しており、そのもたらすリスクは健康リスクや環境リスクに止まらず経営リスクや社会リスクに及ぶ。そして化学物質のリスク管理は技術革新や制度改革と
はこうしたリスクを管理するための規範創りと不即不離の関係にある。規範を支える規範科学（Regulatory Science）の一つの領域であり化学物質が開発・生産さ
とらえながら化学物質のもたらすリスクを管理する化学物質総合管理学に付加価値創造の視野を統合する化学物質総合経営学の視点を踏まえ、自主管理を含めた化学物質総合管理に
組みの意味を、生物や放射性化学物質などがもたらすリスクの管理とも対比しながら解説する。加えて、化学物質総合管理の技術革新や制度改革そして経営変革と
価値の創造と持続可能な発展につなげるための今後の課題を論じる。    　　　　　　　　　　　　   （お茶の水女子大学、早稲田大学、東京工業大学における授業を基礎に

科目構成 No. 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 所属講師名

はじめに

1
規範とは何
法論とは何

か、科学的方
か

科目の目指すところと講義の進め方について概説するとともに、この科目の理解
について論じる。

の基本となる規範とは何

つ、規

れら

否が経営や

リス

理に関する

)を経て今日

体のリスク管
分野における

いて解説しつ

現状を検証し

か、科学的方

範創りや科学

を規範創りに

化

社会にもたら

クの意味と特

論議の系譜を

に至る国際的

理に関する規
リスク管理の

つ、その中核

法律・制度的
つつ今後の

法論とは何か

的方法論との

活かすことに

学物質のリ

すリスクの大

徴について論

いて解説す

検証しつつ、

いて論じる。

脳会議
な論議を紹介

範創りが行わ
あり方を論じ

をなすプロダ

基盤そして人
課題について

10月3日

10月10日

10月17日

ス

き

11月21日

そ

11月7日

11月14日

10月24日

10月31日

し

的
論

2
安全とは何
何か

か、安心とは 政府、大学、企業、消費者など日本社会のあらゆる者が頻繁に語り、かつ、政策課題や研究開発目標として取り上げられる「安全」や
「安心」とは何か、内外の違いも含めて論じる。

リスクと規範

3 健康と環境へのリスク
化学物質がもたらす健康や環境へのリスクについて世界において起こった具体的
かかわりを論じる。

な事例を紹介しつ

4
健康と環境
を管理する

へのリスク
意義と目標

化学物質がもたらす健康へのリスクを他の要因によってもたらされる健康へのリスクとの対比において論じるとともに、
ク管理が目指す目標について論じる。

5 経営リスクと社会リスク
化学物質がもたらすリスクは健康や環境へのリスクだけではない。化学物質のリ
さと意味について具体的な事例をもとに論じる。

ことと対比しながらこ

スク管理の成

規範と価値創造 6 ものづくりと規範創り
研究開発の成果や生産・販売の実践から得られる経験をものづくりに活かしていく
ついて解説しつつ ものづくりと規範づくりの係わりについて論じるついて解説しつつ、ものづくりと規範づくりの係わりについて論じる。

化学物質総合管
枠組み

理
7

基本的枠組
則の

みとリスク原 化学物質総合管理の基本であるリスク原則について解説しつつ、ハザード、エク
じる。

スポージャー（曝露）、

8
社会的枠組
有化

みと情報の共 リスク原則に則り化学物質を総合管理してゆくために、20世紀の第4四半期以来世界が構築してきた社会的な枠組みにつ
るとともに、その根幹をなす情報の共有と公開の意味について論じる。

化学物質総合管
国際展開

理
9

化学物質総
国際的な論の

合管理を巡る
議の系譜（１）

20世紀第4四半期から活発に展開された経済協力開発機構（OECD)における化学
こに込められている意味と今日的な意義を論じる。

物質総合管

2002年の持続可能な発展に関する世界首
AICM10

化学物質総
国際的な論

合管理を巡る
議の系譜（２）

1992年の国連環境開発会議（UNCED)で採択されたアジェンダ21第19章から発し、
（WSSD）の宣言や2006年の国際化学物質管理会議における国際化学物質管理戦略（S
つつ、その今日的な意義を論じる。

規範と価値創造 11 規範と競争力
20世紀第4四半期に経済協力開発機構（OECD)において組換えDNA技術のもたら
れた。その論議の系譜と国際競争力への影響について検証しつつ、ナノ材料など
る。

する組換え
の先端材料

ル・ケアにつ
化学物質総合管
枠組み

理の
12

自主管理の
の展開

概念と経営へ
リスク原則など化学物質総合管理の諸原則と基本的枠組みから導き出される自主管理の企業経営上の意味と社会制度構築における
意義を論じる。加えて、化学産業界の世界的な自主管理活動であるレスポンシブ
クト・スチュワードシップの概念と意味を論じる。

日本の現状と課

13
化学物質総
の実相

合管理能力
化学物質総合管理能力の向上は、2020年に向けて国際的な課題になっており、
組織的基盤の強化に邁進している。日本の政府、企業、大学などの各セクターの
じる。

、国民の健康と環境の保全の維持そして国際競争力

世界各国は科学的基盤、
管理能力の

題

14
法律体系や
特徴と今後

行政体制の
の課題

日本の化学物質管理に関する法律群や関係省庁の現状と特徴を明らかにしつつ
の向上のために必須である国際的潮流に整合した化学物質総合管理に関わる法律体系と行政体制のあり方などにつ

まとめ 15 総合討論 化学物質綜合経営学の視点から全体の総括をするとともに討論を行う。



拠点 　　　東京・お茶の水女子大学
　（ライフワールドウオッチセンター増田研究室)

･ｻｲｾﾝｽ）を健康や環境へのリスクの評価と管理を例題に

20世紀の第4四半期になり、知の暴走
ばれるに至った。それまでの好奇心や欲望に動かされる科学
ｒｙ　Science）はこうした潮流の中に位置づけられ、科学的方

増田　優 増田　優 お茶の水女子大学教授

茶の水女子
大学人間文
化創成科学
研究科棟

分立のあり方を含めて世界の多様性について論じる

２０１３年度後 　　知の市場（期 シラバス） 新規

科目No. 共催講座 CＴ 科目名 規１３５ 範科学基 副題
文理融合の視点をもつ規範科学（ﾚｷﾞｭﾗﾄﾘｰ
論じる

礎論

連携機関名
化学生物総合

化学物質総合経
究会

管理学
営学教

会
育研 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時

（開講機関）
水曜日 １３；２０～１６：３０

科目概要(300字)

好奇心や欲望に突き動かされる形で20世紀の初頭から科学研究や技術開発に多くの資源が投入されるようになって始まった知の爆発が、時とともに加速化する中で
を制御し知の創造とともに知の伝搬を促して知の普遍化を進め、膨大に集積した知をより幅広い世界で社会変革のために活用する必要性が叫
研究や技術開発に対して社会のための科学（Science for Society)、政策のための科学（Science for Policy)が提唱された。規範科学（Ｒｅｇｕｌato
法論と知的説得を重視することによりリスクの顕在化を未然に防止することを目指す。規範科学の文理融合的な特徴を踏まえながら、その意味と意義を論ずる。
（お茶の水女子大学、早稲田大学、東京工業大学における授業を基礎に編集）

科目構成 No. 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 所属講師名

はじめに

1 生活と規範
科目の目指すところと講義の進め方について概説するとともに、この
方法論とは何かを紹介しつつ、具体例をもとに生活に深く浸透しリス

科目の理
ク管理に必

り、自ず
る。

解の基本とな
須の身近な

上げる「安全
論じる。

につい

へのリスク
いう規範の

と生活と社会

解説す

後、社会の

、科学的方

つつ、国境
なりつ

適正化法な
つ、そこに示

めの科

が、科学的
たり役割を果

る規範とは
規範につい

」や「安心

て検証する

なが
どにつ

を規制する
成立にどの

を律する規

るとともに

諸々の分野
こで

法論と社会

を越えて
つある所以

どについて
された課題

対して、社
学が提唱さ

方法論と知
たした事例

何か、科学
て論じる。

」を例題に、

とともに、三

ら、科学的
いて検証す

化学物質審
ように係っ

範も千差万

、価値創りに

へ実践的
果たした役割

的規範が果

世界で活動
を論じつつ

概観すると
を東日本大

会や世界が
れた意味

的説得を重
を紹介し

10月2日

10月9日

10月16日

的

内

権

方
る。

査
てい

別

11月20日

は

に展
を

た

11月6日

11月13日

10月23日

10月30日

お

して
、内

とも
震

直
と意

視
、そ

2 社会と規範の多様性
世界は多様な自然環境に満ち溢れ、その中で人々の生活も多彩であ
で多岐にわたることを、サウジアラビアなどの事例を紹介しながら論じ

規範と科学的方法

3 安全・安心と

論

リスク認識
政府、大学、企業、消費者など日本社会のあらゆる者が課題や目標
外の認識の違いを検証しつつ、世界の認識の共通項としての「リスク

として取り
」について

スクや食糧安全保障な4
社会的規範
論

と科学的方法 安全と安心を求める日本国民の発癌の原因に関する認識と世界の科学者の認識の差異を検証し
法論に基づかない行動のもたらす結果を論じる。合わせて他の諸々のリ

法律と科学的方

5
法律の成立
論（１）

と科学的方法
法律や政省令の構造を解説するとともに、化学物質のもたらす環境
規制法の制定を例題にしながら、自然科学的な知見や手法が、法律
るかを検証する。

経由の健康
と政省令と

法

6
法律の成立
論（２）

論

論（２）
と科学的方法 食品衛生法の違反事件を例題に、法律や政省令という規範と科学的知見の係わり

分立のあり方を含めて世界の多様性について論じる。

規範と価値創

7 ものづくりと規範創り
ものづくりと規範創りが深く係っている姿をロボットや医薬品・農薬な
ものづくりと規範創りが車の両輪として必要であることを論じる。

どの事例を基に

造

8 規範と国際競争力
20世紀最大の発明の一つに数えられる組換えDNA技術が1973年に発明された
開されていく過程で重要な役割を果たした諸規範の成立の経緯と科学的方法論や知的説得がそ
検証しつつ、規範が国際競争力や雇用に及ぼす影響を論じる。

危機克服にみる
の実相

9 公害の克服と規範の役割
1970年代から1980年代にかけて日本が公害危機を克服した経緯を
した役割を論じる。またこの日本の成功の中に潜む限界を探る。

検証しつつ

つ、科学的方法論と社会的規範が果たした役規
10

石油危機の
役割

範 克服と規範の 1973年と1979年の石油危機の影響を日本が克服した経緯を検証しつ
割を論じる。またこの日本の成功の中に潜む限界を探る。

11 石油使用優先順位の実際
1973年の第一次石油危機に制定された国民生活安定緊急措置法や
に、石油需給適正化法に基づく石油使用の優先順位の策定の実際
災や福島原子力発電所事故とも照らし合わせながら論じる。

石油需給
を検証しつ

世界における新
潮流

た
12 社会と政策

な
のための体系

20世紀の第4四半期になり、それまでの好奇心や欲望に動かされる科学研究や技術開発に
面している課題の解決に積極的に役割を果たしてゆく社会のための科学、政策のた
義を論じる。

13 未然防止と規範科学
社会のための科学、政策のための科学の潮流の中に位置づけられ
することによりリスクの顕在化を未然に防止するための諸制度を構築
の意味と意義を論じる。

とを解説し

る規範科学
するにあ

まとめ

14
規範創りの
自主管理・自

主役の交代と
主行動計画

科学的方法論や知的説得が世界の共通認識の基盤を形成しているこ
いる企業などの非政府機関が、リスク評価やリスク管理に係る規範策定の主体者に
外の成功の事例を紹介する。

15 総合討論
アスベストやナノ材料、インフルエンザや放射線そして労働や生活の
科学の視点から日本の課題について討論を行う。

現場から具体的な事例を取り上げながら、規範



拠点
（開講機関）

またその中で専門機関、特に国立感染症研究所（感染研）がは

東京・戸山
（国立感染症研究所）

8

２０１３年度前 　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 PT２１１a 科目名  感染症総合管理１a 副題  感染症との闘いー現在問題となっている感染症ー

連携機関名  国立感染症研究所 水準 中級 教室定員 35 配信定員 0 講義日時 火曜日 １８：３０～２０：３０

科目概要
感染症の発症メカニズムおよび過去・現在・未来に問題となる感染症をわかりやすく解説する。それとともに、感染症に対して人類がどのように闘っているのか、
たしている機能についても解説する。

科目構成 № 講義名 講 義 概 要 講義日 開講場所 講師名 所属

総論

1 感染症序論
感染症とはなにかを概説し、我が国及び諸外国で問題となっている感染症の全
を生物学的観点から解説し、当科目の導入部とする。

体像を

因となる病気
苦慮する場

。本講では

。本講では
症等の具

紹介する。

のがあり、国
する。

体病理の面

原機構を解
組みを併せ

感染症の概

スやロタウ
究内容を紹

因とする集
性細菌は多

いる。感染
ス感染に付

Ｅ型、血清
また、E型

している。 
予想されて

介する。

いる。ヘリコ
する。

ールブルグ
感染症であ
まじえて，流

また、感染症
4月9日 渡邉治雄

国立感染症研究所
所長

の原因微生物

2 感染症の発症機構
感染症がどのように起こるのかの発症機構をヒト及び病原体側から解説する。
を用いて目でみて理解を深める。

特に、人 から人体の
4月16日 長谷川　秀樹

国立感染症研究所
感染病理部長

組織等の画像

3
細菌の病原
子

性を担う遺伝 様々な病原細菌が存在するが、どのようにして病気を引き起こすのだろうか？
子のその機能について理解を深める。また、それらの病原因子が細菌間で伝

多彩な病
播する仕

説し、それを
て紹介する。

4月23日 大西　真
国立感染症研究所
細菌第一部長

担う病原遺伝

4 薬剤耐性と院内感染
今日、日本の医療現場では院内感染の事例が報告され、大きな社会問題とな
生物や院内感染の防止対策について概説する。

っている 、院内感染の
5月7日 鈴木里和

国立感染症研究所
細菌第二部主任研究官

原因となる微

5
国際的な感染
染症サーベイ

症危機と感
ランス

感染症に国境はない。迅速な対応のため感染症危機に対する監視体制が重要
なにか、感染症危機探知のための国内の仕組み、国際的な枠組みについて、

である
新興感染

、感染症サー
体例を用いな

5月14日 中島一敏
国立感染症研究所
感染症情報センター主任研究
官

ベイランスとは
がら解説する。

各論

6 媒介昆虫と感染症
昆虫（蚊、ダニ、ハエ等）を媒介として病原体がヒトに感染する感染症にはどの
なっているのか、その現状を紹介する。また、伝播メカニズムや予防法について

ようなも
も解説

内国外でど
5月21日 沢辺京子

国立感染症研究所
昆虫医科学部部長

の程度問題に

7 重篤な真菌感染症
真菌は俗にカビと呼ばれており、日常生活で遭遇する身近な微生物である。真
が知られているが、生命を脅かす重篤な真菌感染症が増えており医療現場で
病気をおこす真菌の種類や性質と、代表的な真菌が起こす病気について概説

菌が原
は対応に
する

として白癬
合も多い。本 5月28日

宮崎義継
（金子幸弘）

国立感染症研究所
生物活性物質部部長

（いわゆる水虫）
講では、ヒトに

8 寄生虫と感染症寄生虫と感染症
我が国で問題となっている寄生虫感染症および発展途上国で問題となってい
に出かける時の予防対策上 留意すべき点についても紹介するに出かける時の予防対策上、留意すべき点についても紹介する。

る寄生虫 要を説明す
6月4日 野崎智義

国立感染症研究所
寄生動物部部長

る。また、海外
国立感染症6月4日 野崎智義

寄生動物部部長国立感染症
研究所

9 細菌性食中毒
我が国における細菌性食中毒としては、腸管出血性大腸菌により汚染された食
いが、サルモネラ、腸炎ビブリオ、カンピロバクター等、他にも食中毒を引き起こ
況を紹介し、個々の病原性細菌による発症機序等について概説する。

材を原
す病原

団食中毒事例
い。細菌性食 6月11日 森田昌知

国立感染症研究所
細菌第一部主任研究官

が記憶に新し
中毒の発生状

戸山庁舎
会議室

10 ウイルス性食中毒
ノロウイルスは、ウイルス性食中毒の原因ウイルスとして広く知られている。サ
の原因となることが明らかにされている。これらのウイルスの一般的な知識と最
中毒予防、治療薬、ワクチンなどについて考える。

ポウイル
近の研

イルスもウイ
介しながら、 6月18日 片山和彦

国立感染症研究所
ウイルス第二部室長

ルス性食中毒
ウイルス性食

11 肝炎と原因ウイルス
肝炎ウイルスには５種類あり、我が国で問題となるのは流行性肝炎をおこすA
ウィルスである。B型肝炎やC型肝炎は慢性肝炎をおこすため大きな問題とな
て注目されている。ウイルス性肝炎の一般的知識と最新の情報を紹介する。

型および
っている。

肝炎の原因と
肝炎が人獣共 6月25日 加藤孝宣

国立感染症研究所
ウイルス第二部長

なるB型とC型
通感染症とし

12 ウイルス性出血熱

1967年にドイツとユーゴスラビアで初めて発生が確認されたウイルス性出血熱
主共和国とスーダンで初めて発生が確認されたエボラ出血熱は，ともに致死率
血熱，ラッサ熱も同様である．これらのウイルス性出血熱について，最近の研究
る．

であるマ
の高い
成果を

出血熱と19
る．さらにクリ
行の背景に

7月2日 西條政幸
国立感染症研究所
ウイルス第一部長

76年にコンゴ民
ミア・コンゴ出
ついて解説す

13
感染症と癌／
ター

ヘリコバク 近年、ヘリコバクターピロリという細菌と胃炎、胃潰瘍、胃癌との関係が注目さ
な細菌で、どの様な機構で胃炎等を起こすのかを最近の知見を交え、わかりや

れてきて
すく説明

バクターピロ
7月9日 柴山恵吾

国立感染症研究所
細菌第二部部長

リとはどのよう

14
感染症と癌／
胞白血病

成人性T細
ヒトT細胞白血病ウイルス（HTLV-1）は現在日本に約108万人感染者がいると
染者の一部で成人T細胞白血病(ATL)やHTLV-1関連脊髄症(HAM)が発症する
能性のある本疾患に関し、感染予防、診断、治療法を説明する。

いわれて
。ウイル

から40年〜6
随して白血 7月16日 濱口　功

国立感染症研究所
血液安全性研究部部長

0年を経て、感
病の発症の可

15 性感染症／エイズ
エイズは、1981年に突如現われ、だれも予測できない規模で世界中にその感染
染者の数は推計約３２００万人であり、これまでに既に約６０００万人の人が感
の疫学、ウイルス学、発症病理などを説明しながら、最新の治療法と予防法に

を拡大
染したと
ついて紹

２００７年末の
いる。講義で 7月23日 村上努

国立感染症研究所
エイズ研究センター室長

世界中のHIV感
は、エイズとHIV



拠点 東京・戸山
（国立感染症研究所）

チンを中心にー

いるのかを説明する。またその中で感染症研究の専門機

２０１３年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座　 科目名 感染PT211ｂ 症総合 副題  感染症対策ーワク管理１b

連携機関名 国立感染症研究所 水準 中級 教室定員 35 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

  火曜日 １８：３０～２０：３０

科目概要(300字)
感染症との闘いのためのヒトの生体防御の働き、および感染を予防するためのワクチンの効能、またワクチンの安全性がどのように確保されて
関、特に国立感染症研究所（感染研）がはたしている機能についても解説する。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 所属講師名

総論

1 感染と宿主免疫応答
感染（宿主ー病原体関係）における宿主免疫応答とその医療応用に
の基礎知識やワクチンなど免疫介入治療・予防に関する応用面を概

関して、病
説する。

原体に遭遇

証されている

て、世界的な
関わる諸課題に

チン接種ス

補としての粘

、有効性のみ
らないという

チンが任意
る。

を予防する

疹ワクチン、
ついても説明

関わる諸課題に

が国で開発

るウイルス
。現状を紹

かったが、現
ていない。わ

炎等をおこ
。

する現在講
。

求められる
チン株選定の

した場合の

のか、その

視点およ
つい

ケジュール

膜投与型

なず、安全
特殊性につ

予防接種と

ために果た

風疹ワクチ
する。

つい

された水痘

である。近
介する。

在では発
が国及び

す。肺炎球

じられてい

特性には違
過程につ

ヒトの免疫
9月24日 阿戸　学

国立感染症研究所
免疫部部長

応答

2 生物製剤の品質管理
ワクチンは健康な人を対象に予防目的で接種されるものである。であ
意しなければならない。一方、ワクチンは生き物を使って製造、試験し
る。

るが故に
なけれな

性には特
いても紹介 10月1日 加藤　篤

国立感染症研究所
検定検査品質保証室室
長

に注
す

3 血液製剤の安全対策
血液製剤として多くのものが使われているが、それらの安全性がどの
する。

ように保 仕組みを紹
10月8日 濱口　功

国立感染症研究所
血液・安全性研究部部
長

介

4
感染症の予
接種

防とワクチン ワクチンで予防可能な疾患の国内及び国外の発生状況、我が国の現
説し、感染症を予防する時のワクチンの重要性を解説する。

行のワク 、副反応等
10月15日 多屋馨子

国立感染症研究所
感染症疫学センター室
長

を概

5 次世代ワクチンの開発
ワクチンがなぜ効くのか、その原理と投与方法等の総論と次世代ワク
ワクチン等の作用メカニズムと効果、開発状況について紹介する。

チンの候 ワクチン、Ｄ
10月22日 長谷川秀樹

国立感染症研究所
感染病理部部長

ＮＡ

各論

6
世界ポリオ
ポリオワクチンポリオワクチン

根絶計画と ＷＨＯを中心にポリオ根絶計画が進められているが、その現状と問題
基づいて解説する とくに ポリオ根絶最終段階における ポリオワクチン戦略に基づいて解説する。とくに、ポリオ根絶最終段階における、ポリオワクチン戦略に

点につい び日本の立
て説明するて説明する 10月29日 清水博之

国立感染症研究所
ウイルス第二部室長

場に

ウイルス第二部室長。

7 肝炎ワクチン
肝炎の発症予防のためにワクチンが開発され、我が国ではA型、Ｂ型
いる。特にB型肝炎ワクチンの母子感染予防に果たした役割等につい

肝炎ワク
て紹介す

して使用さ
11月5日 石井孝司

国立感染症研究所
ウイルス第二部室長

れて

国立感染症

8 ＤＰＴワクチン
ＤＰＴ疾患（ジフテリア・破傷風・百日咳）の国内および国外の現状とそ
クチンの役割について概説する。

れら疾患 してきたDP
11月12日 蒲地一成

国立感染症研究所
細菌第二部室長

阿戸　学
（免疫部部

長）

Tワ 研究所
戸山庁舎

9
麻疹・風疹
チン

の現状とワク 麻疹、風疹の日本、並びに世界の現状、原因となるウイルスの性状、
史、効果等を概略する。またWHOがすすめる麻疹排除計画、風疹排

並びに麻
除計画に

ンの開発の
11月19日 駒瀬勝啓

国立感染症研究所
ウイルス第三部室長

歴
会議室

10 日本脳炎ワクチン
日本脳炎はかつてわが国では多数の小児が発症し、死者、後遺症併
た。しかしいまもアジア地域では重大感染症の一つであるがワクチン
日本脳炎の対策、ワクチンの在り方などについて概説をする。

発者が多
は普及し

症者は希と
アジアにおけ 11月26日 高崎智彦

国立感染症研究所
ウイルス第一部室長

なっ
る

11
肺炎球菌感
球菌ワクチ

染症と肺炎
ン

肺炎球菌は小児や高齢者に菌血症・髄膜炎などの侵襲性感染症や
小児用、成人用ワクチンがあるが、これらの特徴や臨床効果について

肺炎、中耳
概説する

菌ワクチン
12月3日 大石和徳

国立感染症研究所
感染症疫学センター長

には

12 結核
結核とはどのような疾患か、起因菌の結核菌の特徴およびBCG接種
めて概説する。また、結核菌と近縁のらい菌によるハンセン病につい

をはじめと
ても触れる

る結核対策
12月10日 牧野正彦

国立感染症研究所ハンセン
病研究センター感染制御部
部長

を含

13 インフルエンザワクチン
通常の季節性インフルエンザとパンデミック・インフルエンザに対する
在わが国および海外で認可されているワクチンと両ワクチンとの関係

ワクチンに
及びワク

いがある。
いて紹介す 1月14日 板村繁之

国立感染症研究所
インフルエンザウイルス研究
センター室長

現
る。

14 ヒトパピローマウイルス
ヒトパピローマウイルス（HPV）は性行為を介して感染し、子宮頸がん
に対する感染予防ワクチンが開発され、我が国を含む全世界で導入

の原因とな
されている

年欧米にて
1月21日 柊元　巌

国立感染症研究所
病原体ゲノム解析研究セン
ター室長

HPV

15
水痘などの
ルス

ヘルペスウイ 水痘・サイトメガロウイルスなどのヘルペス科ウイルスによる各種感染
状とその効能について紹介する。

症及び我 ワクチンの
1月28日 井上直樹

国立感染症研究所
ウイルス第一部室長

現



拠点
（開講機関）

　水谷 哲也

東京農工大学

東京・早稲田駅
（早大規範研、W-INT）

なってきており、動物に対する正確な

6 動物の異常行動 5月23日 東京大学早稲田総研， ，

２０１３年度前 　　期 知の市場（シラバス） 継続
2012.10.5

科目No. 関連講座 WT２２１ 科目名  動物総合管理１ 副題  獣医さんが解説する動物の病気と管理

連携機関名 　日本獣医師会 水準 中級 教室定員 25 配信定員 100 講義日時 木曜日 18:30～20：00

科目概要
地球上の野生動物、飼育動物と人との距離は急速に接近し、動物から人へ感染する病気のリスクも高くなって来ている。また、動物と人との関係は、もはや切り離すことのできない相互依存関係に
知識の重要性が高くなってきた。さらに、現代社会では伴侶動物の存在意義が高くなってきている。これらの諸問題について獣医学の視点から受講者と一緒に考える。

科目構成 № 講義名 講義概要 講義日 開講場所 講師名 所属

動物の感染症
とその対策

1 動物の感染症 感染症についての基礎知識、動物の主要な感染症、またその対策について紹介する。

る。

際交流や近
ついて解説

ることを示す

感染症から

取ることを

にされる時

を受けてい
となり、そ

医学」は異な

どの特性に

もっと感謝
分野への対

などを解説

4月11日 　白井　淳資 東京農工大学

2 ペットにおける感染症対策
動物の飼育スタイルの変化から、ヒトとの親密さが増しているイヌ、ネコ等
対策を解説する。

について、 動物とヒトを守
4月18日 　青木　博史 日本獣医生命科学大学

るための

3
人獣共通感染症
（ズーノーシス）

近年、種を越えた感染症が問題になっている。その出現メカニズムを中心に概説す 4月25日

5月9日4 昆虫が媒介する感染症
動物の病気には、現在でも蚊をはじめとする昆虫によって媒介されるもの
これまでと異なった病気が流行する可能性がある。動物に感染する代表的

があり、国
なものに

　古谷　哲也
年の気候変動により、
する。

獣医学からみ
動物の病気
と看護

5 病気が疑われる動物の症状 家族の一員であるペットが健康に過ごせるように、動物のサインから体の状態を読み 説明する。 5月16日 　清水　美希 東京農工大学

る
6 動物の異常行動

現代社会において動物が私たちの生活に潤いや癒しを与えてくれる大切
とまがないが，重篤な問題行動によってそのメリットは全て消失し，飼い主にとまがないが 重篤な問題行動によってそのメリットは全て消失し 飼い主に
義では，伴侶動物の問題行動の見分け方，対処方法，予防方法について

な存在であ
とっては苦悩のみが重くのしかかる。本講とっては苦悩のみが重くのしかかる

解説する。

研究成果は
5月23日 武内ゆかり 東京大学早稲田総研

枚挙にい
武内ゆかり

インターナ

。本講

7 動物看護学
いままでの動物看護学の教育は「獣医師」が主体でした。でも、「動物看護
学とは」の極意を紹介する。

学」と「獣 るものです。「
5月30日 　太田　光明 麻布大学

ショナル　4階
研修室動物看護

8 獣医師と動物看護師の関係 獣医師と動物看護師のよりよい関係を構築するための問題点、ならびにその解決法 する。 6月6日 　福島　隆治 東京農工大学

獣医学からみ
動物の健康と
人間社会

9 動物栄養学
犬や猫が何を必要としているか、成長過程やライフスタイル、サイズ、身体
康な時と病気の時に考えなければならない栄養について解説する。

の構造な 対応した栄養
6月13日 　山本　敦

ロイヤルカナン　ジャポン
獣医師

、さらに健

る
10 動物のストレス

近年動物の福祉の観点から、人間に飼われることによって動物がどのよう
要になっている。ストレスの生理学的仕組みについて解説し、どのような物
変化が起きるか、どうすればストレスに強い動物になるのかを解説する。

なストレス
がストレス

るのかを知る
の結果動物に 6月20日 　渡辺　元 東京農工大学

ことは重
どのような

11
社会における家
療

庭どうぶつ医
「社会が求めるどうぶつ医療は？」その把握に努めることは、獣医療トラブ
また、社会全体として取り組むべきテーマである、マナー向上、夜間対応、
対策、保険制度、法整備などについて考察する。

ルを防ぎ、
専門医療

される動物病院
応、感染症対 6月27日 　島村　麻子

アニコム ホールディング
ス

になる。
策、防災

12 動物福祉と問題点
家畜、伴侶動物の管理方法、動物実験等に対し、動物福祉の立場から社
題について歴史的背景と、世界の現状、問題点を紹介する。

会的に問題 代となってき
7月4日 　神田　尚俊 東京農工大学

た。この問

（注）1科目（12回講義）として受講することもできますが、１ユニット（４回講義）ごとに受講することもできます。



　　知の市場（シラバス） 新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 上級 教室定員 80 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機
関）

科目概要

科目構成 № 講義名 講義日 開講場所 講師名 所属

2 外科的疾患の検討（１）

3 内科的疾患の検討（１）

再生医療 4
再生医療、
医学から獣医学へ、そして獣医学
から医学へ

伊藤　典彦 東京工業大学

5 外科的疾患の検討（２）

6 内科的疾患の検討（２）

動物臨床医学研究所

シラナガ動物病院白永　伸行

山根　剛　他
複数名

小動物臨床における内科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

小動物臨床における外科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

動物臨床医学研究所

２０１３年度前期

 動物臨床医学事例研究g

講義概要

共催講座 ZY２２２g

 動物臨床医学研究所

動物医療の中でも伴侶動物医療の近年の発展は目を見張るものがある。しかし、急速な発展の中にはひずみが発生しているのも事実である。医療は生き物的要素があり、急速な変化に対応不能な面もある。この科目では、後期に先がけ
て臨床獣医学のありようを再考し、原点であるひとつひとつの症例を大事に検証し、そのありようを検討する。受講対象者は獣医師、獣医系大学学生、動物看護師に限る。

 臨床現場に有用な症例検討のあり方１

鳥取・倉吉
（動物臨床医学研究所）

日曜日９：３０～１１：００、１１：１０
～１２：４０、１３：４０～１５：１０、
１５：２０～１６：５０（４講義）

症例検討（１）

症例検討（２）

内科 1

小動物臨床における外科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

難治性疾患に対する再生医療は医学の世界で確実に実績を積み上げている。組織幹細胞を用いた培養角膜上皮細胞移
植は日常の医療となった。多能性を有する胚性幹細胞用いた再生医療は獣医学で培われてきた胚操作の技術がその基幹
となった。そして今、人に比べて強い再生力を有する動物の診療を行っている獣医学からの発信が期待されている。

副腎皮質機能亢進症（クッシング症候群）は中高齢の犬における頻度の高い疾患である。1次診療の現場でも遭遇する確
率は高く臨床の現場では様々な事情により実現に工夫が必要である。近年新しい薬剤の登場と診断のスタンダードが変わ
りつつ有り、また高齢化がさらに進んだ症例が多様化する状況を検証する。

小動物臨床における内科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

4月21日

5月26日

髙島一昭　他
複数名

副腎皮質機能亢進症の診断と治
療

6 内科的疾患の検討（２）

整形 7
橈尺骨骨折ープレート固定を中
心にー

櫻田　晃 さくらだ動物病院

8 外科的疾患の検討（３）

9 内科的疾患の検討（３）

血液 10
一次診療の現場で知っておきた
い造血器腫瘍の基礎知識－慢性
骨髄増殖性疾患－

下田　哲也 山陽動物医療センター

11 外科的疾患の検討（４）

12 内科的疾患の検討（４）

眼科 13 眼が痛い 山形　静夫 山形動物病院

14 外科的疾患の検討（５）

15 内科的疾患の検討（５）

動物臨床医学研究所
小笠原淳子他
複数名

動物臨床医学研究所

7月28日

8月25日小動物臨床における外科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

小動物臨床における内科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

骨折治療の中でも変形癒合や癒合不全を起こしやすい犬の橈尺骨骨折の整復固定について消毒・アプローチ法・インプラ
ントの選択、使用する骨折整復器具、術前術後の管理などを中心に失敗しないための「コツ」を交えて解説する。

慢性増殖性疾患（MPD）は顆粒球系、赤芽球系、巨核球系に線維芽細胞も加え、これらが不可逆性に増殖する病態であ
り、慢性骨髄性白血病、真性赤血球増加症（真性多血症）、本態性血小板血症、慢性骨髄線維症が含まれる。これらの疾
患を解説する。

小動物臨床における内科的疾患を中心に、アドバイザ のもと症例検討を実施する。

小動物臨床における外科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

小動物臨床における内科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

才田祐人　他
複数名

水谷雄一郎他
複数名

動物臨床医学研究所症例検討（５）

小動物臨床における外科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。 9月29日

小動物臨床における内科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

「眼が痛い」場合の対処について考える。眼の痛みは眼球付近の様々な部位から発生するので、痛みの発生部位を眼球
外、眼球表面、眼球内に分けて考えると分かりやすくなる。痛みの発生部位が特定できれば、多くの場合対処法も特定され
てくる。

伯耆しあわ
せの郷 ２F
大会議室
   又は

動物臨床医
学研究所

3Fカンファレ
ンスルーム

症例検討（４）

症例検討（３）

内科的疾患 検討（ ）



　　知の市場（シラバス） 新規

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 上級 教室定員 80 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機
関）

科目概要

科目構成 № 講義名 講義日 開講場所 講師名 所属

外科２ 2
犬猫の門脈体循環シャントの治
療

3 外科的疾患の検討（１）

4 内科的疾患の検討（１）

循環器 5 循環器薬の基本的な使い方 山根　剛

6 外科的疾患の検討（２）

症例検討（１）

外科１ 1
犬猫の門脈体循環シャントの診
断

 臨床現場に有用な症例検討のあり方２

鳥取・倉吉
（動物臨床医学研究所）

日曜日９：３０～１１：００、１１：１０
～１２：４０、１３：４０～１５：１０、
１５：２０～１６：５０（４講義）

10月27日

1月26日

犬猫の門脈体循環シャント（PSS）は、発育不全や肝性脳症の最も一般的な原因である。
しかし、特異的な臨床症状がすべての症例で認められるわけではなく、病態や治療法の異なる先天性と後天性の鑑別も必
要である。ここではPSSの診断テクニックを解説する。

動物医療の中でも伴侶動物医療の近年の発展は目を見張るものがある。しかし、急速な発展の中にはひずみが発生しているのも事実である。医療は生き物的要素があり、急速な変化に対応不能な面もある。この科目では、後期に先がけ
て臨床獣医学のありようを再考し、原点であるひとつひとつの症例を大事に検証し、そのありようを検討する。受講対象者は獣医師、獣医系大学学生、動物看護師に限る。

2013年度後期

 動物臨床医学事例研究h

講義概要

共催講座 ZY２２２h

 動物臨床医学研究所

犬猫の門脈体循環シャント（PSS）の治療には、肝性脳症や基礎疾患のコントロールための内科的治療と、さらに先天性
PSSの場合にはシャント血管を閉鎖するための外科的治療がある。
ここではPSSの内科的治療と外科的治療のポイントを解説する。

小出　和欣 小出動物病院

動物臨床医学研究所

髙島一昭　他
複数名

小動物臨床における内科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

小動物臨床における外科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

小動物臨床における外科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

循環器疾患の内科的治療を行う上では、その動物の病態ステージを把握する必要がある。動物の病態ステージ分類として
はISACHC分類が長らく用いられてきたが、2009年にアメリカ獣医内科学会は Consensus Statement（ACVIM CS）として犬
のＭＲに対する新たな分類を提唱した。今回は主にACVIM CSに基づいたＭＲに対する基本的な循環器薬の使い方につい
て解説する。

6 外科的疾患の検討（２）

7 内科的疾患の検討（２）

エキゾチック哺乳類の診
療１

8 診療対象動物と身体検査

エキゾチック哺乳類の診
療２

9 診断と治療

10 外科的疾患の検討（３）

11 内科的疾患の検討（３）

循環器１ 12
インターベンションによる循環器
疾患の治療１

循環器２ 13
インターベンションによる循環器
疾患の治療２

14 外科的疾患の検討（４）

15 内科的疾患の検討（４）

症例検討（２）

伯耆しあわ
せの郷 ２F
大会議室
   又は

動物臨床医
学研究所

3Fカンファレ
ンスルーム

症例検討（４）

症例検討（３）

小動物臨床における外科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

小動物臨床における内科的疾患を中心に アドバイザ のもと症例検討を実施する

小動物臨床における内科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

加藤　郁

小動物臨床における内科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

エキゾチック哺乳類の診療の実践について診療対象動物と、各動物の身体検査方法について解説する。

心臓病の診断とインターベンションに必要な器具機械の操作法などについて解説する。

エキゾチック哺乳類、特にウサギを中心に診断と治療について、そのポイントと最新知見などを解説する。

動物臨床医学研究所

高島一昭

動物臨床医学研究所

小笠原淳子他
複数名

水谷雄一郎他
複数名

加藤どうぶつ病院

才田祐人　他
複数名

実際の症例に対するインターベンション治療の実際を解説する。

2月16日

小動物臨床における外科的疾患を中心に、アドバイザ のもと症例検討を実施する。

小動物臨床における外科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。

3月23日

15 内科的疾患の検討（４） 小動物臨床における内科的疾患を中心に、アドバイザーのもと症例検討を実施する。



　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 45 配信定員 45 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要

科目構成 № 講義名 講義日 開講場所 講師名 所属

総論 1
農業生物資源の利用と技術
開発～遺伝資源と作物開発
の歴史～

9月5日 廣近  洋彦

2
農業生物におけるｹﾞﾉﾑ解析
研究の実際

9月12日 矢野　昌裕

3
ｹﾞﾉﾑ情報を活用した作物育
種研究

9月19日 山本　敏央

4 家畜ｹﾞﾉﾑ研究最先端 9月26日 美川　智

食料状況 5
世界の食糧需給と食料確保
のための世界戦略

10月3日 三石　誠司 宮城大学

6
遺伝子組換え作物の安全性
評価

10月10日 田部井　豊

２０１３年度後期

共催講座 AT２３１  農業生物資源特論  バイオテクノロジーで拓く食料、医療などへの農業生物資源の利用と未来

農業生物資源研究所

日常食している農作物や畜産物は、多くの先人たちが、何万年もの時間をかけ野生植物や動物を選抜・改良し利用可能にしてきた。近年、イネゲノムの全塩基配列の解読や分子生物学的研究の著しい進展により、ゲノム情報や遺伝子組換え技術を利用した新たな農
作や家畜の開発や利用が進みつつある。また、カイコは絹生産のために長く利用されてきたが、最近では遺伝子組換え技術により有用物質生産など、新産業創出の可能性を示すなど新たな局面を迎えている。農業に利用されてきた生物資源の改良の歴史やこれまで
の社会的役割を概説するとともに、世界的な食糧問題等の展望や今後の食料戦略などの解説と、それらの解決を図るための最新の研究内容を紹介する。

講義概要

私たちは農業からたくさんの恩恵を受けている。イネをはじめとする植物、肉、乳、卵、毛、絹、蜜など動物や昆虫の生産物を食物や衣類として利用している。
農業生物資源研究所で研究している様々な生物の概要とその利用の歴史、それを支えた技術開発の歩みについて解説する。

農業生物資源
研究所

木曜日　１８：３０～２０：３０ 東京・四ツ谷（2）主婦会館
（農業生物資源研究所、早大規範研）

世界の穀物需給をみると、将来の世界戦略が見えてくる。現在の作物生産の動向と遺伝子組換え農作物の占める意味合い、日本がどのくらい海外の穀物
に依存しているかを改めて考えながら、新規技術の必要性や可能性について論じる。

先端ゲノムの研究

近年のゲノム解析機器の発達には目覚ましいものがあり、今では、多様な生物種がゲノム解析の対象となっている。なぜゲノム解析が必要か、また、ゲノム
解析結果をどのように活かしていくのか、などゲノム解析研究の実際を農業生物資源研究所のイネゲノム研究を中心に網羅的に紹介する。

ゲノム研究が進んで、作物の品種改良の方法がさらに効率化されている。品種改良において重要な遺伝子をどのように見つけるのか、さらに、見いだした有
用な遺伝子をどうやって組み合わせるのか等について、我が国の主要作物であるイネを例に紹介する。

高品質で安全な家畜生産に貢献するため、ゲノムデータベースの整備と家畜の改良に有用な遺伝子の解析について紹介する。また、ゲノム情報を有効利用
することにより、肉質、生産性、抗病性などを対象とした育種改良についても紹介する。

農業生物の潜在能力を最大限引き出すアプローチとして、遺伝子組換え技術には大きな期待がかけられている。遺伝子組換え農作物を商品化するには厳し
い安全性審査が求められており、その安全性評価システムについて解説する。さらに、農業生物資源研究所における遺伝子組換え技術への理解増進に向
けた取り組みについて紹介する。

7 遺伝子組換え生物の開発 10月17日 高野　誠

8
植物の戦うしくみ
－耐病性作物開発を目指し
た取り組み－

10月24日 高辻　博志

9
カイコの遺伝子組換え利用
-昆虫利用の新展開-

10月31日 瀬筒　秀樹

10
植物の多様な遺伝資源の収
集と保存

11月7日 河瀨　眞琴

11 遺伝資源をめぐる国際情勢 11月14日 土門　英司

12
突然変異研究へのいざない
-放射線による変異創出-

11月21日 未　　定

植物科学の先端研
究

13
共生からみる植物
-植物と微生物の相互作用－

11月28日 林　誠

昆虫科学の先端研
究

14
環境保全型農業を実現する
技術の開発

12月5日 野田　隆志

動物科学の先端研
究

15
動物性タンパク質の供給から
医薬分野への貢献まで

12月12日 木谷 裕

2010年に名古屋で開催された、生物多様性条約国際会議(cop10)などにより、遺伝資源の収集・利用に対する国際的な関心が深まるとともに、状況が大幅に
変化してきている。これらの状況について、新たな作物の開発や知的財産などの取扱い等と遺伝資源の収集利用という視点から現在の国際情勢を解説す
る。

遺伝資源の研究

農業の近代化とともに少数の作物品種しか栽培されなくなるなど、長い年月をかけて地域で育まれた作物の遺伝的多様性は急速に失われている。しかし、
新たな作物の開発や品種改良には多様性を有する遺伝資源が不可欠である。持続的に利用できるように遺伝資源源を探索し保存する努力を紹介する。

ガンマーフィールドなどでのガンマ線ー照射によって育成された、耐病性のナシ「ゴールド二十世紀」やリンゴ「放育印度」、いろいろな色と形のキクやバラ、緑
度が維持されるシバ「ウィンターフィールド」などの品種や、最近のゲノム研究や海外の状況を紹介する。

農業生物資源
研究所

遺伝子組換え技術により、現在どのような研究が進んでいるか、農業生物資源研究所で実施している遺伝子組換え技術を利用した様々な研究を中心に紹
介する。

主婦会館３階
コスモス

畜産業はこれまで良質タンパク質を日本の消費者に提供してきた。しかしその一方で、穀物の大量輸入、畜産環境問題などが指摘されている。そこで、これ
らの問題を解決し、かつ、良質な動物性タンパク質の持続的生産を可能とする最新研究成果について紹介する。更に、動物研究の新たな展開として、進展の
著しい体細胞クローン技術と遺伝子組換え技術を活用した医薬分野への貢献について紹介する。

植物の病気は作物に大きな被害を与え、その防除には多くの農薬が用いられている。農薬に依存しない病害防除のため、未利用の遺伝資源を利用したり、
植物が本来備えている潜在的な力を引き出すことを目指した最新の研究について紹介する。

カイコは絹糸を生産する家畜昆虫として数千年にわたって利用されてきたが、近年、カイコの遺伝子組換え技術が開発され、また、ゲノム解読も進んでいる。
これらを受けて急速に進みつつある昆虫を素材とした遺伝子機能解析研究と新産業創出に向けた利用研究を紹介する。

植物は土壌微生物との細胞内共生によって,貧栄養の土壌で生育が可能となる。植物・微生物共生の仕組みの解明とその応用について解説する。

現在、農業は投入するエネルギー量を削減し、生態系に影響の少ない低投入・持続可能な生産技術の実現が求められている。害虫防除の場面では、生物
の特性を利用した天敵やフェロモンといった防除資材が市販され、利用できるようになってきている。ここでは生態系に影響の少ない総合的害虫管理（IPM)を
実現する要素である昆虫の行動を利用した防除技術について紹介する。

遺伝子組換えの研究

けた取り組みについて紹介する。



拠点
（開講機関）

黄地 祥子

東京・幡ヶ谷
（製品評価技術基盤機構）

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター

安全審査室

森 浩二
製品評価技術基盤機構

２０１３年度後 　　知の市場期 （シラバス） 新規

科目No. 共催講座 SE２３２ 科目名  バイオ安全特論 副題  微生物資源の活用とバイオ安全の基礎知識

連携機関名  製品評価技術基盤機構 水準 基礎 教室定員 50 配信定員 0 講義日時 金曜日18：30～20：30

科目概要
バイオテクノロジーで重要な微生物の利用における微生物そのものの安全性、遺伝子組換え体の安全性の確保、生物多様性条約の発効にともなう海外微生物の取り扱い等、微生物に関する安全性や規制に関して考察するとともに、微生物の保存、提供
に伴う品質管理の最新技術や微生物の活用例について考察を行う。

科目構成 № 講義名 講　義　概　要 講義日 開講場所 講師名 所属

はじめに 1 安全性とリスクの考え方
化学物質の安全性に関しては、様々な研究がなされており進んでいる。バイオテクノロ
りである。安全性とリスクから安全性のあり方を考察する。

ジーの安

獲得するこ
用方法等に

利用（屋内利

全性に関する

こす、メシチ

るのかを解

イオセーフテ
）を調べ、分類
どで、精度の

に活用する

やドライクリ
る。

に使われる
品の品質管

考察する。

ても、調味料
察する。

についても

難となってい
うに海外の微

他に、池な
る。

託された微

。このような

研究は、始ま
10月4日

安井　至
与儀　重雄

製品評価技術基盤機構
理事長
バイオテクノロジーセンター
次長

ったばか

ゲノム解析と感染

2 微生物のゲノム解析の最前線
微生物は、ヒト等に比べ全ゲノムの大きさが小さく、ゲノムシーケンスにより、遺伝子情
ケンスの方法については、近年、劇的に進歩している。最新のゲノム解析の手法、解析

報を容易に
結果の利

とができる。ゲ
ついて考察す

10月11日 小口 晃央
製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター
バイオ安全技術課

ノムシー
る。

症 3 黄色ブドウ球菌のゲノム解析
黄色ブドウ球菌は、比較的簡単に抗生物質耐性を確保できると言われている。院内感
菌（MRSA）のゲノム解析の意義とその波及効果等に関して考察する。

染を引き起 リン耐性黄色
10月18日 藤田 信之

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター
上席参事官

ブドウ球

4 微生物と感染症
感染症とはどのようなものかについて基礎的な事項を説明するとともに、どのような微
本や世界における感染症予防の取り組みの現状について紹介する。

生物が関わ 説する。あわ
10月25日 渡邉 治雄

国立感染症研究所
所長

せて、日

微生物と製品のリスク

5 微生物の安全性

微生物の安全性については、国立感染症研究所、日本微生物学会などが菌の属・種
いる。菌がこの属・種に該当するかを調べるために、一般的には、遺伝子の一部（16S
害な菌と無害な菌を判別するには、不十分な場合も多い。そこで、調べる遺伝子の数
する。

ごとに、バ
ｒDNAなど
を増やすな

ィレベル（BSL
に利用して
向上ができ

11月1日

11月8日

）を定めて
いるが、有
ないか考察

6 バイオと製品安全
遺伝子の作るたんぱく質の組成や構造を調べるたんぱく質解析技術を製品の安全や
る。

品質の管理
佐々木 和実

場合の問題を考察す

バイオ安全技術課

バイオ製品の活用とリバイオ製品の活用とリ
スク管理

7 遺伝子組換え体の利用
現在、遺伝子組換え体の利用は、カルタヘナ法により規制されている。遺伝子組換え
等について考察する。

体を鉱工業 用）する場合
11月15日 深井 理恵子

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター
バイオ安全技術課 安全審査室

の手続き

バイオ安全技術課　

8
微生物を用いた環
安全性

境修復手法と 微生物を用いた環境修復手法（バイオレメディエーション）で、石油やテトラクロロエチレ
染された土地、地下水等を修復する場合に、どのようにして安全性を確保するかにつ

ン（洗浄剤
いて考察す

ーニングで使
11月22日 山副 敦司

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター
バイオ安全技術課

用）で汚
製品評価技術
基盤機構
技術研修室

生物資源の保全と

9 知的基盤としての微生物の整備
日本は、古来から、酒、味噌、醤油の醸造に代表される高い醸造技術を持っている。現
酵生産を行っている。このような微生物の収集・保存の状況、今後の整備のあり方等に

代におい
ついて考

や産業用酵
11月29日 神野 浩二

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター
計画課

素等の発

10 微生物の品質管理
微生物は、酒、ビールなどのアルコール飲料の製造、味噌、醤油、チーズなどの発酵食
物質などの医薬品の製造等、様々な分野で利用されている。このような用途の他に、
微生物等もある。これら微生物を収集、保存、提供している機関の微生物の品質管理

品の製造
医薬品や食
手法等を

他、機能性食
理のために使 12月6日 中川 恭好

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター
生物資源課

品、抗生
用される

活用
11 海外の微生物の入手

1993年に生物多様性条約（CBD）が発効し、海外の動植物、微生物等を自由に利用す
用した遺伝資源の利益配分ルールについて、議論がなされている。このような状況下
考察する。

る事が困
で、どのよ

る。また、CO
生物を利用で 12月13日 川﨑　浩子

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター
国際連携課

P１１で、利
きるのか

12 特殊環境微生物
微生物は、深海、高温の温泉、酸素のない環境など、人間の生息できない場所にも生
て考察する。

息している 微生物の特長
12月20日

1月10日

等につい

13
藻類によるバイオ
産

エネルギー生 近年、石油代替エネルギーとして、バイオマスからのアルコール生産が注目を浴びて
による油脂等の生産も研究されている。微細藻類による油脂類生産の可能性等につい

いるが、この
て考察す

関口　弘志
どに棲む藻（微細藻類）

バイオテクノロジーセンター
生物資源課

14 特許微生物について
微生物を用いた特許を出願する場合の、ブダペスト条約等に基づく、特許微生物の寄
について考察する。

託方法、寄 生物の品質管
1月17日 大野 さやか

製品評価技術基盤機構
特許微生物寄託センター

理方法等

まとめ 15 今後の微生物の利用のあり方
微生物は、今後のエネルギーや環境修復、食品や医薬品の生産等に有用であるが、
れらの微生物をどのように利用するか、今後の展望について考察する。

その安全性 配慮する必要
1月24日

鈴木 健一郎
与儀 重雄

製品評価技術基盤機構
バイオテクノロジーセンター
上席参事官
次長

がある。こ



　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要

科目構成 № 講義名 講義日 開講場所 講師名

1
日本の科学技術と
高等教育

5月15日 白井　克彦
放送大学学園理事長
（早稲田大学　前総長）

2 教育の新展開 5月22日 板東久美子
文部科学省
高等教育局局長

3
茨城県で経験した
健康危機事例

5月29日 土井　幹雄
北茨木市立総合病院院長
茨城県保健福祉部

4
安全学という新しい視点
から身近な事故を解剖す
る

6月4日 向殿　政男
明治大学
理工学部教授

健康・安全と社
会 安全は、技術だけでは実現できない。安全哲学と共に、安全に直接関与する人間の問題、それを管理する組織や社会的制

度の問題など、自然・人文・社会科学にまたがる総合的な学問領域として捉える必要がある。このような分野を安全学として
新しく構築することを提案する。そして、安全学の視点から、最近の身近な機械や製品の事故、例えば福島原発事故からエ
レベータ事故や電気製品事故までを検証する。

1999年の東海村核燃料施設被曝事故、東日本大震災も含め、茨城県が経験した代表的な健康危機事例について、私たち
が得てきた教訓は何なのか？　危機管理の観点から議論を試みる。

教育と社会

わが国は科学技術立国を目指して「科学技術基本計画」を３次にわたり実行するなど科学技術の基礎研究と共に産業競争
力を増すことに努めてきた。大学もその重要な部分を担ってきたが、国際競争の激化と地球規模の課題の出現により事情
は大きく変化しつつある。主として科学技術面から今後の大学の役割について論じる。

社会や経済、政治や行政の大きな変化の中で、教育や教育政策は大きな転回点を迎えている。教育費・教育投資の問題、
学力の問題、教員の問題、キャリア教育・職業教育の問題、教育情報化の問題などこれからの社会経済の発展を支えるイ
ンフラとしての教育に関する課題をいくつか取り上げ、最近の教育政策の動向を紹介する。

早稲田大学
西早稲田キャ

ンパス

２０１３年度前期

  科学と社会事例研究1

講義概要

関連講座 WT３０２a

早稲田大学規範科学総合研究
所

生活の安全保障を考えるうえで、現代社会の成り立ちを幅広く理解することは不可欠である。そして現代社会は科学、技術、産業、経済、教育、文化など多面的な事柄に係わり、かつ、国際的な動きに影響されながら営まれている。そこ
で科学、技術、経済、教育など社会や世界におこる諸々の事柄について紹介しつつ現代社会をよりよく理解し生活の安全保障を多様な視点から論じる。

　サイエンス・ワールド・トーク１

東京・早稲田大学（２）
（早稲田大学規範科学総合研究所）

火曜日 １８：３０～２０：３０

情報と社会 5
ＷｅｂからＳＮＳへ
――その効用と課題

6月11日 齋藤　信男
　
慶應義塾大学名誉教授

先端技術と社会 6
ゲノム情報から変わる社
会

6月18日 竹山　春子
早稲田大学
理工学術院教授

10万円で個人のすべての遺伝子情報を解明することが可能となってきた。こうした遺伝子情報が、わたしたちの生活や健康
をどのように変えるのかを考える。

Webが開発されてから２０年以上が経過し、インターネットのキラーアプリケーションとして広く普及している。その第二バー
ジョンであるWeb2.0と呼ぶ技術体系が実現されたが、その結果ソーシャルネットワークシステムあるいはソーシャルＷｅｂとい
うシステムが急速に普及し、今やインターネットの利用方法として、ビジネス、社会活動、文化活動などに多大の影響を与え
ている。この現状の効用、あるいは其処における種々の課題について整理し、健全なＳＮＳの発展方向を探る。

レベ タ事故や電気製品事故までを検証する。



拠点
（開講機関）

全国科学博物館振興財団

る

東京・お茶の水女子大学
（お茶大LWWC増田研）

主体的に関与し判断できる「科学技術リテラシー」が求
担うこととなった。科学技術に対する理解・関心・意識を深

学び、産業技術社会の健全な発展につなげる。

国立科学博物館産業技術

高安礼士
（全国科学
博物館振興

お茶の水女子
大学

共通講義棟

２０１３年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続

科目No. 共催講座 CT３０３ 科目名  サイエンスコミュニケーシ 副題ョン実践論１   21世紀の産業技術リテラシーを展望す

連携機関名
日本サイエンスコミ
協会

ュニケーション
水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時  水曜日 １８：３０～２０：３０

科目概要(300字)
21 世紀の今日、「知識のための科学」や「産業のための技術」に加えて「社会における、社会のための科学技術」がいわれ、その本質を理解し活用することで、社会の課題に
められることとなった。サイエンスは利便性だけでなく精神的に豊かに生きるための文化となり、サイエンスコミュニケーション活動は生活の安全保障にも係る重要な役割を
め高め合い、多様な意見の合意形成や政策等への反映、協働して課題を解決していく「サイエンスコミュニケーション」の活動事例を紹介し、その理論と実践的技術を

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 所属講師名

サイエンスコミュ
ケーションの拡が

1
サイエンスコミュ
理論

ニケーションの 本講座の進め方とサイエンスコミュニケーション活動の事例等
礎概念と方法論等を紹介する。

を紹介し、サイエンス

ーター（SC

イエンスカフ

支援活動

、その発展
担当者が

とめを行い、

科学教育

力のうち、「書

別に必要な

技術誌の考

うグループ

コミュニケ

）養成講座

ェの実際

事例から理

として東京
紹介する

最終レポ

の学習理

く」ことに

配慮や法

え方やそ

編成を行

ーションの
10月2日

10月9日

基

2
国立天文台にお
活動

ける広報・普及 科学的な活動の事例や国立天文台における広報・普及活動及
紹介する。

高安　礼士
公益事業課長

び「科学プロデューサー入門講座」について

ニ
3

国立科学博物館
動

におけるSC活 国立科学博物館におけるさまざまな博物館事業とサイエンス・
基礎となる考え方を紹介する。

コミュニケ の実際と
10月16日 小川　義和

国立科学博物館事業推進
部学習企画・調整課長

その

り
4 サイエンスカフェⅠ

国立科学博物館サイエンス・コミュニケーター（SC）講座卒業生
座における展開事例の方法を学ぶ。

によるサ を紹介し、
10月23日 蓑田裕美

ウィークエンドカフェ
代表

本講

5 大学による地域連携科学活動
お茶の水女子大学サイエンス&エデュケーションセンターによる
題を考え、その克服の具体的なノウハウを紹介する。

地域活動 科教育の
10月30日 千葉和義 お茶の水女子大学　教授

課

6 アートコミュニケータ
美術館における鑑賞教育を、「構成主義的な学習」として紹介
施している「アートコミュニケータ養成講座」の考えとその実際を

する。また
企画運営

都美術館
。

11月6日
一條彰子
／伊藤達矢

国立近代美術館主任研究
員
／東京芸術大学特任助教

で実

／東京芸術大学特任助教

産業技術と社会

7 産業技術誌概論

産業技術をテーマとしたサイエンスコミュニケーション活動を行
ざまな基礎知識を解説する。

11月13日 高安　礼士
全国科学博物館振興財団
公益事業課長

8 先端技術と社会 うための の方法論と 11月20日

11月27日

さま

9 科学技術と社会

亀井　修
資料情報センター参事

財団）1号館

サイエンス・コミュ
ケーションの理論
術

10
サイエンスコミュ
デザイン

ニケーションの
社会に根ざした科学的活動の実態を紹介し、その計画・運営の手法及び 論を紹介す 12月4日 高安　礼士

全国科学博物館振興財団
公益事業課長

る。

ニ
と 11 サイエンスライテ技 ィング

科学技術について非専門の方々と語り合うためのコミュニケー
内容を解説する。

ション能 焦点を絞
12月11日 渡辺　政隆 筑波大学教授

った

12 サイエンスカフェⅡ
生命科学に関するサイエンスコミュニケーション活動の事例を
る。

紹介し、特 令等を解
12月18日 佐々　義子

くらしとバイオプラザ21
常務理事・主席研究員

説す

サイエンスコミュ
ケーションの実践

13 サイエンスカフェの計画
講座受講者がサイエンスカフェを実施するための計画を策定し
の方針・計画の発表に助言を行う。

準備を行 い、各グル
1月8日 高安　礼士

全国科学博物館振興財団
公益事業課長

ープ

ニ
14 サイエンスカフェ実践Ⅰ 受講者によるグループ別のサイエンスカフェを実施し、その評価を行う。 1月15日 佐々　義子

くらしとバイオプラザ21
常務理事・主席研究員

15 サイエンスカフェ実践Ⅱ・まとめ
受講者によるサイエンスカフェの実施と評価を踏まえて、講座全
う。

体のま ートの準備
1月22日 高安　礼士

全国科学博物館振興財団
公益事業課長

を行



東京・お茶の水女子大学
（お茶大LWWC増田研）

って－

拠点
（開講機関）

理解し、選択するには、社会の課題に主体的に関与し判断できる
役割を担うこととなった。とりわけ生活の中で生ずるリスク

ていくための活動として「リスクコミュニケーション」の事例を

くらしとバイオプラザ２１理

小野　菜穂子 環境カウンセラー

２０１３年度前 　　知の市場（シラ期 バス） 新規

科目No.　 共催講座 CT３０４ 科目名 サイエンスコミュニケーショ 副題 　 リスクコミュニケーション入門　－身の回りのリスクをめぐン実践論２

連携機関名
日本サイエンスコミ
ン協会
くらしとバイオプラ

ュニケー

ザ21

ショ
水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時  水曜日 １８：３０～２０：３０

科目概要(300字)

21 世紀の今日、「知識のための科学」や「産業のための技術」に加えて「社会における、社会のための科学技術」の重要性が認められてきた。市民がその本質を
「科学技術リテラシー」が求められることとなった。サイエンスは利便性だけでなく、精神的に豊かに生きるための文化となり、サイエンスコミュニケーション活動が重要な
を個人がどのように評価するかが、人々の関心事となっている。科学技術に対する理解・関心・意識を深め、多様な意見の存在を知り、合意形成や政策等への反映し
紹介し、その理論と実践的技術を学ぶ。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 教室 所属講師名

リスクコミュニケ
ンとは

ーシ

1
サイエンスコミュ
とリスクコミュニ

ョ

ニケーション
ケーション

サイエンスコミュニケーションに関する理論とリスクコミュニケーションの関係

紹介する

について

参加目的
エンスコミ

具体例を

ざまな基礎

紹介する。

を行う。

作成する。

。

紹介する

などの紹
ュニケーシ

持って解説

知識を解

。 4月17日
高安　礼士
佐々　義子

日本サイエンスコミュニ
ケーション協会理事
くらしとバイオプラザ21常
務理事

2
リスクコミュニケ
法

ーションの手
リスク情報を伝える手法のひとつであるカードゲームを行い、参加
し合いを行うリスク分析におけるリスクコミュニケーションの位置づ
を説明する。

者同士の
け、サイ

介を含めた
ョンとの関 4月24日

真山武志
佐々　義子

くらしとバイオプラザ21
専務理事・常務理事

話
係

事例研究

3

4

事例研究　１　感染症 国立感染症研究所におけるリスクコミュニケーション活動の現状

5月1日

5月8日

と課題を説明する。 国立感染症研究所布施　晃

5 事例研究２　食品添加物 日本食品添加物協会におけるリスクコミュニケーション活動の現状と課題を 5月15日 金子　隆 日本食品添加物協会

6

7

事例研究3　環 環境保全活動などにおけるリスク・コミュニケーション活動を行うた境 めのさま 説する。

5月22日

5月29日 お茶の水女
子

高安礼士
（全国科学

8 事例研究４　組換え作物 海外における遺伝子組換え作物をめぐるリスクコミュニケーションの状況を 6月5日 佐々木幸枝 日本モンサント

大学
共通講義棟

1号館

博物館振興
財団）

9

10

事例研究５　医薬

くすりのリスクとベネフィットを伝える「おくすりの教育」の現状を紹

品

介する。 6月12日 松田偉太朗 くすりの適正使用協議会

くすりの副作用情報の伝え方について解説し、新聞記事をもとに話し合い 6月19日 真山武志
くらしとバイオプラザ21
専務理事

11

12

事例研究５　ジ
行うリスコミ

ジャーナリストはどのようにリスクの情報を集めて、どのように伝
ャーナリストの

えるのか、 する。 6月26日

7月3日リスク情報の書き方について放射線のリスクを例に説明する。

小出重幸 事
元読売新聞

リスク情報の伝

13 リスク情報の伝え方１(講義) 受講者によるリスクコミュニケーションの計画法について説明し、計画案を 7月10日

7月17日

7月24日

え方 14 リスク情報の伝え方２（演習） 受講者によるリスクコミュニケーションの実施と評価を行う。 佐々　義子
くらしとバイオプラザ21
常務理事・主席研究員

15 まとめ 受講者によるリスク・カフェの実施と評価を踏まえて、講座全体のまとめを行う。



拠点
（開講機

関）

酒井一博

の受講希望者は本科目を受講することを勧める。

-15：40、
）

東京・西早稲田（１）労研
（労研、早大規範研）

産業特有の問題への 、

２０１３年度 　　知の市場（前期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 RT４２１ 科目名  労働科学 副題  産業保健の基礎：労働科学の歴史と展開

連携機関名  労働科学研究所 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
土
　

曜日　11：00-13：00、13：40
　　　　 15：50-17：50（３講義

科目概要
日本における産業安全保健の開拓者として労働科学の歴史をたどり、現代に繋がる問題の分析と対策について紹介する。産業安全保健のエキスパート養成を目指す労働科学特論a、b、c
その他、労働安全衛生、産業安全保健に興味のある多様な分野の方の受講を歓迎する。

科目構成 № 講義名 講　義　概　要 講義日 開講場所 講師名 所属

総論 1
大原孫三郎と
究所

倉敷労働科学研 労働科学研究所は、1921（大正10）年に倉敷紡績社長大原孫三郎によって、万寿
代状況を読み解きながら、労働科学研究所誕生の必要性と活動の特徴、成果な

アスベストの

被害が及ぶ
も取り上げ

工場敷地
どを検証す

測定法や

公害問題
て労災・職

的問題とそ

されてきた

内の寄宿舎
る。

ある。国内

無縁ではあ
ましょう。

産業におけ

デザイン手

働生活を支

ティブ(POS
成果を検証

も共通する

ング調査など

現場改善に

に隣接して建設された。時

職場環境 2
有害環境と安全
スト研究の最新

衛生、-アスベ
例から-

環境、労災・職業病など、労働者をとりまく作業環境の課題と改善策について、
る。

村田　克
研究を通して最前線を紹介す 6月29日

（土）

職場環境 3
化学的要因に
環境に関連した

よる健康障害と
労働科学研究

高度経済成長とともに化学物質による中毒が広がった。水俣病等の地域住民に
属、β-ナフチルアミンなどによる職業がん、有機溶剤などによる中毒等、環境学
る。

村田　克
、鉛や六価クロムなどの重金
業病の歴史と課題を検証す

総論 4 21世紀の労働科学概観
労働科学による社会変革の歴史を踏まえつつ、21世紀の現代社会における
概説する。

労働科学

たって展開

酒井一博
の解決へのアプローチを

安全と健康 5 組織安全の取り組みの到達点
産業事故や企業の不祥事が絶えない。ヒューマンファクターの視点から長年にわ
ら、組織安全に関する取り組みの到達点を示す。

余村朋樹
産業安全研究を検証しなが 7月6日

（土）

産業特有の問題への
取り組み

6 運輸における安全と6 運輸における安 疲労 災害
経済活動の基盤を支える物流産業で働くトラック運転者の労働と睡眠の有様から過労運転の実態を検証し

全と疲労、災害
経済活動の基盤を支える物流産業で働くトラック運転者の労働と睡眠の有様から過労運転の実態を検証し
構造の変革について論じる。

鈴木 弥
つつ、見えてくる産業の

鈴木一弥
つつ 見えてくる産業の

安全と健康 7
座位作業の快適
安全、環境、保

性とデザイン、
健

様々な労働場面における座位における負担・疲労に関する研究を概説する。さら
紹介する。

刻な問題で

に椅子の

検証し、労

小山秀紀
法やシーティングについても

疲労研究の過去と現在 8 交代勤務研究の最前線
夜勤交代勤務による健康影響、疲労の進展、その予防策に関する最近の研究を
いて、現場データをもとに概説する。

松元　俊
7月13日

（土）
労働科学研究所

援する交代勤務制度につ
早稲田大学
西早稲田
キャンパス

疲労研究の過去と現在 9 慢性疲労研究の現在
２日の休日をとっても回復しない「慢性疲労」は現代の多くのワーカーにとって深
研究をもとに、慢性疲労研究の到達点と今後の課題を概説する。

佐々木司
での過労死事例等に関する

産業特有の問題
取り組み

への
10 医療の場における安全と保健

医師、看護師などの医療関係者が従事する保健医療産業をとりあげて、成長す
さと、ブレイクスルーのための研究戦略、社会の課題について紹介する。

るサービス

のヒヤリ

全衛生と

吉川　徹
る産業安全保健活動の困難

安全と健康 11
ものづくりの安
生産技術と安全

全衛生−設計と
衛生の融合−

技術立国日本の屋台骨を担ったものづくりの場（製造現場）における労働者の安
害の例を取り上げながら検証する。

松田文子
7月20日

（土）
ついて、腰痛など筋骨格系障

産業特有の問題
取り組み

への
12 鉄鋼業における安全衛生

鉄鋼業における安全と健康について、若年者への災害事例等に関する作業者へ
える安全衛生教育の課題と到達点について検証する。

松田文子
池上　徹

を紹介し、現代の日本が抱

安全と健康 13
参加型アプロー
全保健活動

チによる産業安 ILOが推進しているワイズ(WISE)、ウインド(WIND)や日本の技術協力で進められ
場改善プログラムについて紹介し、産業安全保健領域における参加型アプローチ

って仕事と
て考えてみ

ているポジ
の役割と

国の経営に

毛利一平
ITIVE)などの対策指向型職
する。

疲労研究の過去と現在 14 疾病の作業関連性を探る
ヒトは一日の三分の一を仕事に費やしています。そうであれば、「生活習慣病」だ
度、仕事と病気の間に関係があるのでしょうか？それを明らかにする方法につい

毛利一平
りません。いったいどの程 7月27日

（土）

社会 15
新時代の「日本
者の健康

的経営」と労働 日本的経営がどのよう点で特殊に「日本的」なのか，どのような点で欧米先進諸
歴史過程を踏まえながら論じる。

赤堀正成
普遍性を持っているのかを



拠点
（開講機

関）
図るために、講義・グループワーク・ケーススタディ・測

きる場合は個人的な受講も歓迎する。RT422b、

東京・西早稲田（１）労研
（労研、早大規範研）

労働科学研究所
早稲田大学

西早稲田キャ
9/20
（金）

井上枝一郎
細田聡
余村朋樹
施桂栄

井上枝一郎

北九州市立大学大学院

ほか

永田久雄

労働科学研究所

ほか

２０１３年度後 　　知の市場（シラ期 バス） 継続

科目No. 共催講座 RT４２２a 科目名  労働科学特論a 副題  産業安全保健エキスパート養成コース（安全）

連携機関名  労働科学研究所 水準 中級 教室定員 25 配信定員 0 講義日時
  ９：
１４：

３０〜１１：３
３０〜１６：

０,１２：３０〜１４：３０，
３０,１６：３０〜１８：３０（４講義）

科目概要(300字)
職場における安全衛生のプロ（産業安全保健エキスパート）の育成を目指す。安全と健康と職場環境の三位一体的アプローチの体得を促し、異業種間交流、企業間交流の促進を効果的に
定演習などの形式で実践的に集中講義を進め、組織を安全衛生の観点から改革できる人材の育成を図る。受講者は上司の許可を得た業務としての参加を原則とするが、講義に十分参加で
RT422cとの併行受講を推奨する。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

共通講座（Ⅰ）

1 オリエンテーション
産業安全保健領域における中核人材（エキスパート）養成の必要性、ならびに中級コースの
ンシー）とカリキュラムとの関係や養成コースの特徴について概説する。

すすめ

とは、企
の姿につ

き法令

方、とくにエ

かについ

面で効果の

バーのコン

本来「心理

業内での安
いて論じ

について、

討する。

講義を聴
を図る。

などに関す
いは安全

未然に防
。

理解する
る。

ならないの

する。機

キスパー
酒井一博 労働科学研究所

トの専門能力（コンピテ

2
総括的講義／
生の動向

労働安全衛 マネジメントシステムの普及からもわかるように、労働安全衛生における国際動向を知るこ
を作成するためにも重要である。この数年の国際動向を紹介し、近い将来の安全衛生活動

全衛生活
る。

小木和孝 労働科学研究所
動の長期的なビジョン

9/7

3
総括的講義／
生関連法令

労働安全衛
労働基準法、労働安全衛生法を中心に、安全衛生担当者および一般労働者が知っておくべ 事例を元に 岩本充史 安西法律事務所実践的に論じる。

(土)

4 経営トップ講義 企業の経営トップを招聘し、経営の視点から労働安全衛生などについて論じる。 未定

講義 5
ヒューマンファ
るコミュニケー

クターにおけ
ションの重要 現場におけるコミュニケーションや組織要因が、人間の状況認識、判断、行動にどのように影響する

、現実場

組織メン

これらは

論じ

て論じる。 施桂栄 労働科学研究所

講義

性

6 緊急時対応の実際
職場における「緊急時」の人間行動特性を様々な事例や簡易実験などによって明らかにし
る。

期待でき
細田聡 労働科学研究所

る対応策について論じ

講義 7
技術者倫理と
ンス

コンプライア 近年、企業による組織的不祥事が社会問題となっている。組織的不祥事に関する過去の事例から、
について論じる。

プライアンス
井上枝一郎 労働科学研究所

を妨げる組織内外要因 9/19
(木)

講義

心理測定の基礎
職場の安全保健活動において、しばしばヒヤリング、アンケートなどの手法が用いられる。
ツ」が必要である。その測定原理や厳守すべき手順の基礎について論じる。

測定」であ

。さらに、企

り、その使用には「コ

業における「安全文化」安全文化の本
成

8
質とその醸 チェルノブイリ発電所事故後、世界的に注目されている「安全文化」について、様々な事例に基づきその本質を

の醸成の重要性、「安全文化」を醸成するための方法、企業の「安全文化」の状態を調査する手法などを

演習

9 課題の実施

演習として、受講者自身が課題に取り組むことで、現場における様々な要因を体験してもら
さらに、課題の結果についてRCA法による分析を行い、根本原因の追究と再発防止対策に

う。
ついて検10

11
事故分析実習 ンパス

藤掛和広

講義 12
総合的マネジ
的責任

メントと社会 企業活動の目的・コストなども視野に入れた包括的視点から、何故企業が安全衛生活動に力を入れ
責任（CSR）についえ考察を深める。

大事故を
共有する

なくては

クを実施

かを示し、さ
安福愼一 新日本製鐵

らに企業活動の社会的

講義 13
安全工学によ
向上

る産業安全 機械安全、本質安全とは何か。安全工学の知見をどのように応用すれば、現場における重
点による安全性の向上について最新の考え方と情報を提供しながら、実践に役立つ知見を

ぐことが出
梅崎重夫 労働安全衛生総合研究所

9/21
（土）

来るかなど、工学的視

ケーススタディ
14

15

産業事故の原因を探る
実際に起きてしまった事故事例を取り上げ、事故の経緯、原因、対策についてグループワー
ターの視点から事故を考察できる力を養う。

械安全の視点、ヒューマンファク

共通講座（Ⅱ）

16

17

18

19

実践実習
グループワーク

上級コースにおける実践実習を効果的に行うために、実践実習のテーマ、到達目標、取り組
よって作成する。そのために、受講者が所属する企業全体または職場における安全保健の
し、その解決向けた取り組みを実習として行う。

み方法
状況ある

くことや、グ

る計画を
保健に関

ループワークによって

主にグループワークに
するニーズを引き出

11/8
(金)

労働科学研究所酒井一博

20

21

22

23

ワークショツプ
エキスパートOBの参加も得て、本「養成コースで学んだことを実務にどう役立てるか」という
受講者同士で意見交換することで、知識を、実践に展開するプロセスを通して、異業種交流

テーマで
の実現

11/9
(土)



拠点
（開講機

関）

図るために、講義・グループワーク・ケーススタディ・
十分参加できる場合は個人的な受講も歓迎する。

東京・西早稲田（１）労研
（労研、早大規範研）

労働科学研究所
斉藤進
北島洋樹

9/26
(木)

8

ほかほか

吉川徹 労働科学研究所

２０１３年度後 知の市場（シラバス）期 継続

科目No. 共催講座 RT４２２b 科目名  労働科学特論b 副題  産業安全保健エキスパート養成コース（健康）

連携機関名  労働科学研究所 水準 中級 教室定員 25 配信定員 0 講義日時
  
１

９：３０〜１１
４：３０〜１６

：３０，１２：３０〜１４：３０，
：３０，１６：３０〜１８：３０（４講義）

科目概要(300字)
職場における安全衛生のプロ（産業安全保健エキスパート）の育成を目指す。安全と健康と職場環境の三位一体的アプローチの体得を促し、異業種間交流、企業間交流の促進を効果的に
測定演習などの形式で実践的に集中講義を進め、組織を安全衛生の観点から改革できる人材の育成を図る。受講者は上司の許可を得た業務としての参加を原則とするが、講義に
RT422a、RT422cとの併行受講を推奨する。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

共通講座（Ⅰ）

1 オリエンテーション
産業安全保健領域における中核人材（エキスパート）養成の必要性、ならびに中級コースのすす
とカリキュラムとの関係や養成コースの特徴について概説する。

め方、とく

企業内で
論じる。

法令につ

にエキスパ

の安全衛生

いて、事例

筋骨格系
ついて、

オフィス以
の実測実

か。これ

用して労働

る。筋骨格

すさ（ユー

関する計画
に関するニ

聴くことや

から解説し

ヘルス対策
について考

取り組みに

ートの専門
酒井一博 労働科学研究所

能力（コンピテンシー）

2
総括的講義／労
の動向

働安全衛生 マネジメントシステムの普及からもわかるように、労働安全衛生における国際動向を知ることは、
るためにも重要である。この数年の国際動向を紹介し、近い将来の安全衛生活動の姿について

活動の長期
小木和孝 労働科学研究所

的なビジョンを作成す

9/7

3
総括的講義／労
関連法令

働安全衛生
労働基準法、労働安全衛生法を中心に、安全衛生担当者および一般労働者が知っておくべき、 を元に実践的 岩本充史 安西法律事務所に論じる。

(土)

4 経営トップ講義 企業の経営トップを招聘し、経営の視点から労働安全衛生などについて論じる。 未定

演習 5
健康へのアプロ
担の測定

ーチと作業負
健康の指標の一つとして、さまざまな生理学的測定が用いられている。企業における健
ザインへの適用などの実例を基に健康へのアプローチにおける生理計測の役割やその
ぶ。

康管理や
有効性に

によって
作業環境

の立場

負担の評価
実習を交え

鈴木一弥
小山秀紀
松田文子

労働科学研究所
、人間工学的なデ

ながら実践的に学

ケーススタディ

6

7

オフィスエルゴノミクス
この数年、オフィスにパソコンはほぼ完全に普及し、さらにテレワークという新しい働き方
広がりつつある。パソコン作業環境や作業手順などの改善に関わる手法を模擬パソコン

外の場所
習によって

でのパソコン作業が
実践的に学ぶ。 早稲田大学

鈴木一弥

講義講義 8
新しい精神障害認定基準の新しい精神障害認定基準の
解説と対応方法

平成23年12月26日付け「心理的負荷による精神障害の認定基準について」は、事業所の産業保健活動だ平成 年 月 日付け 心理的負荷による精神障害の認定基準に て」は、事業所の産業保健活動だ
なインパクトを与える内容です。その積極的な面と否定的な側面を、産業精神保健と法律

けでなく人的資源管理にけでなく人的資源管理に
ます。

鈴木安名 労働科学研究所
も相当

鈴木安名 労働科学研究所
も相当

ケーススタディ

9

10

職場環境改善
やすい職場づ

を通じた働き
くり

一次予防を重視したメンタルヘルスへの取り組みについて、実践的に学習する。最近の
します。グループワークでは、いじめ・ハラスメントの事例をとりあげ安全衛生スタッフの関

いだろう

メンタル
わり方

保健の

の動向を
えます。

ふまえて話題を提供

早稲田大学
9/27

講義 11
産業保健の取り
ンフルエンザへ
験を活かす-

組み-新型イ
の取り組み経 新型インフルエンザの流行阻止に向けた成功例と失敗例を取り上げながら、今後の産業 ついて多 鈴木英孝 EMGマーケティング

西早稲田キャ
ンパス様な検討を試みる。

（金）

講義 12
現代労働者の疲
要な睡眠条件

労回復に必 前日の疲れがなかなかぬけな、毎日十分に休めていないと感じている人が多いのではな
代労働の問題があり、その疲労回復に必要な睡眠条件について考える。

らの訴えの
松元　俊 労働科学研究所

背景には特徴的な現

講義 13 ユーザビリティ評価の方法
道具や設備機器が「使いにくい」と、作業能率・作業精度の低下や事故、ストレス、疾病を招く。で
ればよいのだろうか？　その評価のポイントを具体的に学ぶ。

原理を応

検討す

は使いや ザビリティ）は
小松原明哲 早稲田大学理工学術院

、どのようにチェックす

講義 14
増え続ける筋骨
の対応

格系疾患へ 職業性筋骨格系疾患のリスクを多様に取り上げながら、予防対策の実際と効果について
的な手法についても解説する。

系疾患予
岩切一幸 労働安全衛生総合研究所

防に役立つ人間工学 9/28
(土)

演習 15
職場における
同定と理解

健康リスクの 職場に存在する健康リスクはどのようにすれば把握できるだろうか。本講義では疫学の
ことによって、職場に存在する健康リスクを発見し、それを理解するための手法を学ぶ。

者の集団
毛利一平 労働科学研究所

を注意深く観察する

共通講座（Ⅱ）

16

17

18

19

実践実習
グループワーク

上級コースにおける実践実習を効果的に行うために、実践実習のテーマ、到達目標、取り組み方
成する。そのために、受講者が所属する企業全体または職場における安全保健の状況あるいは
取り組みを実習として行う。

法などに
安全保健

を主にグル
ーズを引き

、グループワ

ープワークによって作
出し、その解決向けた

ークによって受講者同

11/8
(金)

労働科学研究所酒井一博

20

21

22

23

ワークショツプ
エキスパートOBの参加も得て、本「養成コースで学んだことを実務にどう役立てるか」というテーマ
士で意見交換することで、知識を実践に展開するプロセスを通して、異業種交流の実現を図る。

で講義を 11/9
(土)



拠点
（開講機

関）

図るために、講義・グループワーク・ケースス
るが、講義に十分参加できる場合は個人的な受講も歓迎

東京・西早稲田（１）労研
（労研、早大規範研）義）

ム

ほか ほか

（土）

２０１３年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 RT４２２ 科目名c  労働科学特論c 副題  産業安全保健エキスパート養成コース（職場環境）

連携機関名  労働科学研究所 水準 中級 教室定員 25 配信定員 0 講義日時
   ９：
 １４：

３０〜１１：３０，１２：３０〜１４：３０，
３０〜１６：３０，１６：３０〜１８：３０（４講

科目概要(300字)
職場における安全衛生のプロ（産業安全保健エキスパート）の育成を目指す。安全と健康と職場環境の三位一体的アプローチの体得を促し、異業種間交流、企業間交流の促進を効果的に
タディ・測定演習などの形式で実践的に集中講義を進め、組織を安全衛生の観点から改革できる人材の育成を図る。受講者は上司の許可を得た業務としての参加を原則とす
する。RT422a、RT422bとの併行受講を推奨する。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名（予定） 所属

共通講座（Ⅰ）

1 オリエンテーション
産業安全保健領域における中核人材（エキスパート）養成の必要性、ならびに中級コース
ンシー）とカリキュラムとの関係や養成コースの特徴について概説する。

のすすめ

ことは、企
の姿につ

くべき、法

方、とくに

業内での
いて論じる

令について

るか、それ
学的な対

の有害な
いて解説す

的なマネ

。

められて

で多発す
て考察す

る。これに
緒に考え

で講義を聴
を図る。

法などに関
るいは安全

護具を実際

エキスパー
酒井一博 労働科学研究所

トの専門能力（コンピテ

2
総括的講義／
の動向

労働安全衛生 マネジメントシステムの普及からもわかるように、労働安全衛生における国際動向を知る
作成するためにも重要である。この数年の国際動向を紹介し、近い将来の安全衛生活動

安全衛生活
。

小木和孝 労働科学研究所
動の長期的なビジョンを

9/7

3
総括的講義／
関連法令

労働安全衛生
労働基準法、労働安全衛生法を中心に、安全衛生担当者および一般労働者が知ってお 、事例を元 岩本充史 安西法律事務所に実践的に学ぶ。

(土)

4 経営トップ講義 企業の経営トップを招聘し、経営の視点から労働安全衛生などについて論じる。 未定

講義 5 職場環境測定・評価
職場の環境管理を行うには、有害因子がどの程度存在し、その環境で働く労働者
のかを把握することが必要である。そのために行われる環境測定やその結果の評

を除去す
、特に工

がこれら
価につ

に、効果

因子にどの
る。

名古屋俊士 早稲田大学
程度さらされている

講義 6
安全衛生マネ
テム

ジメントシス 職場における安全衛生マネジメントシステムに関する到達点を明らかにするととも
クを交えて実践的に考察する。

ジメントに
小島政章 竹中工務店10/3

(木)

ついて、グループワー

講義 7 職場環境対策
有害な因子による労働者の健康障害を未然に防止するためには、その有害因子
トへの接触、関与をできるだけ低減させることが肝要である。このような方策のうち
学ぶ。

が出来な
策につい 村田克 労働科学研究所

ければその因子のヒ
て種々の実例とともに

演習 8
保護具は、作業環境の改善が難しい現場において、未だに有効な対策である。各
について学ぶ。

考察する

管理が求

種の保 に着用しながら、その有効活用

演習 9
10/4

十文字学園女子大学保護具の有効活用 田中　茂

講義 10 化学物質管理
化学物質は産業現場で様々に利用されており、その有害性や危険性に基づいた
することの意義や仕組み、対策などについて学ぶ。

いる。この
武田繁夫 三菱化学

ような化学物質を管理 （金）
早稲田大学

西早稲田キャ

講義 11 環境リスクアセスメント 職場における環境リスクアセスメントの要点を、グループワークを交えて実践的に 橋本晴男 EMGマーケティング
ンパス

ケーススタディ

12

13

日本の化学物
けているもの
える－

質管理に欠
－ＧＨＳから考

アスベスト問題、放射線問題等、日本において化学物質 に関する大きな問題が起
が抱える根本的な問題があるように思われる。講義ではＧＨＳを通してこの問題に

うな状況
につい

きてい
ついて一

は日本の化
る。

学物質管理システ
労働科学研究所城内　博

10/5

ケーススタディ

14

15

熱中症対策
熱中症をなかなか克服できない。熱中症の起こるメカニズムを学びながら、どのよ
る。グループワークによって職場における実施可能な対策のうち、効果の高い対策

るのかを実
る。

例によって確認す
新日本製鐵瀧口好三

共通講座（Ⅱ）

16

17

18

19

実践実習
グループワーク

上級コースにおける実践実習を効果的に行うために、実践実習のテーマ、到達目標、取
よって作成する。そのために、受講者が所属する企業全体または職場における安全保健
その解決向けた取り組みを実習として行う。

り組み方
の状況あ

くことや、グ

する計画を
保健に関

ループワークによって

主にグループワークに
するニーズを引き出し、

11/8
(金)

酒井一博 労働科学研究所

20

21

22

23

ワークショツプ
エキスパートOBの参加も得て、本「養成コースで学んだことを実務にどう役立てるか」とい
受講者同士で意見交換することで、知識を実践に展開するプロセスを通して、異業種交流

うテーマ
の実現

11/9
(土)



拠点
（開講機関）

ベースの情報や多様な技術を習得する
重要である。上級コースでは、現場における実践実

神奈川・川崎宮前区
（労働科学研究所）

現場実習）

酒井一博

ト（修了者） 労働科学研究所
、 、 、産業安全保 労働科学研実習

２０１３年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続

科目No. 関連講座 RS４２２d 科目名  労働科学特論実習1 副題  産業安全保健エキスパート養成最終コース（

連携機関名  労働科学研究所 水準 上級 教室定員 20 配信定員 0 講義日時
10：00
15：00

-12：00、13：00-15：00、
-17：00（原則３講義）

科目概要

安全、健康、職場環境の3科目（中級コース）を修了した方を対象に、上級コースを開講する。産業安全保健の実践においては、最新の知識
ことは重要なことであるが、それらの知識や技術を統合し、企業において産業安全保健活動を推進できる能力をもつことがさらに
習を講師陣とともにじっくりと取り組む。

科目構成 № 講義名 講　義　概　要 講義日 開講場所 講師名 所属

総論・グルー
ワーク

1

2

3

4

5

6

現場実践に
論と取組　総

「経営の安全衛生」と「現場の安全衛生」の統合的な取り組み
チを生かした実践と具体的に取り組む。課題設定から課題解
込む。

関する理
論

を目標
決にい

として、三位
たる実践実

るとともに

一体アプ
習プラン

、質疑応答

12月12日（木）

ロー
をつくり

12月13日（金）

によっ

3月13日（木）

3月14日（金）

プ

実習

7

現場における8

9

現場における実践実習実践実習
エキスパー
ト（修了者） 労働科学研究所

12月中旬～約1ヵ月半をかけ、受講者が所属する企業において、実践実習プランにしたがって、産業安全保 労働科学研

労働科学研

12月中旬～
     2月末

約1ヵ月半をかけ 受講者が所属する企業において 実践実習プランにしたがって
健の取り組みを実際に行い、成果をレポートにまとめる。 究所

究所研究者

講義・グルー
ワーク

10

11

12

13

14

15

現場実数成
総括

実践実習の成果報告を全受講者と講師の前でプレゼンテー
て成果の深堀を図る。

果報告と ションすプ



10月2日 小島　幸一

東京・西早稲田（３）食薬
（食薬センター、主婦連、早大規範研）

拠点
（開講機関）

食生活を送るためにも食品衛生検査は重要な役割
機能性食品の開発は急速に進展しており、これら

食品の安全性試験につ

食品薬品安全センタ

12月18日 立花　滋博

２０１３年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 DT４３１ 科目名 　食の総合管理特論１ 副題  食品の安全確保のための技術と管理

連携機関名  食品薬品安全センター 水準 中級 教室定員 50 配信定員 0 講義日時 水曜日　１８：３０～２０：３０

科目概要

輸入食品の急増、国内における広域流通食品の増加、放射能汚染食品の発生などによって、食品を対象とした多様な検査が極めて重要になってきている。食品の安全性を確保し、健全な
を担っている。近年、国内外を問わず、これらの検査結果の信頼性を確保するために定期的な精度管理の実施が要求されてきている。また、その一方で三次機能（生体調節機能）に係わる
食品の機能評価に加えて、毒性学的見地からその安全性を確認することも重要な作業となってきている。このような観点にたって、一般には紹介される機会の少ない食品検査の精度管理の実際を詳説し、あわせて
いて解説する。

科目構成 № 講義名 講義概要 講義日 開講場所 講師名 所属

総論 1 食品の安全性確保
食品の安全性確保のために実施されている検査の仕組みとその信頼性
食品成分などに着目し、食品に期待されるもの、問題になるものに触れな

がどのよ
がら、本

説する。

解説し、それ

ける検査法

うに保証さ
科目の全

ティブリスト

ながら解説

、及び今後

まれるアレ

る問題点を
の課題につ

るか。簡単

ビ毒につい

国内におい

れているのか
体像を解説す

を概説しながら、
る。

食品検査の実際と
管理

2 食品の理化学検査（１）

食品の理化学検査（食品添加物、重金属、残留動物用医薬品、容器包装
いて、現状を紹介する。

等）にお

10月9日 渡辺　卓穂

と検査結果の精度管理につ

食品薬品安全センター

3 食品の理化学検査（2） 10月16日 高坂　典子

4
食品中の残留農薬や放
ク管理と輸入食品検査

射性物質等のリス 農薬の性状、活性、放射性セシウム検査、リスク管理体制、毒性とADI設
設定、輸入食品検査等について解説する。

定、ポジ 制度、残留
10月23日 村山　三徳 日本食品衛生協会

基準・使用基準の

精度 5 食品中の残留農薬分析法の現状 食品中の残留農薬分析法の原理、方法論確立の手順、妥当性評価等について らの分析例 10月30日 中村　宗知 日本食品分析センターを紹介する。

6 遺伝子組換え食品の検査 遺伝子組換え食品の検査法とその精度管理体制、また、検査の現状について解 11月6日 近藤　一成
国立医薬品食品衛生
研究所

7 食品の微生物検査（1）食品の微生物検査（ ） 食品中の微生物検査法（公定法などの培養検査法）の概要について解説する食品中 微 物検査法（公定法な 培養検査法） 概要 解説する。。 11月13日 山田　健一 食品薬品安全センター月 日 山田 健

8 食品の微生物検査（2） 食品中の微生物検査（特に遺伝学的検査法）の概要について解説する。 11月20日 野田　衛
国立医薬品食品衛生
研究所

早稲田大学
西早稲田キャ

ンパス

9 カビ毒の検査
行政上問題となっている、あるいは食品の安全性の観点から問題となっ
検証し、精度管理体制の構築について解説する。

ているカ て、検査法や
11月28日 西島　基弘 実践女子大学

そのリスク管理を

外部精度管理と内
度管理

部精
10 食品衛生検査における外部精度管理

食品衛生検査の信頼性を確保する目的で外部精度管理調査が実施され
用いた外部精度管理調査の概要を、その意義とともに解説する。

ている。 て実施され
12月4日 鈴木　達也 食品薬品安全センター

ている共通試料を

11
食品衛生理化学検査に
理法と統計学的評価法

おける内部精度管 食品理化学検査における内部精度管理法の概要とその結果の統計学的
する。

評価法 のリスク管理
12月11日 杉本　敏明 日本食品分析センター

の問題点を解説

食品の安全性試験

12 食品の安全性を調べることの意義
食経験をもとに安全だと信じている食品にもしも好ましくない効果があっ
試験を、最近の知見をおりまぜながら解説する。

たらどうす なようで難しい食品の安全性

13 食物アレルギー
食物アレルギーのメカニズム、種類、症状などについて概説する。また、
ン表示やその規制について解説する。

食品に含
12月25日 新藤　智子

ルゲンの検査方法、アレルゲ
食品薬品安全センター

14 食品中化学物質が発生に及ぼす影響
食品中化学物質が動物の発生段階に及ぼす影響を、ヒトの発生過程と対
ための試験方法を概説する。

比させ し、あわせて
1月8日 代田　眞理子 麻布大学

、影響を評価する

15 食品の安全性と今後の課題
食品を介した健康障害の近年の動向と事例を紹介し、食品の安全性評価
品や新開発食品等にみられるような新しい食品環境の変化に対する安全

に関す
性評価

解説する。
いて考察す

1月15日 大沢　基保 食品薬品安全センター
また、三次機能食
る。



拠点
（開講機関）

10日

24日 製品評価技術基盤機構
製品安全センター

が行われた。また、２００９年９月１日には事故情報等
いて論じる。

製品評価技術基盤機構
製品安全センター

：００
大阪・関西大学

（NITE、関大社会安全学部、
関西消費者連合会）

7

21日

製品評価技術基盤機構

19日

事故リ ク情報分析室

製品評価技術基盤機構

。

２０１３年度前 　　知の市場期 （シラバス） 継続

科目No. 共催講座 SK４４１ 科目名  製品総合管理特論 副題  製品安全対策の基礎知識

連携機関名  製品評価技術基盤機構 水準 基礎 教室定員 60 配信定員 0 講義日時 金曜日 １８：００～２０

科目概要
近年、消費者が使用する製品の安全性が大きく注目を集めている。種々の製品事故が顕在化し、これを受けて消費生活用製品安全法の数回にわたる改正が行われるなど、製品安全政策の見直し
を一元的に扱うため消費者庁が設立された。製品事故の現状と製品安全政策について具体的事例に基づき分析考察するととともに、今後の事故防止方策や政策のあり方につ

科目構成 № 講義名 講　義　概　要 講義日 開講場所 講師名 所属

製品事故の現状

1 製品事故の動向 製品評価技術基盤機構の事故情報収集調査結果を用い、製品事故動向を分析し考察す

年の事故の

現状を考察

の立場で事

察する。

る。

策との類似

との係りに

、リコールの

ついて紹介

センター、製

ルールの違

4月12日 長田　 敏
製品評価技術基盤機構
製品安全センター
参事官

2
最近の注目事
Ⅰ

故、原因究明
最近の燃焼器具、日用品等における特徴的な事故と原因究明の具体的事例を通じて、近 現状を考察す 4月19日 樋口雅俊

製品評価技術基盤機構
製品安全センター
製品安全技術課

る。

3
最近の注目事
Ⅱ

故、原因究明
最近の電気製品における特徴的な事故と原因究明の具体的事例を通じて、近年の事故の する。 4月26日 川野和弘

製品評価技術基盤機構
製品安全センター
技術業務課　課長

製品事故の防止

4
誤使用事故防
（事業者の取

止 Ⅰ
り組み）

誤使用や不注意によって発生している製品事故について、誤使用防止の観点か
べきことはなにかを考察する。

ら、作る側 故を防止す
5月

5月

るために配慮す

5
誤使用事故防
（消費者の役

止 Ⅱ
割）

誤使用や不注意によって発生している製品事故について、誤使用防止の
に配慮すべきことはなにかを考察する。

17日

久本誠一
観点から、使う側の立場で事故を防止するため

製品安全技術課
事故リスク情報分析室　室長

対策 6 高齢者、子供などの事故 事故にあう可能性の高い高齢者、子どもなどの配慮や事故の現状と事故防止について考 5月

5月5月7 リスクアセスリスクアセスメント 製品のリスクを低減するためのリスクアセスメント手法の現状と今後の課題につメント 製品のリスクを低減するためのリスクアセスメント手法の現状と今後の課題につ 31日

製品安全技術課
事故リスク情報分析室

酒井健一

いて考察する。 31日いて考察する

8 リコール
日本における消費生活用製品などに関するリコール・回収の現状を分析し、リコ
る。

ール制度 あり方などに
6月7日 山田秀和　

製品評価技術基盤機構
製品安全センター
製品安全調査課

ついて考察す 関西大学
高槻ミュー

製品安全における
令・制度

9
消費者行政に
方自治体、公

おける、国、地
的機関の役割

日本の消費者行政（製品安全）の全体像及び政府（消費者庁等）、地方自治体、
セクションの役割を述べる。

国民生活 品評価技術
6月14日 葛谷弘之　

製品評価技術基盤機構
製品安全センター
製品安全調査課　課長

ズキャンパ
ス

基盤機構等の各

10 日本の製品安全政策 日本における安全規制（安全４法等）の現状、最近の法律改正、製品安全政策の取組みに する。 6月

6月11
海外における
の状況

製品安全政策
米国、欧州、中国、韓国などではどのように製品安全が確保されているの 28日かについて紹介する。

長田　敏 製品安全センター
参事官

法

12 認定・認証制度 国際ルールとしての認定認証制度とその内外の現状について概観するとともに、製品安全 ついて論じる 7月5日 村田浩美
製品評価技術基盤機構
認定センター
製品認定課

。

13 紛争処理
日本では１９９５年に製造物責任法が施行されている。これまでの民法と製造物
争外処理などについて説明する。

責任法との い。民法、製
7月12日 長田　 敏

製品評価技術基盤機構
製品安全センター
参事官

造物責任法、紛

14 化学物質管理政策
国内外の化学物質管理政策の現状と今後の動向について概観するとともに、製
る。

品安全政 点と相違点に

柿原美博
製品評価技術基盤機構
製品安全センター
検査業務課　課長ついて考察す

7月

7月

15
今後の日本の
のあり方

製品安全政策 何故、近年製品安全問題がクローズアップされているのか、安全を巡る歴史的経
製品安全のあるべき規制、基準体系について論じる。

26日

長田　 敏　 製品安全センター
参事官緯などを分析し、今後の製品安全政策の課題や、



拠点
（開講機関）

8日

22日

製品評価技術基盤機構
製品安全センター

製品評価技術基盤機構
製品安全センター

が行われた。また、２００９年９月１日には事故情報等
いて論じる。

：３０
東京・西早稲田（２）主婦連

（主婦連、NITE、早大規範研）

19日
製品評価技術基盤機構

17日

製品評価技術基盤機構

２０１３年度後 　　知の市場期 （シラバス） 継続

科目No. 共催講座 ST４４１ 科目名  製品総合管理特論 副題  製品安全対策の基礎知識

連携機関名  製品評価技術基盤機構 水準 基礎 教室定員 80 配信定員 0 講義日時 火曜日 １８：３０～２０

科目概要
近年、消費者が使用する製品の安全性が大きく注目を集めている。種々の製品事故が顕在化し、これを受けて消費生活用製品安全法の数回にわたる改正が行われるなど、製品安全政策の見直し
を一元的に扱うため消費者庁が設立された。製品事故の現状と製品安全政策について具体的事例に基づき分析考察するととともに、今後の事故防止方策や政策のあり方につ

科目構成 № 講義名 講　義　概　要 講義日 開講場所 講師名 所属

製品事故の現状

1 製品事故の動向 製品評価技術基盤機構の事故情報収集調査結果を用い、製品事故動向を分析し考察す

現状を考察

の立場で事

察する。

る。

年の事故の

ついて紹介

との係りに

、リコールの

センター、製

ルールの違

策との類似

9月17日 長田　 敏
製品評価技術基盤機構
製品安全センター
参事官

2
最近の注目事
Ⅰ

故、原因究明
最近の燃焼器具、日用品等における特徴的な事故と原因究明の具体的事例を通じて、近 現状を考察す 9月24日 樋口雅俊

製品評価技術基盤機構
製品安全センター
製品安全技術課

る。

3
最近の注目事
Ⅱ

故、原因究明
最近の電気製品における特徴的な事故と原因究明の具体的事例を通じて、近年の事故の する。 10月1日 川野和弘

製品評価技術基盤機構
製品安全センター
技術業務課　課長

製品事故の防止

4
誤使用事故防
（事業者の取

止 Ⅰ
り組み）

誤使用や不注意によって発生している製品事故について、誤使用防止の観点か
べきことはなにかを考察する。

ら、作る側 故を防止す
10月

10月

るために配慮す

5
誤使用事故防
（消費者の役

止 Ⅱ
割）

誤使用や不注意によって発生している製品事故について、誤使用防止の
に配慮すべきことはなにかを考察する。

15日

製品安全技術課
事故リスク情報分析室　室長

久本誠一
観点から、使う側の立場で事故を防止するため

対策 6 高齢者、子供などの事故 事故にあう可能性の高い高齢者、子どもなどの配慮や事故の現状と事故防止について考 10月

10月7 リスクアセスメント 製品のリスクを低減するためのリスクアセスメント手法の現状と今後の課題につ 29日

製品安全技術課
事故リスク情報分析室

酒井健一

いて考察する。

8 リコール
日本における消費生活用製品などに関するリコール・回収の現状を分析し、リコ
る。

ール制度 あり方などに
11月5日 山田秀和　

製品評価技術基盤機構
製品安全センター
製品安全調査課

ついて考察す

早稲田大学

製品安全における
令・制度

9
消費者行政に
方自治体、公

おける、国、地
的機関の役割

日本の消費者行政（製品安全）の全体像及び政府（消費者庁等）、地方自治体、
セクションの役割を述べる。

国民生活 品評価技術
11月12日 葛谷弘之　

製品評価技術基盤機構
製品安全センター
製品安全調査課　課長

西早稲田
キャンパス基盤機構等の各

10 日本の製品安全政策 日本における安全規制（安全４法等）の現状、最近の法律改正、製品安全政策の取組みに する。 11月

11月11
海外における
の状況

製品安全政策
米国、欧州、中国、韓国などではどのように製品安全が確保されているの 26日

製品安全センター
参事官

かについて紹介する。

長田　敏

法

12 認定・認証制度 国際ルールとしての認定認証制度とその内外の現状について概観するとともに、製品安全 ついて論じる 12月3日 村田浩美
製品評価技術基盤機構
認定センター
製品認定課

。

13 紛争処理
日本では１９９５年に製造物責任法が施行されている。これまでの民法と製造物
争外処理などについて説明する。

責任法との い。民法、製
12月10日 長田　 敏

製品評価技術基盤機構
製品安全センター
参事官

造物責任法、紛

14 化学物質管理政策
国内外の化学物質管理政策の現状と今後の動向について概観するとともに、製
る。

品安全政 点と相違点に

柿原美博
製品評価技術基盤機構
製品安全センター
検査業務課　課長ついて考察す

12月

12月

15
今後の日本の
のあり方

製品安全政策 何故、近年製品安全問題がクローズアップされているのか、安全を巡る歴史的経
製品安全のあるべき規制、基準体系について論じる。

24日
緯などを分析し、今後の製品安全政策の課題や、

長田 　敏 製品安全センター
参事官



拠点
（開講機関）

はじめ皮膚科学、工学、心理学等、多彩
実際に手に触れながら学ぶとともに、社会の

東京・お茶の水女子大学
（お茶大LWWC増田研）

佐藤　潔

長谷川修司
資生堂メーキャップ・ヘア

大学
共通講義棟

２０１３年度後 　　知の市場（シラバス）期 新規

科目No. 共催講座 CT４４５ 科目名 　化粧品の科学 副題  化粧品を科学的な側面から学ぶ

連携機関名  資生堂リサーチセンター 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時   水曜日 １８：３０～２０：３０

科目概要(300字)
化粧品（医薬部外品を含む）は薬事法で定義され、医薬品とは目的、効果・効能が、本質的に異なっている。　また、化粧品を支える科学は、薬学、物理化学を
な領域を含んでいる。　本講では、化粧品の基礎知識から化粧品を支える科学、また、具体的なスキンケア化粧品やメーキャップ化粧品などの成り立ちを
ニーズである安心・安全に対しての取組みや、グローバル化を含む化粧品業界の状況などを解説する。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

はじめに 1 化粧品概論 本講義の内容と進め方、化粧品の分類など基本的な知識を紹介するとともに、化

について分類

を論じる。

粧品業界の

の知見まで

薬部外品）の

び界面科学の

造や生理を

とめとする。

ながら論じ

ス製品も含め

いて論じる。

つつ紹介する

ながら論じる

論じる。

的な効果（ア

概要を解説 10月2日 石野章博 資生堂研究管理部する。

安全性と法規制

2 化粧品に関わる法規制
化粧品の社会的意義と化粧品に関わる法規制について化粧品と薬用化
説する。

粧品（医 違いを含め
10月9日 坂本敦夫

資生堂技術ｱﾗｲｱﾝｽ部参
与

て解

3 安全性 化粧品に関わる安全性について、原料から製品までどのように保証されているか 10月16日 猪股慎二 資生堂品質評価センター

化粧品を支える科

4 皮膚科学
化粧品は主に皮膚に塗布するものであることから、皮膚の基本的な構造
ら化粧品と皮膚の関係を解説する。

から最新 を一部紹介
10月23日 岸本治郎

資生堂新成長領域研究開
発センター

しなが

学 5 毛髪・爪の科学 皮膚以外に毛髪や爪に関する化粧品も多数存在することから、毛髪および爪の構 解説する。 10月30日 仲西城太郎
資生堂メーキャップ・ヘア
研究開発センター

6
化粧品のコロイ
科学

ド科学と界面
物理学的な観点も化粧品の品質に大きく影響する。化粧品に関連の深いコロイド科学およ 基礎を解説 11月6日 渡辺　啓

資生堂スキンケア研究開
発センター

する。

化粧品の原料化粧品の原料

7 化粧品の原料
化粧品の特性に大きく影響する水溶性、油溶性といった観点から化粧品に使用
て解説する。

される原料 しその特長
11月13日 小川克基

資生堂ヒューマンマテリア
ル研究開発センター

につい

お茶の水女子お茶の水女子

8 化粧品と薬剤 化粧品や医薬部外品に配合される薬剤について、美白剤など具体的な例を挙げ 。 11月20日

11月27日

12月4日

事例研究

9 スキンケア化粧品 スキンケア化粧品について、その機能、分類や特徴などを技術的な点も織り交ぜ 鹿子木宏之
資生堂スキンケア研究開
発センター

1号館

。

10 ボディ用化粧品 サンケア製品や制汗・防臭剤などを含め、主にボディに使用される化粧品について 野田　章

11 メーキャップ化粧品 ファンデーションやマスカラ、口紅などメーキャップ化粧品の特徴やその技術につ 12月11日

12月18日12 ヘアケア製品
毛髪に使用するスタイリング剤や染毛剤に加え、シャンプー・リンスとい
徴を論じる。

ったインバ
佐々木泉

研究開発センター
てその機能や特

13 美容法 化粧品の機能を発揮させる効果的な使用方法（美容法）について、実技も織り交ぜ る。 1月8日 松本千加子
資生堂スキンケア研究開
発センター

14 香料
香料の基礎的な知識から具体的なフレグランス製品の特徴、そして香り
含め化粧品に配合される香料について論じる。

の心理学 ロマコロジ
1月15日 寺嶋有史

資生堂ヒューマンマテリア
ル研究開発センター

ー）を

まとめ 15 化粧品の今後 これまでの講義を振り返り化粧品に関わる科学や世の中の状況について議論しま 1月22日 石野章博 資生堂研究管理部



知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 　環境政策 副題

連携機関 水準 中級 教室定員 50 配信定員 20 講義日時 講義場所

科目概要

科目構成 № 講義名 講義日 開講場所 講師名 所属

1 環境問題と環境政策の歴史

2 化学物質対策

3 水環境の保全 山本郷史
環境省
水・大気環境局

4 大気環境の保全 戸田英作
環境省
環境保健部

環境と科学技術 5 環境と科学技術 只見康信
東京大学
IR3S

自然環境の保全 6 自然と人間 番匠克二
環境省
自然環境局

２０１3年度後期

講義概要

水環境保全施策の基本となる環境基準の設定の考え方、設定状況を解説するとともに、環境基準の達成状況等を通じて、水環
境の現状、水質汚濁防止法の規制の体系等について解説する。また、閉鎖性水域（海域、湖沼）、地下水、土壌、海洋の環境保
全対策について解説する。

戸田英作

自然と人間との関係を考えるうえで重要な視点となる自然環境の保全の基本的な考え方について、他の環境対策との違いの視
点を持ちつつ、特徴を整理する。また、生物多様性国家戦略等における議論を紹介することを通じて、自然共生社会のあり方に
触れつつ、我が国の自然環境の特徴や問題について解説する。

10月26日

11月2日

10月19日

関連講座 ＷＴ４５３

 早稲田大学規範科学総合研究所

環境汚染や健康被害を防止し、自然環境や地球環境を保全するために進められている環境政策について、環境問題の原因やその社会的背景・歴史的変遷とともに、基本的考え方及び全体像を概説する。また、水環境、大気環
境、化学物質、廃棄物・リサイクル、放射性物質などの分野ごとに、問題の現状、対策の枠組み、今後の課題などについて概説し、これからの対策をどのように進めていけばよいかを考えていく。さらに、その中で、具体的な個別の
環境問題の背景及び解決法について、様々な角度から考察する。

 東京・早稲田大学（２）
（早稲田大学規範科学総合研究所）

土曜日　１３：００～１５：００
１５：１０～１７：１０

 良好な地球環境を次代に引き継ぐための日本の政策と国際動向

早稲田大
学　西早

稲田キャン
パス

環境省
環境保健部

足尾銅山から越境大気汚染問題まで、大気汚染問題の歴史について概観するとともに、大気環境保全施策の基本となる環境
基準の法的な意義、政策上の意味、設定手法、近年における達成状況等について解説するとともに、大気汚染防止法に基づく
規制、越境大気汚染対策等について解説する。。

環境政策の全体像

水・大気環境等の保
全

産業公害から都市生活型公害を経て地球環境問題に至る環境問題の歴史を振り返り、その中で成立してきた環境政策の基本
的考え方や施策の変遷を概説する。また冒頭に全体の進め方を説明する。

化学物質環境対策の基本的なアプローチとして、環境リスク評価（有害性試験、環境モニタリング、曝露予測の手法等）、リスク
管理（化学物質審査規制法、化学物質排出把握管理促進法等）、国際条約や国際機関の活動等の動向について解説する。

公害や環境問題について、科学技術や社会との関わりの視点から、国内外での議論の動向などを解説する。また、最近の科学
技術・イノベーション政策において注目されている環境対策を紹介する。

7 廃棄物の適正処理

8 循環型社会の構築

地球環境の保全 9 地球温暖化対策 新田　晃
環境省
地球環境局

放射性物質による環
境汚染

10 放射性物質による環境汚染 戸田英作
環境省
環境保健部

原子力規制委員会が環境省に設置されたことに伴い、環境基本法における放射性物質による環境汚染の除外規定が削除さ
れ、放射線健康影響に関する事務を環境省本省で行うこととなった。こうした動きを踏まえ、環境行政の一環としての放射性物
質対策について概説する。

11月16日

11月9日

近年最も重要な課題となっている地球温暖化対策について、温暖化の影響等に関する科学的知見、国際的な動向を紹介すると
ともに、京都議定書の削減目標達成のための国内施策及び将来の低炭素社会構築に向けた取組を解説する。

家庭から排出されるごみ（一般廃棄物）や工場などから排出される産業廃棄物を適正処理するための基本的な仕組みを概説す
るとともに、産業廃棄物の排出者責任の強化、不法投棄対策・PCB等有害物質対策の強化など最近の動向について解説する。

平塚二朗
環境省
廃棄物・リサイクル対策
部循環型社会の構築のための基本的考え方と、そのために導入されている様々なリサイクル法制度について概説する。また、地

域における循環型社会づくりの取組事例を紹介するとともに、国際的な循環型社会の構築に向けた我が国の取組を解説する。

廃棄物・リサイクル
対策



拠点
（開講機関）

1日 前田　興治

大阪・千里山
（日本リスクマネジャネットワーク）

直す必要があるというメッセージである。人間は誕生
なってきた。その象徴

してきた化学物質などについて、最新のトピックや身

ど も 紹 新 気 紹 後

２０１３年度後期 知の市場（シラバス） 　 継続

科目No. 共催講座 JK４５４ 科目名  環境基礎論 副題  市民による市民のための環境問題入門

連携機関名  日本リスクマネジャネットワーク 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時 火曜日　１８：１５～２０：１５

科目概要(300字)

２１世紀は環境の世紀といわれている。それは変わらないと思われてきた地球環境が大きく変化し、危機的ともいえる局面を迎え、人間と環境との係わりを根本から考え
以来、自然に働きかけ、生活に必要なものを手に入れてきた。産業革命以降、科学・技術の急速な発展により、生活は便利で快適になったが、他方で自然破壊や環境汚染が進み、人間を脅かすように
が地球温暖化問題である。この講座では、これから環境問題について学ぼうとする市民や勤労者に、生活の土台となる地球、水、大気、土壌について、また生活を豊かに
近な関心事も交え、広く環境問題について講義し、共に考える。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

地球と環境

1 環境問題の歴史 環境問題を考える糸口として,時代の変遷を振り返りながら環境問題の全容を俯瞰し、　

する。

また、「生
国民運動

講義全体を

ぜんそく」
もに、今後
境汚染への
で、「微小

物多様性

悪影響を
る。水質汚

実験を通して

染の歴史
つ、土壌汚

して化学物

もある。農作
、更には調
いても紹介

暖化や生物多様性
を紹介する

展を目指

ついて紹介
技術、各種
いて解説す

エネルギー
設備・機器

焦点を当

運動、海外

る。また、

渉が続け

て世界の歴
ついて解説

概観する 10月

10月

10月

10月

10月

11月

。

どグ バ

11月

11月

11月

12月

12月

12月

12月

1月

1月

2 宇宙船地球号（１） 環境問題を考える上で基礎になる地球について知るために大気圏、水圏のしくみを解説 8日 宮崎　隆介

3 宇宙船地球号（２）
環境問題を考える上で基礎になる地球のしくみのうち、陸圏のしくみについて
その重要性と現状を森と木の役割や林野庁の進める「木づかい運動」、「美
する。

解説する。
しい森づくり 15日 宇都　英二

物多様性」とは何か、
」の紹介を通じて解説

公害と環境

4 水質汚濁問題

水質汚染の歴史は産業革命にまで遡る。産業の発展と共に川や海が汚れ、
対策の進展で現在では相当改善されてきたがまだ完全ではなく、新しい問題
を中心に、上水道への影響や下水道整備の話を交えて解説する。合成洗剤
認識も図る。

人の生活に
も起きてい
の簡単な

22日 刑部　忠彦

与えてきた。水質汚濁
濁問題を日本の状況
合成洗剤問題の再

5 土壌汚染問題
土壌汚染問題をイタイイタイ病(カドミウム汚染米)の問題やラブキャナル事件
の東京築地市場の移転問題やブラウンフィールド問題まで土壌汚染の歴史
行う。

など土壌汚
を概観しつ 29日 久保田　俊美

から説き起こす。最近
染対策技術の解説も

6 大気汚染問題

戦後の公害問題としての大気汚染の歴史を振り返るため、４大公害裁判の
での概略と企業・行政の取り組みを述べ、改善されつつある大気汚染の状況
境基準が未達成である「光化学オキシダについての現状」とその要因の一つ
紹介する。    また、昨年９月に微小粒子状物質(PM2.5）が環境基準として設

ど も 紹 新 気 紹 後は」 のような のかを 介し、最 の大 汚染への知見を 介する。最
ルな取り組みが求められている今日、大気汚染の問題についても地球規模

一つ「四日市
を示すとと
である「越
定されたの

に、地球温
での取組み

5日 西村　庄司

から道路環境裁判ま
の課題として現在、環
取り組み」について

粒子状物質(PM2.5）と
などグローバ

。

7 廃棄物処理問題
産業廃棄物と一般廃棄物、不法廃棄、焼却場、廃棄物処理場、ダイオキシン
処理問題の全般について行政の対応を踏まえながら歴史と現況について解

問題、住民
説する。

12日 佐古　勇策関西大学
千里山キャン

との関係など廃棄物

地球温暖化

8 地球温暖化（１）
地球温暖化のもたらす脅威は世界的な共通認識となり、その対策をめぐって
認識をもたらしたIPCCの報告（主として第4次報告書ーAR4)について概説す

国際的な交
る。

19日 石橋　博

日本リスクマネジャネッ
トワーク

パス
第４学舎
３号館

られている。その共通

9 地球温暖化（２）

我々を取り巻く環境問題は、1960年代以降の高度成長期の公害問題を起点
この技術はその後、私たちの居住環境の快適性を格段に向上させたが、そ
熱や有害物質などを周辺空間に排出している。この講義では身近なごみや
ルギーの利活用の現況について概説する。

として、省
の代わりに
バイオマスに

26日 遠藤　憲雄

３２０２教室
技術の発展を促した。
の量的な普及により
て、環境側面からエネ

化学物質と食

10 化学物質のリスク管理
化審法、PRTR制度、REACHなどの社会的な管理の仕組みを解説し、会員の
ついて論じる。

仕事を通
3日 浅尾　真人

質の環境リスク管理に

11 食の安全・安心
食にまつわるリスクとは、生活に最も身近な環境リスクであり、生命に直結す
育、或いは加工品の製造・開発の段階に始まり、その後に続く輸送、防疫、
至るまで、極めて広範囲かつ多面的に発生するリスクについて概説し、対処

る問題で
保管、購入
の仕方につ

10日 辻本　晴美
物の栽培や家畜の飼

理及び摂取の過程に
する。

社会の動き

12
最新の環境
ジネスの紹

技術・環境ビ
介

テレビや新聞でも話題になり、市民生活にも影響を与える環境関連の技術・
策としての観点から太陽エネルギー、風力などの再生可能エネルギー技術
日本が強いといわれているものの紹介と排出権取引やカーボンオフセットビ

ビジネスに
、CO２削減
ジネスにつ

17日 宇野　健一
する。地球温暖化対
省エネ、環境機器など
る。

13 環境法の動き
各講義で出てくる個別法の話をまとめる観点から、主要な環境法の歴史と概
変化と最新の体系、主な国際法規や海外法規の動向についても紹介する。

要を紹介す
24日 牧野　薫

日本の法律の歴史的

14 企業の社会的責任（CSR)
市民の側から企業社会との付き合いを考える視点から企業の社会的責任（
がら、CS・環境会計・ISO認証取得、CSR報告書など企業の社会的責任（CS

CSR)につい
R)の現状に

7日 古沢　啓一
史的背景に触れな
する。

まとめ 15
持続可能な
社会／低炭
指して

社会（循環型
素社会）を目

講義全体のまとめとして、循環型社会、低炭素社会について考え、持続可能
て解説する。

な社会の発
14日 岡野　雅通

す社会の動きについ



拠点
（開講機関）

5月18日

6月8日 白川　正広

お茶の水女子
大学

共通講義棟

よる環境の汚染と人体への影響などは依然大きな課題になって
ネルギー利用の仕組みや放射性物質と放射能に関する体系

原子力と放射能の基礎を学ぶ

東京・茗荷谷（２）
（化学工学会SCE・Net）

6月22日 郷　茂夫

7月6日

日本技術士会原子力・

早稲田大学・学習院

共通講義棟や除染作業 れる装 対象 大量測定用の

２０１３年度前期 知の市場（シラバス） 継続

科目No. 関連講座VT４６５ 科目名  原子力・放射能基礎論 副題  

連携機関  化学工学会SCE・Net 水準 基礎 教室定員 70 配信定員 0 講義日時 土曜日 10：00～12：00

科目概要
福島第一原子力発電所の事故以来既に２年以上を経過したが，エネルギー供給，原子力発電所の再稼働，原子炉廃棄の方法，放射性廃棄物問題、放射性物質に
いる。これらに係わる様々な情報を適切な判断で取捨し理解するためには原子力や放射能についての正確な知識が必要である。このニーズに応えるために、原子力エ
的な知識や情報を，事故後の経過を考慮しつつ客観的なサイエンスや新しいテクノロジーを踏まえて提供する。

科目構成 № 講義名 講義概要 講義日 開講場所 講師名 所属

原子力利用の基礎

1
原子力の基
のしくみ

礎と原子力発電
核分裂エネルギーを利用し蒸気を発生させ、タービン発電機により発電
る。また、地球温暖化の原因となる炭酸ガスの排出が少ない、エネルギ
放射性廃棄物処分といったデメリットについて客観的に解説し原子力発

を行うとい
ー密度が
電の意義

述べ、実際に
として、広域

的に環境に
路、健康面へ

再処理しプル
びに原子力
分の現状に

う原子力発電
大きいといっ
について考え

胞にどのよう
異なるのだろ

があるのかに

て引き起こさ
京電力福島
について実例

を拾って理解
放射能に対す

や測定方法

料の健全性と
ける。本講義
受けるか解説

のしくみを
たメリットと、
る。

5月11日 桑江　良明
日本技術士会原子力・
放射線部会

詳しく解説す
事故のリスク、

2 原子燃料サイクル
天然ウランを濃縮し原子力発電所の燃料として使用した後、燃料使用済
して加工し再び原子力発電所の燃料として利用する原子燃料サイクル
放射廃棄物と使用済み燃料を再処理した際に生じる高レベル放射性廃

み燃料を
の概要、並
棄物の処

トニウム及
発電所で発生
ついて概説す

びウランを抽出
する低レベル

る。

3
原子力発電
スク

所の安全性とリ
深層防護により原子力災害を防止するという原子力発電所の安全確保
スクについて述べ、原子力発電所の安全性について論じる。また、東京
チェルノブイリ事故などの原子力発電所の大事故の事例について事故

5月25日
日本技術士会原子力・
放射線部会
化学工学会SCE・Net

岡村　章
の考え方、地震及び津波に対する備えと残余のリ
電力㈱福島第一原子力発電所の事故、旧ソ連
発生原因等を解説する。

4
放射線の種
線利用

類と被曝、放射
放射線の種類と特徴、ベクレル、シーベルトなどの単位について説明し
日本の放射線基準等について紹介する。また、現時点における被曝の
データの比較等により言及する。最後に放射線の産業利用について言

、次に日常
理解や経
及する。

6月1日 亀山　雅司
存在する放射線量、世界と
の影響等について各種

放射線による環境
影響

5 放射線の測定
放射線測定器の種類、測定原理、測定条件など実際に測定で留意す
線測定器を使用する上での留意点や校正の重要性について述べる。最
や除染作業に用いられる装置 農作物などを対象とした大量測定用の装置の特徴や測定方法にに用いら 置、農作物などを とした

べきことを
近の動向

装置の特徴

測定を体験す
の環境放射

も触れるにも触れる

る。また、放射
線モニタリング
。

6
放射性物質
と除染

による環境汚染
広島・長崎での原爆投下や大気圏内核実験ならびに原子力施設での事
模な環境汚染の状況と環境修復に向けた除染活動の効果について解
り環境へ放出された放射性物質による環境汚染の状況と復興に向けた

故によっ
説する。東
除染活動

6月15日 横堀　仁

放射線部会
1号館（予定）

れた放射性物質による大規
第一原子力発電所事故によ

を含めて解説する。

・健

7
放射能の物
子力トピック

康

理・化学から原
スを考える

放射能の物理と化学を確認しつつ、ここ一年ほどで起こっていることか
体制の変化、事故調の報告、原発安全問題、放射性廃棄物問題、放射
て、有識者の意見を紹介しつつ考える。

ら重要な点
能基準、

を深める。
る理解のあ

日本の原子力
り方などについ

8
原子力発電
料に及ぼす

の材料問題と材
放射線の影響

原子力発電の健全性と信頼性を確保するためには、発電所に使用され
ばならない。また、原子力発電所の炉内構造材料は中性子線の照射を
的な材料問題を説明するとともに、中性子線照射により材料がどのよう

ている材
たえず受
な影響を

6月29日 梅村 文夫

化学工学会SCE・Net
信頼性が確保されなけれ
では、原子力発電所の一般
する。

9 放射線の生物作用
放射線のもっているエネルギーが生体を構成する分子に吸収されると、
能性があるのだろうか。放射線の種類やエネルギーによって傷･障害の
る場合と違いはあるのか、さらには、傷･障害を軽減あるいは増幅する修

DNAや細
質や量が
飾因子

な損傷･障害
うか。化学薬

ついて説明す

をもたらす可
剤などで起こ
る。

10 放射線の人体に与える影響
原発事故などが起きると、放射線による健康影響が最大の懸念となる
DNAや細胞に起きた損傷・障害（前週の講義）を追跡する必要がある。
のか、あるいは、突然変異や細胞死を通して生体にどのような影響を及

7月13日

谷田貝 文夫
。この問題の本質的な理解には、生体を構成する
果たして、傷･障害がどのような機構で修復されうる
ぼす可能性があるのか、説明する。

大学



拠点
（開講機関）

東京・丸の内
（日本リファイン）

０

競争力を向上させるためには、産業安全に加え社会安全の
、安全文化を考慮した産業保安のあり方や社会安全につ

る経営者の育成

東京大学名誉教授

会 向 総

２０１3年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座　ＥＴ４７１ 科目名 産業安全論 副題  競争力を生み出す安全な産業と社会環境の構築を先導す

連携機関名
社会技術革
石油化学工

新学会
業協会

レベル 上級 教室定員 25 配信定員 0 講義日時   月曜日 １８：００～２０：０

科目概要(300字)

産業活動は、われわれの生活を豊かにしたが、一方、種々の安全問題等を引き起こした｡　今後、日本が安全に配慮したものづくりで世界に対する先導性を保持して、
さらなる向上が求められる｡安全とはなにかを問い直しつつリスクベースで安全を考え、安全な社会の構築に向けて産業安全問題を解析してその教訓を活かすとともに
いて解説する。また、その基本となる安全学、安全工学の体系化についても言及し、安全教育・啓発プログラムの体系化と推進について論じる。
そして、受講者からの話題提供を交えた討論により産業安全について考察を深め、安全の分かる先導者の育成を目指す｡

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 所属講師名

安全の基本 1 安全の基本
安全とはなにか、危険とはなにかを考え、安心についても言及する｡また、安全
や不確定さについて解説する。さらにハザード抽出にはじまりリスクアセスメン
て解説し、ベネフィットとリスクを基にしたデシジョンのあり方、リスクコミュニケ

の基礎と
ト、リスク

ーションに

の点から

明する。そ

保への想

なるリスク
マネジメン
ついて論じ

点」を実現

種の企業の

や安全工

、について

変更、運転
ガゼロ　危

組みについ

起こした。
介する。

み、安全工

考察する。

の後、石油

い、実現へ

の概念およ
トに至る一
る｡

する技術研

協力の下

学の体系化

紹介する

条件、物質
険ゼロ活
て紹介す

二度と事故

学の基盤

びそのば
連の手法に 10月7日 田村昌三

東京大学名誉教授
元安全工学会会長

らつき
つい

産業における安全
と背景

2
産業におけ
要因（１）

る安全問題と 化学、特に石油化学の発展の歴史とその課題、現代生活における石油化学の
ける保安向上の取り組みについて紹介する。

役割を説 化学工業
10月21日 岩間啓一

石油化学工業協会
技術部長

にお

問
3

産業におけ
要因（２）

題 る安全問題と 高圧ガス保安協会での自主保安の審査、事故調査などの経験を通じて得られ
る。

た保安確 の課題を紹
10月28日 荒井保和

三菱化学㈱環境安全・品質保
証部アドバイザー

介す

4
産業におけ
背景

る安全問題の
産業安全問題の背景にあるものについて、産業環境の変化、人や社会の考え方の変化 11月11日

11月18日

11月25日

産業安全の向上

5
安全文化を
保安

考慮した産業
自主保安を中心とする産業保安の向上に何故安全文化が必要なのかを考え
ルを表す保安力およびそれを構成する安全基盤と安全文化についての概念を
ついて解説する｡

る｡また、安全文化を考慮した産業保安のレベ
紹介し、保安力の評価方法および強化方法に 田村昌三

東京大学名誉教授
元安全工学会会長

6 現場力の強化
近年の産業安全問題の背景に、かって日本の安全を支えた現場力の低下が
いて考察するとともに 現場力の向上について論じるいて考察するとともに、現場力の向上について論じる｡

あるのではないかとの懸念がある。現場力につ

7
産業安全に
界の取り組

向けての産業
み（１）

住友化学における保安向上の考え方、具体的方法および保安に関する技術的取り組み 12月2日 平山隆一
住友化学

レスポンシブルケア室環境・安
全部長

8
産業安全に
界の取り組

向けての産業
み（２）

JSR四日市工場にて行なっている保安活動①変更点管理強化により、設備の
について安全環境の評価検証の実施、②危険源特定と低減活動の徹底、③K
マンエラーの低減、危険予知活動の推進および安全に関する教育訓練、研修

新増設・
Z活動（ケ
への取り

及び人的な
動）によるヒ
る。

12月9日 井村　裕
JSR

環境安全部長
日本リファイ

ン
東京本社

田村昌三
岩間啓一

変更
ュー

9
産業安全に
界の取り組

向けての産業
み（３）

三菱化学㈱鹿島事業所では2007年12月にエチレンプラントで4名の方が亡くな
めに事業所を上げて安全文化の構築に取り組んでいるので、本取り組みにつ

る事故を
いてご紹

を起こ
12月16日 梶原泰裕

三菱化学
顧問

岸本ビル
11階大会議

室
さないた

産業の安全と社
おける安全環境
築のための安全
啓発の体系化

10
安全学・安全
化と社会貢
における安全

工学の体系
献および社会

環境の構築

産業安全や社会安全の基礎となる安全学および安全工学について、体系的な
について述べるとともに、社会における安全環境の構築について論じる。

整理を試 整備と社会
1月6日

1月20日

貢献

会に
の構
教育

11
家庭教育から
的な安全教育
構築と実践

・

はじまる体系
プログラムの

産業の安全や社会における安全環境の構築のためには、安全の基本を理解
に、それらの知識に加えて安全技術や安全管理能力を有する産業界の人材、
の育成が必須である｡これらの人材育成のための家庭教育から、初等・中等教
一環した体系的な安全教育プログラムの構築と実践について論じる。

し基本的な安全知識を有する市民の育成ととも
および高度な安全知識や技術を有する専門家
育、高等教育、企業教育、社会人教育に至る

田村昌三
東京大学名誉教授
元安全工学会会長

12
産業界にお
育・啓発と共

ける安全教
有化（１）

倉敷市水島地区を拠点にし、石油化学産業の製造責任者の経験を持つベテラ
ス、スタッフクラス、工場長を含む管理職クラスへ行なっている教育について紹

ンが、各
介する 。

に、運転員
1月27日 池上　正

（社）山陽技術振興会
副会長　人材育成室室長

クラ

13
産業界にお
育・啓発と共

ける安全教
有化（２）

三井化学の「運転、安全、設備のすべてに強い運転員の育成を目指す、もの
教育について紹介する。

づくりの原 修センタ
2月3日 森山義晴

三井化学
生産・技術本部　生産・技術企

画部　技術研修センター長

ーでの

総合討論

14
「産業と安全
会の構築に
合討論（１）

～安全な社
向けて～」総

～安全な社
向 総

安全な社会の構築に向けた産業保安や社会安全のあり方およびその基礎と
発の推進などについて、受講者からの話題提供を踏えて参加者による討論を

けて～」

なる安全学 と安全教

2月10日

育・啓

2月17日
「産業と安全
会 構築15 の構築に
合討論（２）

行う。
田村昌三

元安全工学会会長



拠点
開講機関）

東京・東京大学
（東京大学大学院教育学研究科）

ェロントロジー」とは、高齢者や高齢社会の諸問題を解決す
でいる。.本授業は東京大学高齢社会総合研究機構の学部横

生
人の「学び」と社会参加の観点から

２０１３年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 新規

科目No. 関連講座　ＴＴ４８１ 科目名 生涯学習論特殊講義 副題 高齢社会のリ・デザイン

連携機関名
東京大学
教育学研

高齢社会総合

大学院
究科・
研究機構

水準 中級 教室定員
120

(内社会人
枠20）

配信定員 0 講義日時
（

  水曜日　18:30～20:10

科目概要(300字)
2015年には４人に１人が65歳以上という超高齢社会を迎える日本では、専門分化した学問だけでは対応が難しい複雑な問題が生じてきている。「ジ
るために生まれた学際的学問のことであり、医学、看護学、理学、工学、法学、経済学、社会学、心理学、倫理学、教育学などの幅広い領域を含ん
断型教育プログラム「ジェロントロジー」授業の必修科目２として、教育学研究科・教育学部との共催によって開講する。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 所属講師名

1
導入・高齢社
習

会と生涯学
講義の概要・基本的目標などの説明および高齢社会の構造と生涯学習との関係など

を検討す

人の「学び」と社会参加の観点から

討する。

構想を検

展望を示す

会設計の方

高齢者法を

におけるソー

場から、新

会でもある

本とする支

ることとなる

を概説す

る。

討し、今後

。

途を指し

自己決定

シャルワ

たな学問領

。これを地

えあいを

。高齢社

る。 10月2日 牧野篤 教育学研究科

2 高齢化の人口学 日本の人口構造の変化とそれがもたらす社会的な変動、さらに将来的な 10月9日
白波瀬佐和
子

人文社会系研究科

3
人口減少社
金と社会保障

会における年
財政

少子高齢化・人口減少が急激に進行する社会における社会保障のあり方 10月16日 岩本康志 経済学研究科

4
超高齢社会
年齢に基づ
ムと高齢者雇

の社会政策
く雇用システ

用
少子高齢化・人口減少社会における産業構造の転換と雇用のあり方を検 10月23日 濱口桂一郎 労働政策研究・研修機構

5
超高齢社会
まちづくり

の都市計画・ 超高齢社会を迎えた日本における空間設計のあり方、バリアフリ
ムを展望する。

ー社会の の社会シス
10月30日 大方潤一郎 工学系研究科

テ

生 役社会6 涯現役社会
高齢者を基本とする人々が活き活きと生を送るとはどういうことなのか

とは
高齢者を基本とする人々が活き活きと生を送るとはどういうことなのか
検討する。

、
11月6日 牧野篤 教育学研究科

7 高齢者の移動を支える 高齢者が生活しやすい空間とその異動とはどういうものなのか、新しい社 示す。 11月13日 鎌田実 工学系研究科
牧野　篤

(教育学研究
科)

東京大学

8
高齢者と法：
本人保護

自己決定と 従来の法体系には高齢者を十全に位置づける枠組みが存在し
点から検討する。

ていない。 と保護の観
11月20日 樋口範男 法学政治学研究科

後藤　純
(高齢社会総
合研究機構）

赤門総合研
究棟Ａ２００

9
超高齢社会
ワーク

のソーシャル 高齢社会とは人々の間でケアを常態化させる社会でもある。超高
を考察する。

齢社会 ークのあり
11月27日

上野谷加代
子

同志社大学
方

10
家族介護・施
床：臨床を対
学

設介護の臨
象とする社会

超高齢社会とは介護が社会の課題とされる社会でもある。介護
示す。

臨床の現 域の展望
12月4日 井口高志 信州大学

を

11
高齢者を地域
地域包括ケ

で支える：
ア

高齢者がいきいきと生きる社会とは、すべての世代がいきいきと
ける包括ケアの観点から構想する。

生きる社 域社会にお
12月11日 村嶋幸代 看護科学大学

12
21世紀の医
祉のかたちを

療・介護・福
考える

21世紀型の医療・介護・福祉とは、在宅と地域社会そしてネットワ
のとなる。従来の医療とは異なる仕組みを考える。

ークを基 基盤とする
12月18日 辻哲夫 高齢社会総合研究機構

も

13
高齢社会の
支える市民社
ちづくり

コミュニティを
会組織のま

高齢社会においては、地域社会をベースにした人々の支えあい
民組織のあり方について検討する。

が問われ 会を支える
1月8日 小泉秀樹 工学系研究科

市

14 総合討議 「来たるべき高齢社会とは」をめぐり、講師と受講者の間で議論を 1月15日進める。



拠点
（開講機関）

廣川一男

郷　茂夫上

5月18日

 研究の工業化の成功と失敗事例から成功の羅針盤を探る

が、多くの事例を学ぶことによって成功の羅針盤が見えてくる。企
通用する成功への姿を語る。

東京・茗荷谷（１）
（化学工学会SCE・Net）

山﨑　徹

松田臣平

営
因

２０１3年度前 　　期 知の市場（シラバス） 継続

科目No. 共催講座 VT５１３ 科目名  化学技術事例研究 副題

連携機関名  化学工学会SCE・Net 水準 基礎 教室定員 70 配信定員 0 講義日時
土曜日 １３：００～１５：００
１５：１０～１７：１０

科目概要(300字)
研究で事業の種を見出しても、事業を成功させるまでには越えなければならない幾つもの障害が存在する。この障害を越えて成功に導く方程式はない
業で様々な分野の技術開発に携わり高度成長を支えた講師が、自らの成功体験、失敗体験を当時の社会的な背景を踏まえながら紹介し、現役世代の社会人にも

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

総論 1
変わりつつあ
事業化分野と

る化学工業の
技術開発

まず発明の成功と失敗は紙一重であることを紹介する。化学工業の技術開
産業対象に転換されてきている。そのため研究・開発、生産技術力以外の
発マネジメントを最適化するための一般論を、今後の講義がどの分野を述

発分野が
成功要因
べたもの

けている

幅広い素
項目（分野
か評価に役

という。講

万倍のオー
実際の違
。

が関わって

②経営戦略
いて詳しく解

1970年代に
と炭化物の

究開発に重
てまとめに代

る空気（酸素
し、酸素を

互関係にお

性能化・生
社製造工

る。

課題であっ
チタン系触

体クロマト
せるための
て触れる

験した「省
イン」、「無触

セス革新お
じた反省す

に安価で
は生産物の
考察する。

の苦い経験
ることにな

材対象か
）が変化
立つよう

らエレクトロニクス型
してきている。研究開
に解説する。

プロセス開発
事例研究

2
デスバレイ（
たものと落ち

死の谷）を越え
たもの

科学から事業の間には、「死の谷」あるいは「ダーウィンの海」が待ち受
事例、落ちた事例を紹介し、新規事業成功のための秘訣を探る。

山岸千丈
師が経験した死の谷を越えた

化学工学会SCE・Net5月11日

3
中堅化学会社
経営

の研究開発 過去数十年の研究開発活動における成功と失敗の原因をテーマ毎に①社
いう各視点から振り返り、分析する。その中で、講師が経験した２～３のテー

置では1
、理論と

態に迫る

会背景、
マにつ

、③事業
説する。 重田昌友 クレハ

戦略、④技術戦略と

4
化学プラントの
プ理論と教訓

スケールアッ
ラボ装置からベンチ、パイロット、本格プラントへのスケールアップは連続装
いもよらぬ技術問題に遭遇する。気相重合プロセスのスケールアップを例に
の視点など技術開発経験から学んだ教訓を述べて化学製品の商業化の実

ダーに及
いや新しい

ぶ。この過程では思
エンジニアリング

5
合繊企業にお
新規事業製品
敗の事例

けるケミカル・
の成功と失

化学合成技術、高分子技術を基盤にしていろいろな事業分野に挑戦してき
事業を成功させるための秘訣を探る。

た。講師

てきた。
る燃料油
る。

金岡正純
きたいくつかの事例を紹介し、

6
廃タイヤの熱
源化技術

分解による資
日本のモータリゼーションの進展により、廃タイヤの発生量が急激に増加し
の最終処理が社会問題化した。その解決策の一つとして、流動熱分解によ
業化には至らなかった。この経過を社会的背景の変化を辿りながら解説す

堀中新一

5月25日 化学工学会SCE・Netは、不法投棄などなど廃タイヤ
回収技術が開発されたが、事

7
アミノ酸発酵
の効用と問題

工程の連続化
点

アミノ酸発酵は日本で開発され発展した技術である。リジンは動物の飼料で
が必須であった。そのためには工程を連続化することが要求されたが、その
ネーション防止が必要であった。如何に挑戦し、解決したかを解説し、今後

講師が経
のリファ
説する。

、価格的
実現に

の方向を
廣谷　精

あるため、生産性を高くすること
フィードバック阻害とコンタミ

8
環境保全・安
理性を両立さ
ロセス

全性と経済合
せるクリーンプ

企業におけるプロセス開発に至る問題設定とその解決手法の秘訣を探る。
ン経由シクロヘキサノール製造プロセスの開発から工業化、その後の技術
ル燃料製造法、そしてその基礎原料の油脂産生技術開発」などの事例で解

資源・本
媒の超臨 山下邦彦 旭リサーチセンターお茶の水女

子大学
共通講義棟

質安全のシクロヘキセ
界法バイオディーゼ

6月1日

9
エンジニアリ
注業務として
発とプラント

ング企業の受
のプロセス開

設計

無水マレイン酸、プロピレンオキシド・グリコールのプロセス開発およびプラ
なる成り行きについて述べ、ついでこれらの経験から得られた教訓が、その
プラントから構成される工場計画にどのように生かされたかについて述べる

ったプロ
過程で生

ント設計
後経験す
。

とそれら
る開発プ 小松昭英 元千代田化工建設

1号館（予定）

6月8日

のプラントが辿ることに
ロセス評価や複数の

10
既存製品合理
品開発におけ
新の事例

化および新製
るプロセス革

合成繊維モノマー製造工程のコストダウンと排水負荷の軽減の要請から行
薬を事業として成立させるキーとなったプロセス開発の事例を紹介し、その
因を述べる。

よび独自
べき事象

に製品化した生物医
、成功するに至った要

装置開発
事例研究

11
工業用液体ク
工業化と事業

ロマト装置の
化への挑戦

医薬、バイオ、機能性食品、機能性素材等の各分野の分離・精製に不可欠
テーマ探索、研究開発から事業化まで手がけてきた経験を基に、新規事業
ための開発マネージメント等について述べるとともに失敗談や苦労話につい

製品の高
装置が自
因を論じ

な工業液
を成功さ
ても併せ

齋藤　浩

化学工学会SCE・Net
グラフの事業化にあたって、
開発の進め方とその事業化の

。

12 高効率撹拌翼の工業化
攪拌装置は化学製造プロセスにおいて重要な役割を担う装置である。化学
液の高粘度化・高発熱化に対応する高効率攪拌装置を開発した。この攪拌
の背景と経緯、工業化で苦労した点および外販の経験などを交えて成功要

産性向上
場の主力 山本一己 綜研化学

の要求からプロセス
装置となるまでの開発

6月15日

触媒開発
事例研究

13
酸化チタン系
の開発

排煙脱硝触媒
排煙脱硝技術の開発は、1970年代日本及び世界の大気汚染を解決すべき
系触媒の発見により、初めて実用的な脱硝プラントが可能になった。日本発
したが、その歴史的意義を検証し、今後の課題を考察する。

因とな
常識を覆
素の相

最重要
の酸化

た。耐ＳＯ
媒は世界

Ｘ性のある酸化チタン
市場をほぼ100％制覇

防食技術
事例研究

14
ボイラの水処
えた酸素処理
功の記録

理の歴史を変
への挑戦と成

何十年にわたって、ボイラ管の腐食を抑えるためにはボイラ水から腐食の原
問題を完全に解決することは出来なかった。対策として「酸素は悪者」という
処理」が検討された。新しい水処理への挑戦と成功の記録を、金属と水と酸

梅村文夫
）を除くことが行われてきたが、
積極的に利用する「酸素給水
いて解説する。

6月22日

まとめ 15
化学工業にお
営

ける技術と経
本科目では化学工業あるいはそれに関連する工業における技術と経営の
たが、最後の講義では技術と経営、経済性の直接的な相関を俯瞰する立場
ら見落とされがちな要因を取り上げ 具体的な例をあげ 解説するら見落とされがちな要 を取り上げ、具体的な例をあげて解説する。

関連を研
で論じ

点を置い
えたい。

6月29日
綾部孝夫 元三井化学

たテーマで講義してき
特に経営的な視点か



拠点
（開講機関）

西　美緒 ソニー社友

となっている。「ケータイも電池がなければ唯の箱」
てきている。日本企業はマテリアル・サイエンスの理論を現

るために大きな努力を要した。こうした経験を踏まえて、LIB 実
創出に至るまでの課題やその克服方法について論じる。

大阪・梅田
（クレハ・バッテリー・マテリアルズ・ジャパン）

経営革新の成否の要因

２０１３年度前 　　知の市場（シラ期 バス） 継続

科目No. 共催講座 BK５１５ 科目名 　社会技術革新学事例研究 副題 　リチウムイオン２次電池開発の歴史に見る技術革新と１

連携機関名
クレハ・バッテリ
ルズ・ジャパン
社会技術革新学

ー・

会

マテリア
水準 中級 教室定員 100 配信定員 0 講義日時 金曜日 １８：３０～２０：３０

科目概要(300字)

リチウムイオン２次電池（ＬＩＢ）の用途は、オーディオ・ヴィジュアル機器を嚆矢とし、パソコン、携帯電話用へと拡大し、いまでは、モバイル機器にとって必須のデバイス
と言われる所以である。さらに、昨今は電動自動車用電源や定置型電池としての検討も進み、新たな用途の拡大に伴い、ＬＩＢ への要求や課題が多岐に渡っ
実的な技術に展開することによって、ＬＩＢ を世界で初めて開発することに成功した。こうしたＬＩＢ 創出には、R&D マネジメントに関しても周辺との軋轢を超え
用化に至るまでに遭遇した課題を、技術的なものにとどまらず、研究開発管理上の問題、さらには経営上の問題にも視点を置いて紹介しつつ、新規ビジネス

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

LIB(リチウムイオン
電池）の開発の歴

２
1 登場

次

ＬＩＢ は 1991 年に世界で初めてソニーにより市場導入された。ＬＩＢ 開発は
成功に至ったかを、材料技術（正極、負極、、電解液、セパレーターなど）お

どのよ
よびＲ＆

うになされ、
Ｄ マネジメ

の特徴、原

や‐30℃まで
の酸化物
まで解説す

P）をリチウム
来の正極材

術を紹介す

ド、更には
や理論計

実用化、リ
化など解説

て概説する

解液の固体
、電解液の

場、安全性問
Ｂの可能性

用途も携帯
自ずと異な

らの評価方

安全性が重
に守るべき

取扱いを間
棄とリサイク

る。

関心が大変
は他の電池
説する。

常時に電池
いポリエチレ

な発展を遂げ

化や、高速
ンダーの持
する。

どのような困
ントの面か 4月19日

4月26日

難を克服して
ら検証する。

史
2 現在

市場導入以来、およそ 20 年経過した現在の ＬＩＢ は、当時と比較して、エネ
などにおいて大きな進歩を遂げた。現在ではノート型パソコン、携帯電話など
なっている。それらの改善はどのようにしてなされたのかを、主として材料面か

ルギー密度、サイクル特性、負荷特性、温度特性
のモバイル機器の電源として不可欠のものと

ら考察する。

LIBを支える材料の
割と開発秘話

3
正極材料
Co系、Ni系など層状化合物

現在主に使用されているＣｏ系、Ｎｉ系および混合系などの正極材料につい
て概説する。また、Ｌｉ原料のソースについても紹介する。

て、材料 料と製造方
5月10日 山崎　信幸 日本化学工業

法などについ

4
正極材料
ＬＦＰ、表面改質系など

他の正極材に比べ構造的に安定で安全性が高いオリビン型リン酸鉄リチウ
めの課題、新技術、更なる高エネルギー密度化の技術動向等を解説する
て、　充電電圧を高めて使用する場合の課題とそれを解決するための表面

ム（LF
。また、従
改質技

イオン電池
料の高容

る。
5月17日 李　国華 ソニー

に適応するた
量化技術とし

5
負極材料
炭素系

炭素材料には、一次元のポリアセチレン、二次元のグラフェン、三次元のダ
など様々な形態を示す。それら各種炭素材料の充放電曲線やＬｉ-ＮＭＲの
の充放電機構を記述し、用途に応じた炭素材料の選択指針を示す。

イヤモン
測定結果

結晶の黒鉛
算などを用 5月24日 永井　愛作 永井技術事務所

、非晶質炭素
いて、それぞれ

6
負極材料
Ｓｉ系、Ｓｎ系、ＬＴＯ など

リチウムイオン電池負極としては、黒鉛系材料が広く利用されているが、高
の高温耐久性などで課題がある。これらの課題を解決すべく、チタン酸リチ
どの合金系極材料の研究開発が行われており、それらの基礎から最新の

容量化
ウムなど

開発状況

の低温特性
系、スズ系や

る。
5月31日 境　哲男 産業技術総合研究所

、60℃以上で
シリコン系な

役 7 電解液
リチウムイオン電池が登場する以前のリチウム電池開発の発端、リチウム一
失敗などの経緯を説明し、リチウムイオン電池が成功した理由やその後の進
チウムイオン電池の可能性について、電解液材料の視点から研究開発の歴

次電池の
歩や多様
史につい

チウム電池
する。また

。
6月7日 中島孝之 三菱化学

の二次電池化の
、将来のポストリ

8
ポリマー電池
（ゲル、純正ポリマー、無機固体）

安全性や電解液の耐漏液性を含めた電池全体の信頼性を向上させる技術
ら既に10数年経つポリマーゲル電解質電池の商品化技術について解説す
マー電解質および無機固体電解質の実用化への可能性についても考察す

として電
る。また
る。

化がある
溶媒成分を 6月14日 中島　薫 元ソニー

梅田阪急ビ
ルオフィスタ
ワー26階

。実用化開始か
含まないポリ

9 セパレーター

リチウムイオン2次電池セパレーターには、薄くて強く、無数の微細な連結孔を
ウン機能を発揮するポリエチレン微多孔膜が当初より使用されて来ている。古
する技術、微多孔化する技術を解説するとともに、その様々な用途の一つとし
次電池セパレータ-7について実例を挙げて概説する。

有し、異
くて新し
て大き

反応を停止
ン材料を薄
てきている 6月21日 河野　公一 東レＢＳＦ

会議室するシャットダ
膜・高度強化

リチウムイオン2

10 バインダー
ＬＩＢ に使用されるバインダーは、化学的に非常に厳しい環境下で使用され、
質と導電助剤を金属箔に接着していなければならない。こうした用途に使用さ
系及び水系のそれぞれについて詳述し、今後の開発に役立つ知識と評価技

電極圧密
れるバイ

術を提供

な巻回操作
つべき数々 6月28日

佐久間　充
康

クレハ・バッテリー・
マテリアル・ズジャパン

にも耐えて活物
の特性を、非水

11 電池評価方法

 リチウムイオン電池は技術の進歩により多種多様な電池が開発されてお
ら車載、定置用と幅広い。材料から電池まで供給する側と使う側の評価ス
車載用となると、膨大な種類また、長期間を要する評価データが必要であ
説明する。

り、その
テージは
る。それ

端末機器な
り、特に信
法について 7月5日 丹野　諭 東洋システム

どの民生用か
頼性を重視する
、何が重要かを

LIBの応用展開と
との接点

12 セルのリスクと安全対策
リチウムイオン二次電池は電解液に有機溶媒を使用し、負極も可燃物であ
がどのように起こるかを、電池材料のケミストリーから論じ、安全性を確保
いて述べる。

るため、
するため

要な課題
電池の取り 7月12日 加藤　史郎 KRI

となる。熱暴走
扱い方法につ

社会
13 電池廃棄及びリサイクル

リチウムイオン電池は一般の乾電池などとは異なり、可燃性材料を使用し
バルトなどの稀少材料を使っており、そのリサイクルが望まれる。膨大な電
の開発と同時に解決しなければならない重要課題である。その現状と課題

ており、
池の廃
を認識す

違うと危険で
ルは リチウ 7月19日 杉野　一男

日本リサイクルセンター
(元電池工業会)

ある。またコ
ムイオン電池

14 電気自動車（ＥＶ）への展開
世界的なエネルギー・環境問題への懸念から、ＥＶやＨＥＶ等の高性能環境車
を支える核心の一つは高性能二次電池の出現と性能向上であり、リチウムイ
立った特性を顕している。環境車両適用に必要とされる二次電池の諸特性に

輌への
オン電池
関して概

高まっていま
と比較し、 7月26日 任田　正之 バッテリー戦略研究センター

す。最新技術
まったく異なる際

日本の課題 15 ポストＬＩＢ
約 20 年間、世界をリードしてきた日本の LIB であるが、ＥＶ 用など大型電
ど、新たな局面を迎えている。今後のＬＩＢの方向性と各種提案荒れている
る。

池の登
ポストＬＩ

題、後発国
も含めて将 8月2日 安部　武志 京都大学

の追い上げな
来像を概説す



拠点
（開講機関）

服部　道夫

郷　茂夫

9月28日

循環型社会」へという大きな社会変
技術進歩とその成果を、化学技術による実績を中心に講師の体

 環境に貢献する化学技術

東京・茗荷谷（１）
（化学工学会SCE・Net）

10月19日 堀中新一

り、 、 、 。

２０１3年度後期 知の市場（シラバス） 継続

科目No. 共催講座 VＴ５２３ 科目名a  化学技術特論１a 副題

連携機関  化学工学会SCE・Net 水準 基礎 教室定員 70 配信定員 0 講義日時
土曜日 13：00～15：00

15：10～17：10

科目概要
戦後の廃墟の中から先進国の一翼を占めるに至った日本経済の発展に伴って生じた公害・環境問題に挑戦し解決してきた技術者は、さらに「地球環境問題」を視野に入れて「大量生産大量消費社会」から「持続可能な
革を推進するために、「環境技術」の分野での取り組みを続けている。ここでは、高度成長の終焉となる１９９０年代から２１世紀－「環境の世紀」にわたる時代のいくつかの環境分野における
験を含めて解説し、合わせてこれからの環境経営と環境技術のあり方についても言及する。

科目構成 № 講義名 講義概要 講義日 開講場所 講師名 所属

序論

1 ２１世紀に始まる新たな潮流
高度成長に伴う公害を克服し、２度に及ぶエネルギー危機も省エネのシステム
業・技術は、８０年代後半から社会面では冷戦終結による経済のグローバル化
対応し、新たな挑戦を開始している。その道筋を解説する。

イドはこれ
よる化学物

る。

と技術の開
、環境面で

題－その枯渇
められている
。

達している。
行政の目指す
の水環境の実態を知る

である。化石
用と活用に焦

を克服してき
質の自主的

発によって解
は地球規模

題となってい
イトを取り上げ

ローにより概
棄物は量が多
実情について

常茶飯事の炭
湖からの飲
を基に、中国

された。しか
ある。本講義

、PRTR法など
の悪臭苦情件

の見学は、整
企業の現場

用しながら発
して、「ダイオ

イクルは塩化
リサイクルに

クル技術、経

行）、市民（実
という壁）を解

その水環境の実態を知る

決し、実績を
の環境問題と

あげた日本の産
いう重大な課題に

2 公害・環境問題と環境規制
高度成長期には深刻な公害の発生により、厳しい法律が制定されたが、企業サ
について人々の不安が増大している。これに対する新しい手法として事業者に
制定された。これらについての歴史的考察と最近の規制の動向について解説す

堂腰　範明

9月14日
た。しかし、今日でも化学物質

な管理の改善を促進する法律が

地球環境

3 環境汚染に挑む吸着技術
地球レベルでの希薄化学物質による大気、水、土壌など生物生存のための環
として、吸着剤による吸着・濃縮が研究されてきた。ここでは、吸着剤の一つで
などその機能を概説し、大気、水など環境分野での研究と応用について解説す

要な課題
オマスの利
説する。

境汚染が問
あるゼオラ
る。

森下　悟

9月21日

化学工学会SCE・Netる。化学物質の分離・精製技術
、吸着、イオン交換、触媒性能

4 地球環境問題とバイオマス
地球温暖化現象の中で二酸化炭素問題は人類が総力を上げて取り組むべき重
二酸化炭素の問題を理解すると共に、その解決策に重要な役割を果たすバイ
低炭素社会の実現に向けてバイオマスの果たす役割とその可能性について解

道木　英之
燃料の消費に伴い増大し続ける
点を当て、近未来に予測される

5
水資源確保と
膜技術

保全のための
地球人口の爆発的な増加に伴い、これに対処するための食糧問題に引き続き
てきている。限られた水資源の有効利用のための水処理技術として、膜技術の
の現状、そして、我が国が世界に誇る膜の技術と水処理分野での応用の現況

、水資源問
応用が進

を解説する

境水準を
改善活動、

、

－が喫緊の
。この講義で 栗原　優 東レ

課題として浮上し
は、世界の水資源

6 水環境の施策と処理技術
日本は水資源に恵まれており、かつての水汚染問題の多くは解決され良好な環
ている。汚染水の発生と流出ルート、監視、法規制、国や産業の水環境管理と
り、生活排水と産業排水の処理技術を学び、また、海外例として隣国の中国を取り上げ、そ生活排水と産業排水の処理技術を学び また 海外例として隣国の中国を取り上げ

しかし、未だ不
方向、水ビジ

。

十分な部分も残っ
ネスの実態を知

7
生活環境の快
消脱臭技術

適さに貢献する
悪臭苦情件数は公害問題の上位を占めている。化学工場などの大量発生源に
いるがサービス業や家庭などの小規模排出源については悪臭苦情の解決が乏
る。消脱臭技術について解説し、快適な環境作りの方策について論じる。

どを物質フ
。産業廃
などでの

関しては
しく、毎年 鈴木　邦威

での規制により管理されてきて
数はワーストワンが実態であ

廃棄物問題への取

8 廃棄物処理の行政と業界
廃棄物には、一般廃棄物と産業廃棄物がある。これらの発生量、種類、処分な
受け、現有焼却炉３基のうち１基を廃止するための活動をしている例を紹介する
処分率が一般廃棄物の２分の１である。排出者、廃棄物の処分業・リサイクル業

廣川　一男
説する。一般廃棄物量の減少を
いが、リサイクル率が高く、最終
披露する。

お茶の水女
子大学

共通講義棟
1号館（予定）

化学工学会SCE・Net

10月5日

9 多様化した都市ごみ処理
日本においては焼却処理が都市ごみ処理の主流となり、その技術は種々の産
油や化学工業の分野で応用されていた流動層を用いた焼却炉の開発事例を紹
への流れの中に出現した新たな処理技術について言及する。

業技術を応
介する。そ

（技術・実
市場規模

堀中　新一
展してきた。その一つとして、石
キシン対策」から「循環型社会」

10 「リサイクル（R)」から「３Ｒ」へ
資源有効利用と廃棄物削減を目的とした３Ｒ推進のための行政（仕組み）・企業
活動成果を検証し、実施してわかってきた課題と困難性（例えばリサイクル品の
を通じて、企業の社会貢献とビジネス成功が両立する条件を探る。

服部　道夫
行）の諸活動スタート後１０年の
説する。あわせて３Ｒの成功例

10月12日

り組 11

12

み
廃棄物処理の
（見学と討議

現場
）

廃棄物処理についても現場を知ることが重要である。ごみ処理施設や下水処理
れ、その実態を垣間見ることさえ不可能である。ここでは、廃棄物処理や廃棄物
解を深め、廃棄物問題への提言のための基礎知識とする。

施設など
リサイクル

備された見学
を見学し、そ

者コースで行わ
の実態について理

13 持続可能なプラスチック
環境意識の高まりを受け、廃棄されても自然界で分解される生分解性プラスチ
に結びつくバイオマスを原料とするプラスチックの実用化に移り、その用途も高
微生物系、化学合成系、でんぷん系を取り上げて講師の経験を交えて解説する

ックが開発
度化しつつ
。

いる。リサ
れてきた。

クのリサイ

川田　博美
しこの数年、関心はCO2の抑制
ではその現状と課題について、

14 廃プラスチックのリサイクル

プラスチックのリサイクルは、ビジネスとしても既に半世紀もの長い歴史を持って
などの熱可塑性プラスチックに拡大し熱硬化性プラスチックのリサイクルも行わ
サイクル技術、システムが開発され実用化されてきている。ここではプラスチッ
発、リサイクルビジネス、リサイクルによる環境影響などについて解説する。

飯島　林蔵

化学工学会SCE・Net10月26日
ビニル樹脂から始まりPE、PP

は要素技術を始めいろいろなリ
済性、リサイクル製品の用途開

終りに 15
環境と安全の
国の化学工場

日中比較－中
の現場から－

高度成長を謳歌する中国。人波で溢れる都市部の繁華街。人々の笑顔と活気
省での化学工場爆発による大規模河川汚染、2007年の中国三大淡水湖のひと
安全や環境保全に関しては対応の遅れが目立つ。中国の化学工場での4年半
管理のあり方等について紹介する。

。一方、日
つである太

の現場経験 11月2日 齋藤　興司

鉱事故、2005年の東北部吉林
用水供給停止など、生産施設の

人の行動様式、中国での現場



拠点
（開講機関）

山﨑　徹

小林浩之

支える素材と化学工業

の技術が社会に与えた影響、さらに今後の発展と期待などについて、
ディティ→機能化学品）に分類し、それぞれ代表的な製品を採り上

東京・茗荷谷（１）
（化学工学会SCE・Net）

小林弘明

ム

２０１３年度後 　　知の市場（ ）期 シラバス 継続

科目No. 共催講座 ＶＴ５２３ｂ 科目名  化学技術特論１b 副題  社会を

連携機関名  化学工学会SCE・Net 水準 基礎 教室定員 70 配信定員 0 講義日時
土曜日 13：00～15：00

15：10～17：10

科目概要(300字)
化学産業は大量の優れた素材を社会へ供給し、われわれの生活を快適なものとした。これらの素材が開発された企業の研究・技術開発の取り組み方を顧みるとともに、素材とそ
実際に企業の中で技術者あるいは経営者として携わってきたシニアエンジニアが自らの体験にもとづいて論じる。化学産業(製品)を価値の連鎖から３種類（基礎化学品→差別化コモ
げることで、化学産業の全貌が見通す。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

序論 1 化学工業の特徴と役割
化学工業の歴史を振り返ると、技術革新の連続であり、その過程で経営の重心がよ
化コモディティに、そして機能化学品に移っている。日本の化学工業の付加価値生産
品をビジネスモデルの中心に据えることによりさらに発展が期待される。各論に入る

り価値の高
額は米欧に

前に化学工

い方向、つ
比べて劣る

業の全容を

環境の中
、社会に与

法と樹脂特
ス等につい

原料とする
また新たな
品）を経て誘
サ以外の、

ある。古くは
セスと共に

業の米)で
。

ばれる高機能
ンジニアリ

時インターフ
を紹介すると

た高吸水性樹
も世界の半

を代表する
材に採用

向について紹

い。この電子
子機器の

水の淡水化
処理等の膜

しかし１９世
メリカでペ

世界の発酵
った。これら

挿入され診
評価、承認

年は熱可塑
技術の進展

まり基礎化学
ものではな

論じる。
11月2日

品から、差別
く、機能性化学

11月9日

基礎化学品

2 石油化学とその誘導品

石油化学は米国で1920年に産声を上げた。日本の石油化学は1950年代末にナ
た。その後、石油化学の誘導品が金属材料、石炭・天然材料などの製品群
高度成長をけん引してきた。ナフサからオレフィン類、芳香族など中間原料（
の体系とその技術を紹介すると共に、社会にもたらした変革について述べる
シェールオイル（ガス）を原料とする石油化学についても触れる。

フサを出発
を置換し、
基礎化学
。またナフ

礎化学品で
で製造プロ

戸澤洋一
化学工学会SCE・Net

技術の導入で出発し
用途を開拓して、日本の

導品に至る石油化学
天然ガス、ＬＰＧ、そして

3 芳香族誘導品
ベンゼンで代表される環状有機化合物は芳香族と呼ばれ、化学工業に不可欠な基
原料も、現在は石油化学が主流になっている。芳香族原料から各種芳香族誘導品ま
る代表的な化合物や製品を取り上げ概説する。

牛山　啓
石炭から得られた芳香族
、現在我々の身の回りにあ

4 塩素・アルカリ製品
苛性ソーダや塩素が化学製品を製造するいろいろな局面でなくてはならない存在(い
社会のニーズに応じて変わってきた製造法の変遷（隔膜法と水銀法、イオン交換膜

変遷、重合
近のトピック

わば化学産
法）を論じる 中尾　眞

あることを述べる。その上で

差別化コモデ
ティ
（１）汎用樹脂
ム

5 塩化ビニル樹脂
塩ビ樹脂の特徴を紹介し、その上で、モノマー製造法と原料の関係、プロセス技術の
加工と製品化へのj技術の進化、製品特性、リサイクルやLCAも含めた環境特性、最

性の関係、
て述べる。 一色　実 元カネカ

樹脂から配合・
11月16日

ィ

・ゴ
6

ポリエチレン、
ン

ポリプロピレ
石油化学における最大の商品であるポリエチレンやポリプロピレンがグローバルに変
ト、環境対応性）に答えながら商品化技術を含むプロセス技術をいかに進化させてき
を論じる。

化する経営
たかを述べ

ム、また近
料ゴム製造

で、社会の訴
えてきた功罪

求（品質、コス
と今後の使命

11月30日11月30日

7 合成ゴム
合成ゴムは天然ゴムの代替品として開発され、その後新たな機能を持つ特殊合成ゴ
た。これらの原料ゴムの加工によって生まれるゴム製品の特徴を紹介すると共に、原
影響を考察する。

化学工学会SCE・Net

渡辺紘一

化学工学会SCE Net
性エラストマーが開発され

を概観し、社会に与えた

（２）機能性樹脂 8
エンジニアリン
ク

グプラスチッ
１９５０年代以降、汎用合成樹脂よりも耐熱性や強度の強い、エンジニアリングプラス
業化が活発に行われるようになった。ポリアセタール,ポリカーボネート、変性PPEなど
な特徴、用途を紹介し、社会に与えた貢献と今後のあり方を論じる。

チックと呼
代表的なエ

を占める日本
８７の主構造
に市場動

の合成樹
ングプラスチ 本間精一

元三菱ガス化学／三菱エ
ンジニアリングプラスチッ
ク

お茶の水女子
大学

共通講義棟1
号館（予定）

脂の発明と工
ックの技術的

機能性化学品
（１）先端素材

9 炭素繊維
炭素繊維は上市以来約４０年になるが、現在も日本企業が世界の生産の２／３近く
シャフトなどのスポーツ用品が用途の主流であった時代を経て、昨今はボーイング７
くて軽い構造材料としての地位を固めつつある。炭素繊維の歴史、製造法、特徴並び

先端材料で
されるなどよ

介する。

12月7日

12月14日

ある。ゴルフ
うやく本来の強

10 逆浸透膜
世界の人口増加により水不足に悩む人が増えている。その対策の一つとして逆浸透
消に貢献してきた。逆浸透膜の成り立ちと海水淡水化の実際を説明し、あわせて浄
れ、今後の飲料水全般の在り方について考える。

は比較的多
料技術が電

膜による海
水装置・排水 栗原　優 東レ

装置が普及し、水不足解
ろ過技術についても触

11
電子材料（デ
料）

ィスプレイ材
電子機器の分野では、一つの技術革新を契機に非常に大きな市場が形成される例
のが、非常に多岐に亘る材料技術で、日本が得意とする分野でもある。どのように材
ディスプレイ分野を例に取り上げて、解説する。

大林元太郎
機器の発展を支えている

発展に寄与してきたかを、

12 高吸水性樹脂
紙おむつを破ると、中にパルプと一緒に白い粉末が入っている。これが３０数年
で、水だと１ｇで約５００ｃｃ、尿だと約４０ｃｃを吸収して離さな
る。この樹脂の開発経緯と展望を紹介する。

前に開発され
い。本樹脂は日本で開発され、今で

等の体内に
もに、臨床

脂と言わ
分を日本企 増田房義 三洋化成工業

12月21日

れる高分子材料
業が生産してい

13 医療用樹脂と医療機器
医療機器には、人工腎臓、人工心肺等の生体機能代替臓器やカテーテル、内視鏡
ある。人工腎臓を例に、各種化学素材の開発経過や化学工学の寄与を紹介するとと
されるまでの高いハードルについても言及する。

断・治療に使
取得など、医 國友哲之輔 化学工学会SCE・Net

われるものが
療現場で実用

（２）バイオテク
ジー製品

ノロ

14 発酵製品

人類は大昔(ＢＣ2000年～ＢＣ3000年)から発酵工程を使用し
生物の働きであるということを証明するまで人はそのことを知らなかった。それ以降
が発展したが、日本では代謝制御発酵が登場し、アミノ酸、核酸等の生産ができる
かしそれ以来アメリカを中心とした遺伝子組み換えの技術が登場し、発酵に活用され

戦した。当
。その過程

味噌、醤油、酒等を生産していた。
イギリス、ア

ようになり、
るようにな

紀にパスツー
ニシリン等の
の一躍トップ
の経緯を紹

森永　康 日本大学生物資源科学部

1月11日

ルがこれは微
抗生物質発酵
に躍り出た。し

介する。

15 生物医薬
今から４０年前、繊維企業が正常細胞の大量培養によるインターフェロンの開発に挑
も定かではなく、無謀といわれる中、悪戦苦闘の末、医薬品としての承認を獲得した
与えた影響と、その後のモダンバイオテクノロジーの発展について論じる。

ェロンはタン
共に、この 山崎　徹 化学工学会SCE・Net

パク質の構造
技術が社会に



拠点

、エネルギーの種類と寄与率を紹介する。第２段階はエネル
施設と技術を紹介する。第４段階はエネルギーの

ー利用効率の向上方法を提案する。

東京・茗荷谷（２）
（化学工学会ＳＣＥ・Net）

中村　泰三

NPOブルーアース

茶の水女子

義棟 1号館

松村　眞
（NPOブルー

２０１３年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 関連講座　VT５３２ 科目名 エネルギーシステム論 副題 エネルギーの供給と利用の変革

連携機関名 NPOブルーアース 水準 基礎 教室定員 70 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

  土曜日 １０：００～１２：００

科目概要(300字)
日本のエネルギー問題について、正確な知識を体系的に習得してもらうことを目標に、講義を４段階で構成する。第１段階はエネルギーの構成で
ギーの供給で、天然ガス、石油、電力の生産と供給の仕組みを紹介する。第３段階はエネルギー供給基盤で、主なエネルギーの採掘・輸送・貯蔵に必要な
利用で、エネルギーを効率的に利用する技術を紹介し、最後に身近な家庭の省エネルギー対策と、ライフスタイルや社会システムの変革によるエネルギ

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 所属講師名

エネルギーの

1 エネルギーの需要と供給
エネルギー全般の現状と今後の展望を、日本および諸外国のエネル
成の変遷、エネルギーのコスト、化石燃料の環境影響、今後のエ
含めて総合的に解説し、エネルギーシステムの認識の共有化を

ギー需要
ネルギー
図る。

需要構成

と供給、主要
需給展望

サプライチ
熱利用、LN

需要構成
製造装置、Ｌ

供給能力、
ドの概要と

石油製品の品質

国における
などの視点

ェーン、天
Gと天然ガ

、石油製品の品質
ＰＧ製造装

ンプについ
、他）、ＣＧＳ

解説する。

、家庭の電力
と導入に

て紹介する

設、石炭とウ
ルギー施設
紹介する。

の歴史、電
二次電池の

貯蔵の特
のためのエ
。

送電と配電
機能、発電

エネルギー
から、海外 9月14日

9月21日

9月28日 お

構
も

構成 2 再生可能エネルギー
再生可能エネルギーの利用形態を、再生可能エネルギーの種類、太
熱発電の設備、太陽熱温水器とソーラーシステム、風力発電の設備
の利用形態、再生可能エネルギーの経済性と固定価格買い取り制度

NPOブルーアース
化学工学会SCE・Net

持田　典秋
陽光発電の原理と種類および設置状況、太陽

、地熱発電の原理と設備、バイオマスエネルギー
などを例に、紹介する。

3 非在来型化石エネルギー
世界のエネルギー供給に大きな影響を与える非在来型化石エネルギ
ガス系（シェールガス、タイト（サンド）ガス、コールベッドメタン、メタン
ンド、タイトオイル、オリノコタール）、石炭系（石炭の液化とガス化）な

茶の水女子
大学 共通講

ーの資源量、採掘方法、供給ポテンシャルを、
ハイドレート）、石油系（オイルシェール、オイルサ
どを例に解説する。

エネルギーの

4 天然ガス供給の仕組み
天然ガスの供給システムを、天然ガス資源と日本のＬＮＧ消費量、
掘、天然ガスの液化、LNGの海上輸送、LNGの受け入れ基地、
然ガスの利用方法と利用形態を例に 体系的に解説する。

天然ガス
LNGの冷

然ガスの採
スの輸送 10月12日 神田　稔久 化学工学会SCE・Net

義棟 1号館
302室、天

供給 5 石油燃料供
石油燃料の製造と供給の仕組みを 製油所の立地状況と処理能力

給の仕組み
石油燃料の製造と供給の仕組みを、製油所の立地状況と処理能力、
と収率、石油精製装置の構成、常圧蒸留装置、ガソリン製造装置、灯
よび重油の脱硫装置、石油燃料の環境影響と環境対策などを例に

石油製品の種類と石油製品の種類と
・軽油の

解説する。
置、灯・軽油 10月26日 松村　眞

NPOブルーアース
化学工学会SCE・Net

お

6 発電と送配電の仕組み
電力の供給システムを、発電方法の種類・原理と出力規模、日本の
の電圧水準と電線の種類、および変電所が果たす役割を含む）、スマ
電気料金の仕組みなどを例に体系的に解説する。

電力需要と
ートグリッ

の仕組み（
と送電の分 11月2日

11月9日
お

11月16日
お

送電
離、

エネルギーの

7 エネルギーの供給基盤
エネルギーを需要家や消費者に届ける輸送や貯蔵の方法と設備を、
設と積出施設、石油・天然ガス・石炭・ウランの海上輸送路と荷揚げ
とその処理・処分方法、エネルギー供給および管理施設のリスクとそ

石油と石
・貯蔵・備蓄
の対策な

炭の採掘施
設備、エネ

どを例として

茶大・人間
文化創成科
学棟405室

岸田　隆夫 ＮＰＯブルーアース

アース、、化
学工学会
SCE・Net）

ランの採掘施
からの排出物

基盤 8 電池の種類と特徴
電池（生活に身近な電池から産業用の大型電池まで）の種類と特性
電池・二次電池・太陽電池・燃料電池）、一次電池の種類と原理、一
二次電池の特性と用途、燃料電池の原理と特性を例として解説する

を、電池の
次電池の特
。

発明と発展
性と用途、

茶大・共通
講義棟1号館
302室

瀧本　憲一
池の種類（一次
種類と原理、

9 電力貯蔵のニーズと技術
電力の需要と供給の調整や、非常用などに必要な電力貯蔵のニーズ
の種類と特性、電力供給側の電力貯蔵ニーズ・電力需要側の電力貯
電力貯蔵方法の種類と特性、電力貯蔵のニーズとシーズの適合性な

と技術に
蔵ニーズ
どを例と

ついて、電力
、電力貯蔵

して解説する

性、電力供
ネルギー変 11月30日 未定 松村　眞

NPOブルーアース
化学工学会SCE・Net

給者
換、

エネルギーの効
な利用

10
コジェネレー
ヒートポンプ

ションと
電力と熱の両方を必要とする場合に効率の高いコジェネレーションシ
レーションシステム（ＣＧＳ）の原理、ＣＧＳの種類と特性（ディーゼルエ
ヒートポンプの原理、ヒートポンプの種類と事例（産業用、業務用、家

ステム、
ンジン、ガ

庭用）など

およびヒートポ
スエンジン
を例として

定量効果を
機器の更新
どを例とし

て、コジェ
の稼働状況 12月7日 中村　修三 ＮＰＯブルーアース

ネ
、

率
11 家庭の省エ

的
ネルギー

誰にでも共通の身近な家庭生活のエネルギー消費を対象に、省エネ
電機器の使い方による省エネ、電力家計簿による診断事例、影響
アコン、冷蔵庫、食器洗い乾燥機、給湯器、太陽熱温水器、ＬＥ

の方法と
の大きい
Ｄ電気）な

消費構成
よる省エネ
。

12月14日

12月21日

お
大学　共通講

、家
（エ

12
社会システム
省エネルギ

の変革による
ー

われわれのライフスタイルと、社会システムの変革による省エネルギ
１日あたりの資源消費量、ライフスタイルの変革による省エネ・省資源
源、社会システムの変革による省エネ・省資源などを例として具体

化学工学会SCE・Net
302室 松村　眞

ーへの寄与を、日本のマテリアルバランス、１人
、ビジネススタイルの変革による省エネ・省資

的なメニューで紹介する。



拠点
（開講機関）

検証する

　東京・日本橋本町
（関東化学、お茶大LWWC増田研）

入って以後、開発された非在来型資源（とりわ
最大限実現するための条件を考える

国際石油 維持及び 創設の意義を国際石油産業の流れの中で検証す

２０１３年度前期 　　知の市場（シラバス） 新規

科目No. 共催講座 KT５３３ 科目名  新国際石油論 副題 　石油供給構造の変化がもたらす政治的・経済的意味を

連携機関名  社会技術革新学会 水準 中級 教室定員 40 配置定員 0 講義日時 火曜日１８：３０～２０：３０

科目概要
今日、石油は経済活動・社会生活の根幹をなし、国際経済と国際政治そして生活の安全保障に大きな影響をもたらす。20世紀は、「石油の世紀」といわれたが、２１世紀に
け、シェール層資源）は、21世紀も暫くは「石油の世紀」が続くことを示唆している。本講義においては、石油産業の成り立ちと石油の持つ地政学的な意味をおさえ、石油資源の価値を
とともに、石油の持つ政治的・経済的な意味を世界史的観点から論じる。

科目構成 № 講義名 講義概要 講義日 開講場所 講師名 所属

石油供給のエネルギ
給における位置

1 はじめに（石油産業の諸要素）
石油産業の構造、部門別特徴、資源賦存状況、生産動向、貿易構造を確認するととも
給の位置を検証する。

に、一次エネルギー供給における
4月9日

4月16日

4月23日

4月30日

5月7日

5月14日

5月21日

5月28日

石油供

6月4日

6月11日

6月18日

6月25日

7月2日

7月9日

7月16日

ー供
2 一次エネルギーとエネルギー変換

一次エネルギー供給の推移、エネルギー変換と二次（最終）エネルギー需要構成の推
ネルギー供給態勢の前提条件を確認する。

移、電源構成の推移を踏まえ、将来のエ

3 エネルギーと経済（弾性値）
エネルギー消費と経済活動、エネルギーの消費弾性値の構造変化を概観し、その国際
の有効性を評価し、将来のエネルギー供給態勢を構想する上での基礎条件を検証する

比較を行う。併せて、省エネルギー対策
。

石油産業の要素（部
展開）と戦略的意味

4 探鉱・開発・生産部門における技術革新
近代石油産業は、米国のペンシルバニアで始まった。当初の掘り抜き井戸方式による
徐々に深くなった。上流部門は、その後沖合油田開発に向かう。近年では、第三次元地
術革新が油田開発、生産に貢献している。それらの上流部門の技術革新が石油供給

掘削深度はロータリー方式の導入により
震開発、水平掘り、水圧破砕などの技

に果たした意義を検証する。

門別
5 輸送部門における技術革新

石油産業の中東石油開発は、輸送規模、輸送距離の大きさからタンカーの大型化を必
等に関する技術革新によりもたらされたタンカーの大型化は、世界の石油供給をどう変

要とした。溶接技術、鋼材の圧延技術
えたかを検証する。

6 精製部門における技術革新
原油は当初、灯油の採取が目的であった。以後、ガソリン、軽油などが順次利用可能と
技術を初めとする精製技術の進歩、関連の技術革新である。精製部門の技術革新がも
化の社会的意義を、連産品としての特徴を踏まえ、検証する。

なったが、それを可能にしたのは分留
たらした産業構造・製品需要構造の変

7 販売部門における技術革新
販売部門における販売・在庫管理、計量機、地下タンク、漏油対策、環境対策を給油所
プライチェーン全般の現状と課題を抽出し、生活の安全保障の確保に果たす石油産業

動向を中心に考える。併せて、石油サ
インフラの社会性・公共性を検証する。

国際石油産業史と世
政治・経済

8 国際石油カルテルの形成とOPECの台頭
近代石油産業をスタンダード石油の歴史を中心に振り返り、国際石油カルテルの内容
油会社（メジャー）の一方的な公示価格引下げに対する産油国の反発が、1960年9月O
国際石油カルテルの維持及びOPEC創設の意義を国際石油産業の流れの中で検証するカルテルの OPEC

を確認する。次に1950年代後半、国際石
PEC創設への直接的な原因になった。

関東化学ビル 帝京平成大学
る。

9 1970年代の石油危機と消費国の対応
1970年代、世界は二度の石油危機を経験した。第一次石油危機が勃発し原油価格は
ポット価格は4１ドルに上昇した。消費国側は、石油供給源の多様化、非OPEC石油開発
ルギー開発により、石油危機の克服を試みた。それらの措置の内容を確認し、後の石

別館3階
研修室

須藤　繁 経営マネジメント学科
教授４倍に上昇、第二次石油危機時にはス

、省エネルギー、長期的には代替エネ
油情勢へ与えた影響を検証する。

界の

10
1980年代の石油情勢（石
とサウジアラビア）

油価格の崩壊
1980年代前半、OPECは非OPEC産油国の台頭により市場シェアを大きく失い、1983年
の導入を余儀なくされた。しかしながら、原油価格は1986年10ドル割れした（原油価格
き要素を抽出し、産油国・消費国双方から支持される石油価格水準の実現は可能かを

3月原油価格５ドルの引下げと生産協定
の崩壊）。　原油価格の崩壊から学ぶべ
検証する。

11
湾岸戦争の今日的意義（1
油情勢）

991年代の石
1990年8月湾岸危機の勃発により原油価格は約40ドルに上昇したが、産油国の増産に
湾岸戦争終了後、原油価格は戦争勃発前の水準に収束した。1990年代は先物市場の
める市場連動価格の時代が定着した。市場連動価格時代の特徴を抽出し、石油の持

より大きな混乱には陥らず、1991年4月
活況化を背景に、原油価格は市場が決

つ経済的影響の大きさを検証する。

12
資源ナショナリズムの再昂
融商品化（2001年以後の

揚と石油の金
石油情勢）

2001年以後の原油高騰の原因は、ファンダメンタルズと投機的要素の相乗効果である
恒常的石油需要増、産油国余剰能力の払底等に加えて、資源ナショナリズムの再昂揚
ファンドの活動等の投機的要素、金融市場の影響が挙げられる。石油価格水準を規定
る。

。前者の要素には、新興国を中心とした
が挙げられる。また、後者には、ヘッジ
する要素とその本来的価値を再検証す

石油供給の将来展望
界秩序への影響

13 オイルピークとシェールガス革命
ピークオイル論の内容を確認すると共に、近年米国から開発が始まった非在来型資源
を大きく変えつつある非在来型資源（シェール層）の開発の方向とエネルギー地政学の

開発動向を振り返り、世界の石油地図
変化を検証する。

と世 14 自動車と自動車燃料の歴史
20世紀は、石油の世紀といわれたが、自動車の世紀でもあった。ハイブリッド車、電気
的普及が石油精製業、石油供給構造をどのように変えるのか。自動車と自動車燃料の
車・自動車燃料を展望し、石油供給構造と社会インフラへの影響を検証する。

自動車、燃料電池自動車の登場、本格
歴史を振り返るとともに、将来の自動

15
講義のまとめ（3・１１後のエ
勢）

ネルギー情 日本の一次エネルギー供給構造の推移をフォローすると共に、各国の脱原発、再生可
向を、産業構造の変化を視野に入れて検証し、石油産業の将来を展望する。

能エネルギー開発、省エネルギーの方



拠点
（開講機関）

アラビアは世界最大の石油資源保有国とし
り、日本はサウジとの貿易・投資関係の拡

う喫緊のニーズを抱える。戦

の意味を考える

東京・お茶の水女子大学
（お茶大LWWC増田研）

２０1３年度前 　　知の市場（シラ ）期 バス 新規

科目No. 共催講座 CT５３４ 科目名 　サウジアラビア特論 副題  生活の安全保障の視点からサウジアラビア石油の安定供給の日本にとって

連携機関名  社会技術革新学会 水準 中級 教室定員 40 配置定員 0 講義日時 水曜日１８：３０～２０：３０

科目概要

サウジアラビアが我が国にとって最大の供給国である石油の供給は、経済・産業活動のみならず、国民生活の安全保障にとって最重要課題の一つである。サウジ
て穏健な価格政策で石油市場の維持拡大を目指し、石油市場の安定性を確保しようとしている。こうした石油政策は無資源国である日本として尊重すべきものであ
充を通じて互恵的な関係に立ち得る。今日サウジアラビアは人口爆発、若年層比率の急増を背景に、雇用機会の創出、教育訓練プログラムの拡充、女性の社会進出の確保とい
略的互恵関係の強化を両国の将来関係の基礎に位置づけ、多様な分野で重層的な関係を構築することが重要である。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

はじめに 1
はじめに／サウジ
多様性

アラビアの 講義の問題意識と到達点を確認した後、導入としてサウジアラビアの多様性を、地理、地質
ルギー供給に占める現在及び将来の石油の位置を確認し、石油の経済活動・社会生活にと

、気候面か
っての重要

ら確認する。併
性を検証する

せてエネ
。 4月17日

4月24日

5月1日

5月8日

5月15日

5月22日

5月29日

6月5日

6月12日

6月19日

6月26日

7月3日

7月10日

7月17日

7月24日

サウジアラビ
アの歴史

2
石油発見前の歴史
アラビアの本質

とサウジ サウジアラビア社会には、石油の発見により変わった部分と変わらない部分がある。変わら
し、その本質を部族社会の伝統、サウド家とシェイク家の同盟の点から確認する。

ない部分の中で重要なものを抽出

3 1970年代のサウジアラビア

第一次石油危機は、様々な要因(複合要因）により勃発した。その中で、石油生産増を背景
る発言力を高めた。同時期における産油国の影響力増大を検証する一方、様々な指導者が
交、石油戦略、とりわけサウジアラビア第三代ファイサル国王が果たしたリーダーシップと、
検証する。

にサウジアラビアは国際社会におけ
登場した国際政治舞台で、石油外

国内で取り組んだ社会改革の意義を

4 1980年代のサウジアラビア
1970年代の石油価格の引上げによる石油収入増を背景にサウジが1980年代に取り組んだ
りの基本理念を確認する。併せて、1980年における同国石油政策を生産調整策の面から位

経済開発目標を確認し、当初の国造
置付ける。

5 1990年代のサウジアラビア 1990年8月に勃発した湾岸危機・湾岸戦争がもたらした影響、その後、展開された社会改革への対応を検証する。

6 2000年代のサウジアラビア
2001年9・11同時多発テロは、サウジ社会に何をもたらしたか。その後の王政批判にサウド
する。

王家はどのように対応したかを検証

世界の中の
ウジアラビア
（サウジアラ
アの位置）

7 世界とサウジアラビア
石油埋蔵量、原油生産能力、余剰産油能力の点から、サウジの世界に占める位置を確認し
認する。石油供給途絶時における余剰産油能力の動員による供給増・価格鎮静化に最大限

、石油政策立案の背景・必然性を確
貢献してきたことを検証する。 お茶の水女子

帝京平成大学

8
石油価格高騰時に
応

おける対 2004－08年7月の原油価格の高騰及び同7月以後の下落の背景を確認する。同時に、金融
抑え、その間サウジアラビアが実施した石油政策、金融政策の意義と限界を検証する。

市場のエネルギー市場への影響を
大学

共通講義棟
1号館

須藤　繁 経営マネジメント学
科　教授

サ

ビ
9

石油発見、主な油
原油

田と生産 1930～40年代における石油開発をレビューし、サウジアラビアにおける主な油田と生産原油
政策のユニークさの背景を検証する。

の特色を抑え、サウジアラビア石油

10 石油産業の全般的統合
サウジアラビア石油産業を、上流と下流部門の統合という観点から現発展段階を確認する
業の裾野を広げ、更なる下流分野の展開を図ろうとしている。主要プロジェクトの目標達成度

。サウジアラビアは今日石油化学工
と実効性を検証する。

11 石油時代はいつまで続くか
ピークオイル論、イージーオイルの終焉、地球温暖化対策の内容とそれらに対するサウジア
に、近年の非在来型資源（シェール層）の開発はサウジの石油戦略にどのような影響を与え

ラビアの基本的立場を確認すると共
得るかを検証する。

サウジアラビ
アと日本の将
来展望

12
サウジアラビア経済
画の進展

開発計 9次に亘り策定されたサウジアラビア経済開発五カ年計画の内容を振り返ると共に、今次4ヶ
認する。また、農業開発、鉱業開発の現状と将来の方向を確認し、各次経済計画の目標達

年計画の戦略目標と重点課題を確
成度と実効性を検証する。

13 サウジアラビア社会の変容
近年サウジアラビアで展開された地方議会選挙における女性参政権付与、女性への自動車
共に、女性選手五輪参加等のトピックスの意義を考える。

免許付与問題の進展を検証すると

14
サウジアラビアの人
プログラム

材開発 サウジアラビアは人口爆発、若年層比率の急増を背景に、雇用機会の創出、教育訓練プロ
ために、様々な人材開発プログラムを導入している。具体例の実際の展開を跡付け、その実

グラムの拡充という課題を実現する
効性を検証する。

15
日・サ関係の歴史
望

と将来展 日・サ関係を歴史的にを跡付けながら、２００７年５月に安部総理（当時）とアブダラ国王の間
定の内容、及び、サウジアラビアの今日的課題と克服のための条件を検証し、日本の関わ

で締結された両国の戦略的互恵協
りについて論じる。



講義場所

4月11日

伊藤　芳康
菱永鑑定調査代表取締役社

、金融機関として果たすべき役割をふまえつつ、収益
。

、リスクとリターンの正体を探る

　東京・西早稲田（４）MUBK
（三菱UFJトラストビジネス）

２０１３年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 ME５４１ 科目名  金融特論2 副題  金融業務を通じて

連携機関名   三菱UFJトラストビジネス 水準 中級 教室定員 40 配信定員 0 講義日時 木曜日18:30～20：30

科目概要(300字)
金融機関の業務範囲が拡大を続けている中で、リーマンショックのような世界全体に影響を及ぼす規模の激震が実際に起きている。運用、投資、および与信を中心に
チャンスとリスクについて、各業務の最前線での経験ならびに銀行としての専門性に基づき考察する。2013年度は年金基金の課題について１講義を追加する

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 教室 講師名 所属

市場運用を考

1 投資理論とマーケット
最初に導入として金融を考察し、日本における金融市場の特徴、信託銀行
の1つである運用関連業務をとりあげ、その基本となっている金融理論、投
ら説明する。

の役割な
資理論を

したが、そ
かを検証

つ、中国

どを概説
、特に現

捉える。そ
る。

託の組
手数料（報

考える。

事務その
を明らか

レームワ
て考える。

るされるの

銀行を分

産もグロ
その変遷

がおきて
講者とと

、政府機

たして来

する。その
実世界との

後に重要な業務
対比を用いなが

2 金融危機と危機管理（1）
実際の運用経験を元に、経済動向やイベントなどにより市場がどのように
る。

4月18日

長
反応するかを紹介しながら、その理論面を考え

える 3
資産運用を考
年金制度と運

える（1）
用

日本の運用マーケットの発展および現状を概観し、国際比較等を通じてそ
な影響力を持つ年金運用マーケットをとりあげ、その現状、課題と今後の展

の特徴を
望を述べ

の中で機
4月25日 岡田　康

三菱ＵＦＪトラストビジネス
代表取締役会長

関投資家が大き

4
資産運用を考
投資商品の発

える（2）
展と課題

個人投資の大きなツールとなっている投資信託とその業界を展望する。とく
な課題などを説明しながら、投信利用の意味や最新動向などについて販売
広い視野からのあり方を検証しながら、今後の展望を論じる。

に投資信
方法や

み方と運用
酬や手数 5月9日 代田　秀雄

三菱UFJ信託銀行
投資企画部長

の手法、実務的
料税制など）を幅

5
アジア経済（中
中心として）

国の経済を
現在香港に駐在して身近に中国に接している、商社勤務時代からの経験を踏まえつ 経済の実 5月16日 臼木　孝

ゆうちょ銀行
執行役調査部長

相を説明する。

金融と危機管

6 銀行与信と失われた１０年
１９９０年台から２０００年にかけバブルの崩壊によって銀行の不良債権処理
や企業格付けによる与信判断の変貌と企業再生のあり方がどのように変わ

が急増
ってきた

の間の銀
する。

5月23日 吉田　茂生
キーストーン・パートナース
代表取締役会長

行与信の考え方

7 企業再生
不良債権処理が本格化するとともに、企業の再生に内外の金融機関やファ
課題とともにこれからの再生の望ましいルートを考えていく。

ンドが果 た役割を展
5月30日 堤　智章

キーストーン・パートナース
代表取締役

望して、今後の

理 8 投資銀行の役割
元モルガン・スタンレーパートナーである講師がゴールドマン・サックスなど
役割を検証する。

米国投資 析し、その
6月6日 斎藤　聖美

ジェイ・ボンド東短証券
代表取締役社長

早稲田大
学西早稲

田キャンパ

強大なパワーと

9 金融危機と危機管理（2）
リーマンショックによる金融機関の対応について、経済状況や個別金融機
見直すとともにその原因・解決策を探る。

関の行動 関の動きな
6月13日 中村　裕一

三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ証券
常勤監査役

スどから総合的に

10 年金基金の今後のあり方
年金基金の制度的な問題点と運用における具体的なリスクの許容度はどこ
出型の運用危機についても述べる

までゆ か、また個
6月20日 浦田健一郎

年金基金連合会前j常務理
事

人年金確定拠

社会的ニーズ
広がりと金融

11
不動産投資マ
託銀行の不動

ーケットと信
産業務

不動産証券化の進展により、不動産と金融は密接不可分な関係になり、日
れた。本講義では、グローバル化された日本の不動産マーケットにスポット
とともに、信託銀行の不動産業務について述べる。

本の不動
をあて、

ーバル投
及び課題に 6月27日 橘田　万里惠

三菱ＵＦＪ信託銀行
不動産ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ部副部長

資に組み入れら
ついて考察する

の

12
拡大する相続
ス

関連ビジネ
高齢化とともに遺産をめぐる紛争が複雑化し、家族間離間・遺産紛争などの
の効果や執行管理する受託者である信託銀行の役割を豊富な実例から紹
考える。

諸問題
介し、受

きている。こ
もに「遺言」 7月4日 大石　真輔

三菱UFJ信託銀行青葉台支
店資産運用室課長

うした際に遺言
効果をもう一度

機関

13 事務ミスを防ぐ知恵と技術
「事務」は、金融サービス提供に不可欠な機能である。とりわけ信託銀行に
仕事の本質を探り、「事務ミス防止」という普遍的な課題と取り組む際に必要
ゆるオフィス、事業で応用可能な知恵と技術を学ぶ。

とっては
な視点

ものに商品
にした上で 7月11日 宮崎　敬

エム･ユー・トラスト・アップル
プランニング
常務取締役

性が伴う。この
、行政を含むあら

14
年金制度を巡
ワークと諸問

るフレーム
題

年金制度について、その存在意義について理論的な考察を加えた上で、基
較しながら、金融資本市場に与える影響を加味しつつ、望ましい制度と運営

本的なフ
につい

ークを解説
7月18日 佐野邦明 三菱ＵＦJ信託銀行専門顧問

。各国制度を比

まとめ 15 総括 これまでの講義を通じて社会・企業と銀行を中心とした金融の役割を受講者とともに 7月25日 岡田　康
三菱ＵＦＪトラストビジネス
代表取締役会長



拠点
（開講機関）

かを充分に理解する必要がある。特に、１９８０年代以降、世界の知的財産
る方に限る。

 東京・日本橋室町
（三井不動産、お茶大LWWC増田研）

弁理士、政策研究大学院大学・九州工業

澤井智毅 経済産業省特許庁総務部国際課長

三井別館
1階会議室
No.1・No.2

２０１３年度後 　　期 知の市場（シラバス） 継続

科目No. 共催講座 GT５５１ 科目名  知的財産権論 副題  知的財産権制度の基本と各国の特徴

連携機関名  プロメテ国際特許事務所 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時 水曜日 １８：３０～２０：３０

科目概要
ＷＴＯ体制の発足により世界経済の自由化が進展する中、知的財産権の重要性は益々高まっている。そもそも知的財産権とは何なのか、企業経営におけるその意義とはなに
権制度をリードしてきた米国の実態、そして近年台頭するアジア各国の現状の理解は不可欠である。受講対象者は産業界の方で、知的財産権関連業務に従事されている方、又は興味のあ

科目構成 № 講義名 講義概要 講義日 開講場所 講師名 所属

知財制度の
本と概要

1 全体概要 そもそも知的財産権とは何か？その歴史と本質、企業における知的財産権保護の意

おける出願

における出

おける出願

義、国際動

う。

特に、日本

に、社会主

外におけ

許庁創設に

て論じる。特

向等につ 9月25日

10月2日

いて論じる。

基

2 特許制度概要 日本法を中心に特許制度の基本について論じ、主要諸外国との比較を行う

プロメテ国際特許事務所　所長、弁理士田村　爾

。

3 意匠、商標制度概要 日本法を中心に意匠制度、商標制度の基本について論じ、主要諸外国との比較を行 10月9日

10月16日4 著作権、不正競争行為概要 日本法を中心に著作権、不正競争防止法の概要について論じ、主要諸外

渡邉知子 渡邉国際特許事務所　所長、弁理士

国との比較を行う。

企業におけ
財戦略

5 食品分野
食品産業における知的財産権戦略の実例（経営戦略・事業戦略との関係、
いて紹介する。

国内外に 、登録、権
10月23日 竹本一志

サントリーホールディングス
知的財産部部長

利行使など）につ

る知
6 自動車分野

自動車産業における知的財産権戦略の実例（経営戦略・事業戦略との関係
ついて紹介する。

、国内外 願、登録
10月30日 海野貴史

日産自動車
ＩＰプロモーション部

、権利行使など）に

7 化学分野
化学産業における知的財産権戦略の実例（経営戦略・事業戦略との関係、
いて紹介する。紹介す 。

国内外に 、登録、権
11月6日 松橋泰典

日本曹達
知的財産部部長

利行使など）につ
知的財産部部長

8 ベンチャー企業
ベンチャー企業における知的財産権戦略の実例（経営戦略・事業戦略との
ど）について紹介する。

関係、国内 る出願、登
11月13日 篠原敬治

しのはらプレスサービス
取締役社長

録、権利行使な

各国知財制
の概要

9 米国知財制度の概要１

の概要２

世界的に特異な制度を有し、かつ日本として最も重要な米国知的財産権制
ロパテント政策の本質、及び日本企業として最も注意すべき米国精度の特

度につい に、８０
11月20日

11月27日

年代以降の米国プ

10 米国知財制度

徴点について紹介する。

11 欧州知財制度の概要１

の概要２

日本の知的財産権制度のモデルとなった欧州の制度について論じる。特に
惑、利害調整の実態等について紹介する。

、欧州特 至った経

12月4日

12月11日

緯、域内各国の思

12 欧州知財制度

田口昌浩 経済産業省特許庁審査第三部審査長

度
13

東南アジア各国
概要１

知財制度の

知財制度の

経済成長が続くＡＳＥＡＮ各国を中心とする新興国における知財制度につい
イ、インドネシア、ベトナムを中心に法整備の現状と将来的課題について紹

て論じる。 企業の進

12月18日

12月25日

出が加速するタ

14
東南アジア各国
概要２

介する。
田村　爾 プロメテ国際特許事務所　所長、弁理士

15 中国知財制度の概要１

の概要２

日本経済の将来を左右する中国における知的財産権制度の概要について
家戦略のもとに構築された異質な制度と、日本企業として注意すべき点を
超えるとも言われる中国等における模倣品被害の実態、発生要因、日本企

論じる。特 義市場経

1月8日

1月15日

済と言う特異な国

16 中国知財制度

中心に紹介する。また日本の被害額は２０兆円を
業としての対策のあり方について論じる。

日高賢治
大学客員教授、早稲田大学講師



拠点
（開講機関）

東京・お茶の水女子大学
（お茶大LWWC増田研）

０

わけではなく、一般に企業に関する法律の全般をい
基礎に考えるとともに、これらの法律

２０１３年度前 　　知の市場（シラバス）期 新規

科目No. 共催講座 CT５７１ 科目名  企業法の基礎 副題 　現代人の基礎的素養としての企業法の基礎

連携機関名
お茶の水女子大
ワールド・ウオッ
（増田研究室）

学ライフ
チセンター 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時  水曜日 １８：３０～２０：３

科目概要(300字)
現代社会は多様なリスクに満ちている。法律の理解は、経済社会の仕組みの把握とともに、こうしたリスクの管理に資する。企業法とは、特定の法律を指す
う。これらの法律のなかで会社法と金融商品法を対象として、企業活動にこれらの法律がどのように関わっているかを分析して説明する。現場の企業人としての問題意識を
の基本にある法理の理解に資することをめざす。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

株式会社の歴史
と基本

1 共同事業と株式会社
共同で事業を行う場合の組織形態の選択肢を示すとともに株式会社
式の譲渡性など）を解説する。

の基本的特質（法人格、有限責
4月17日

4月24日

5月1日

5月8日

5月15日

5月22日

5月29日

6月5日

6月12日

6月19日

6月26日

7月3日

7月10日

7月17日

7月24日

任、株

2 株式会社の歴史
近代的株式会社の起源について解説しながら英米などにおける準則
た、株式会社とそれを取り巻く制度の日本における歴史を紹介する

主義への移行について説明する。ま
。

3 株式会社の設立 株式会社の設立手続は会社法によりやや簡素化されたが、その概要と法的諸問題について解説する。

4 株式 株式の法的性格について解説しつつ、普通株式と種類株式の特徴と意義を説明する。

企業統治

5 経営機構（1） 株式会社の機関としての株主総会と取締役及び取締役会について解説する。

6 経営機構（2） 株式会社の機関としての監査役及び監査役会とその他の機関について解説する。

7 企業統治の実際（１）
コーポレート・ガバナンスは古くて新しい問題であり、国際的にも関心
ナンスを巡る諸問題について歴史的経緯を踏まえ解説し、国際比較

西村あさひ法律事務所

の高い課題である。コーポレート・ガバ
を試みる。

8 企業統治の実際（2） 日本における会社法制の見直しを含むコーポレート・ガバナンスの今 栗原　脩後の課題について論じる。
弁護士
（元日本興業銀行取締
役証券部長）

お茶の水女子
大学

共通講義棟

企業の拡大と展

9 資金調達（1） 新株発行や社債の発行による株式会社の資金調達法の実際とそれに係る法的規制について解説する。

1号館

10 資金調達（2）
資金調達におけるディスクロージャーについて解説するとともに、金
ジャーの法理とその歴史について説明する。

融商品取引法におけるディスクロー

開

11 組織再編（1）
合併、事業譲渡、会社分割、株式交換、株式移転などの組織再編の
の概要を解説しつつ、その問題点を論じる。

諸類型とそれぞれに対応する法的手続

12 組織再編（2）

市場との関係

13 公開買付け
公開買付けの実際とそれに係る法規制を解説する。公開買付けは
のコーポレート・ガバナンスにおける意義についても考察する。

「会社支配権の市場」ともいわれるが、そ

14 不公正取引
証券市場では、その性格上、不公正な取引が起こりやすい。相場操
における不公正取引の規制について解説する。

縦、インサイダー取引などの証券市場

まとめ 15 今後の課題 会社法と金融商品取引法を中心に企業法の今後の課題について考察する。



拠点
（開講機関）

10月1日
どを
る。

 東京・日本橋本町
（関東化学、お茶大LWWC増田研）

８：３０～２０：３０

に関心が高まってきている。主として上場会社を念頭におきながら、
の論議等について、国際比較も含め、様々な角度から考察する。実際
して、会社法（特に株式会社の機関）と金融商品取引法の基礎的な知
。

運営の課題

２０１３年度後 　　 ）期 知の市場（シラバス 新規

科目No. 共催講座 KT５７２ 科目名   コーポレート・ガバナンス 副題  国際比較の視点からみた株式会社の組織と

連携機関名
お茶の水女子大学ラ
オッチセンター（増田研

イフワールド・
究室）

水
ウ

準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時   火曜日 １

科目概要(300字)

コーポレート・ガバナンス（企業統治）のあり方は、国際的にみても企業や経済全体にとって最重要の課題の一つとなっている。日本でも会社法制の見直しが進むなかでさら
コーポレート・ガバナンスについて、法的な枠組みにとどまらず、企業実務や実際に起こった出来事と裁判例を示しつつ、コーポレート・ガバナンスのあり方に関するこれまで
の企業活動においてどのような出来事が起こっているかを知り、問題意識をもって考えることが本課題を理解し、掘り下げて考察するために欠かせない。履修上の留意点と
識は、本課題の理解に役立つ。前期にお茶の水女子大学ライフワールド・ウオッチセンター（増田研究室）で開講するCT571「企業法の基礎」を受講することはこれに資する

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

コーポレート・ガ
ナンスとは何か

バ
1

コーポレート・ガバ
の所在

ナンスの問題 なぜコーポレート・ガバナンスが問題なのか。企業の不祥事、経営破綻、企業支配権
説明し、「所有と経営の分離」を巡る論議を考察する。またコンプライアンス・内部統制

を巡る争
システム

い（敵対的
とコーポレ

TOB）、資
ート・ガバ

金調達上の観点な
ナンスについて論じ

株式会社の機

2 株主総会 株式会社の機関とその役割について、コーポレート・ガバナンスの視点から考察する 10月8日。はじめに株主総会について考える。

関
3 取締役・取締役会 取締役と取締役会の法的位置づけ及びコーポレート・ガバナンスにおける取締役会の 10月15日重要性等について解説する。

4 監査役・監査役会 監査役・監査役会の法的位置づけ及び監査役制度の特色と問題点について考察す 10月22日る。

5
会計監査人
会社法制の見直し

会計監査人の役割と問題点及び会社法制の見直しに関連して法制審議会会社法制 10月29日部会における審議や要綱の内容等を考察する。

海外におけるコ
レート・ガバナン

6 独国のコーポレート・ガバナンス
ドイツにおける株式会社の機関に関する会社法の規定を概観しつつ、機関設計とそ
議とその特色を紹介する。

11月5日
の特色・問題点及びコーポレート・ガバナンスを巡る論

ー
7 仏国のコーポレー

ポ
ト・ガバナンス

フランスにおける株式会社の機関に関する会社法の規定を概観しつつ、機関設計と
論議とその特色を紹介する。

11月12日
その特色・問題点及びコーポレート・ガバナンスを巡る

ス
8 英国のコーポレート・ガバナンス

イギリスにおける株式会社の機関に関する会社法の規定を概観しつつ、機関設計と
論議とその特色を紹介する。

11月19日

西村あさひ法律事務所
弁護士
（元日本興業銀行取締

その特色・問題点及びコーポレート・ガバナンスを巡る 関東化学ビル
別館３階 栗原　脩

9 米国のコーポレート・ガバナンス
アメリカにおける株式会社の機関に関する会社法の規定を概観しつつ、機関設計とそ
論議とその特色を紹介する。

11月26日
役証券部長）の特色・問題点及びコーポレート・ガバナンスを巡る

研修室

裁判例の分析

10 株主代表訴訟 株主代表訴訟制度の意義と制度の概要を説明する。 12月3日

11 日本の裁判例 日本の株主代表訴訟の裁判例を紹介し、考察する。 12月10日

12 米国の裁判例 アメリカにおける株主代表訴訟の裁判例を紹介し、考察する。 12月17日

SOX法とゲート
パー

キ

13 SOX法の概要と問

ー

題の所在等
アメリカのエンロン事件とワールドコム事件を紹介しつつ、サーベインス＝オクスレー
部統制報告制度（金融商品取引法）の導入とその概要、ドッド＝フランク法の制定とそ

12月24日
法（SOX法）の制定経緯とその概要、日本における内
の概要などを紹介する。

14 ゲートキーパーの役割と問題点 アメリカにおけるゲートキーパー（（公認会計士、弁護士、証券アナリスト、格付機関等 1月7日）の役割やあり方について考察する。

今後の課題 15
コーポレート・ガバ
あり方

ナンスの役割と
コーポレート・ガバナンスを支えるメカニズムについて、企業の体制（株式会社の機関
つつ、マーケット・メカニズムのなかでのコーポレート・ガバナンスの役割を解説する。
て、法的枠組みの再点検の必要性と経営のインテグリティ（高潔性）の重要性を考察

1月14日

、内部統制システム等）とディスクロージャーを説明し
また今後のコーポレート・ガバナンスのあり方につい
する。



拠点
（開講機関）

粟谷しのぶ
コスモス法律事務所

もない。現代社会における環境法制度は、水俣病事
課題に対する理解を深めるとともに、課題の解決のために有

東京・お茶の水女子大学
（ライフワールド・ウオッチセンター増田研究室）

7

お茶の水女子
大学

、

２０１３年度後 　　知の市場（シラバス）期 新規

科目No. 共催講座 CT５７３ 科目名  現代環境法入門 副題  裁判事例を通して環境法制のあり方を考える

連携機関名 第二東京弁護士会・環境法研究会 水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時   水曜日 １８：３０～２０：３０

科目概要(300字)
環境問題は、今世紀のできるだけ早期に人類が解決しなければならない最重要課題のひとつである。その解決にあたっては、環境法制度が重要な役割を演じることは言うまで
件などの公害・環境裁判を通じて生成し、発展してきた。そこで、実際に裁判事件を受任している弁護士を講師として、裁判事例を通じてさまざまな環境分野における
効な法制度のあり方について考察する。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

環境法の基本理念 1 環境法の生成と基本原則
公害事件を通じて環境法が生成・発展してきた歴史を学ぶとともに、リオデ
に予防原則について、その現状と課題、日本における適用のあり方につい

ジャネイロ
て受講者

合理性と環
場ダム

宣言で提唱
とともに考察

な汚染源と
の規制のあ

ティ破壊の
枠組みの下

音規制法、
動向につい

題について
についても

題」を中心

場ダム

たのか、保

司法へのア
環境問題
。

を審査し、適
づく審査と

ジュゴン訴
然保護のた

住み慣れ
ぐ東京電力
える。

ネルギー政
界金融危機

え、廃棄物の
多くの裁判が
について考

された基本
する。

10月2日 中下裕子
コスモス法律事務所
弁護士

原則、特

汚染排出の防止

2
「築地市場移転
土壌汚染

問題」にみる 土壌汚染の深刻な豊洲東京ガス工場跡地を移転予定地としている「築地市
染の問題を考える。

場移転問 に、公共事
10月9日 大城聡

東京千代田法律事務所
弁護士

業と土壌汚

・削 3
工場から自動車
汚染減

へ移る大気 1960年代、大気の主な汚染源は工場であったが、1990年代頃からは、自動
メーカー7社を相手とする東京大気汚染訴訟等の裁判例を検討し、現在の

車が大き
大気汚染

なってきた
り方を検討

10月16日 橘高真佐美
東京パブリック法律事務所
弁護士

。自動車
する。

4
騒音・振動をめ
新動向

ぐる判例の最
騒音・振動は周辺住民の健康被害をもたらす環境問題のひとつであり、そ
制されている。騒音差止請求訴訟など関連する裁判例も多数あり、最近の
騒音・振動規制の現状と課題について考察する。

れぞれ騒
裁判例の

振動規制法
て解説する 10月23日

10月30日

によって規
とともに、

有害化学物質管理 5
化学物質管理
問題

とシックハウス 近年、シックハウス症候群・化学物質過敏症の発症が社会問題となってい
程の検討を通じて、シックハウス対策の現状と課題、さらには化学物質管理

る。この問
のあり方

中下裕子

弁護士
の裁判事例の発展過
考察する。

公共事業と環境保全

6
道路公害をめぐ
向

る判例の動
道路事業は、騒音、振動、大気汚染等の公害を引き起こすとともに、自然及
路事業を巡る裁判において、道路がもたらす公害等と道路の公益性がいか
較衡量されてきたかを、近年の圏央道をめぐる裁判例を中心に解説する。

びアメニ
なる法的

元凶となっ
においてど 11月6日 藤原周作

藤原法律事務所
弁護士

てきた。道
のように比

7 ダムと堤防ダムと堤防
治水のために膨大な予算をかけて整備されてきたダムや堤防は、近年、そ
重大な疑念が表明されており、多くの訴訟が提起されるに至っている。現在係争中の八ッ重大な疑念が表明されており 多くの訴訟が提起されるに至っている。現在係争中の八ッ
する訴訟を概観し、治水のための法体系の問題点を検討する。

の経済的 境への影響
やスーパーやス パ 11月13日 福田健治

東京駿河台法律事務所
弁護士

について
堤防に関 11月13日 福田健治

弁護士
堤防に関

文化環境保全

8
まちづくり訴訟
化財の保存を題

①－建造物文
材として

建造物文化財は人々の記憶の器である。その保存を望む声に裁判所はど
のような仕組みが求められるか共に考えたい。

う答えてき 存を図るた
11月20日

11月27日

めにはど

9
まちづくり訴訟
を題材として

②－景観保護 景観は公益にしか過ぎないのか。それとも個々人の具体的な利益として保
訴訟、銅御殿訴訟などを題材に景観を保護するための課題について考察

尾谷恒治 弁護士共通講義棟
1号館護されるのか。国立マンション訴訟、鞆の浦

する。

自然環境保全 10
自然保護をめぐ
度

る判例と法制
奄美自然の権利訴訟、泡瀬干潟埋立公金等差止請求訴訟、米カリフォル
保護をめぐる紛争に対してどのような法的手段が選択しうるのかを紹介す
る課題についても論じる。

ニア州での
る。また自

訟等の事例
めの法制度 12月4日 橋澤加世

北千住法律事務所
弁護士

から、自然
がかかえ

原子力・エネルギー

11 福島第一原発事故
東京電力福島第一原発事故は、広範な放射性物質の拡散を引き起こし、1
ることを余儀なくされ、また膨大な面積が避難区域に設定され、賠償資金不
れるに至った。賠償問題を縦軸に、避難・除染問題を横軸に、原発事故へ

0数万人が
足にあえ

の対応を考

た土地を離
は実質的 12月11日 福田健治

東京駿河台法律事務所
弁護士

れて避難す
に国有化さ

12
再生可能エネル
変動対策

ギーと気候
持続可能な社会を実現するためには、再生可能エネルギーの爆発的普及
る、気候変動対策が不可欠である。そのための法制度、裁判例等を学ぶと
て大きく後退してしまった同対策を進める上での課題と、今後の動向を考え

を含むエ
ともに、世
る。

策の転換を
及び原発 12月18日 島昭宏

アーライツ法律事務所
弁護士

中心とす
事故によっ

循環管理法 13
廃棄物処理施
とあるべき法制

設を巡る判例
度

持続可能な社会を構築するには、発生抑制・リサイクル等による廃棄物の
である。廃棄物処理施設の設置について地元住民の同意を得ることは困難
物処理施設に関連する裁判例の解説を中心に、施設設置に関する法制度

減量に加
であり、

のあり方

適正な処
行われて

察する。
1月8日 藤原周作

藤原法律事務所
弁護士

理が不可欠
きた。廃棄

環境影響評価 14
環境影響評価
えるか

法で裁判を闘
環境影響評価法では、許認可権者が、環境の保全に適正な配慮がなされ
ない場合には許認可を拒否することができる（第３３条、「横断条項」）。この
なされたかを争った「新石垣島空港設置許可訴訟」を中心に解説する。

ているか
条項に基

当な配慮が
権限の行使 1月15日 花澤俊之

森の風法律事務所
弁護士

なされてい
が適切に

市民参加 15
環境問題におけ
オーフス条約

る市民参画：
オーフス条約とは「環境に関する，情報へのアクセス，意思決定における市
境分野の市民参画条約である。オーフス条約の概要を解説した上で、受講
の参画が重要なのか、そして市民が参画するためには何が求められるのか

民参画，
者とともに
を考える

クセス条約
の解決には 1月22日 粟谷しのぶ

コスモス法律事務所
弁護士

 」という環
、なぜ市民



拠点
（開講機関）

－狭山工業団地エリア編－

約1兆4千億円の出荷額を誇るものづくりの都
内外に大きく羽ばたく企業の歴史、概要、技術などを広く紹

埼玉・狭山
（狭山商工会議所、狭山市）

6

２０１３年度前 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 YB６１ 科目名  狭山を学ぶ　１b 企業編b 副題  狭山を彩るものづくり企業シリーズb　

連携機関名
狭山商工会議所
狭山市 水準 中級 教室定員 40 配信定員 0 講義日時 木曜日　18:30～20:30

科目概要(300字)
狭山市は、人口約16万人を擁し、豊かな緑の中に2つの工業団地を抱える首都圏を彩る中核都市である。1982年以降、狭山市の製造品出荷額は県内第1位を維持し、
市である。こうした狭山の地が育んできたにもかかわらず日頃触れる機会の少ないものづくりの精神と技術や経営について、狭山市の特性を活かしながら
介する。その中で、本科目で昭和40年代に埼玉県企業局により造成された狭山工業団地とその周辺企業の活動を紹介する。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

はじめに・開校式 1
ものづくりに
方･考え方

おける物の見 国内外の伝統的文化･生活とその環境から生まれた工夫･アイ
術の融合がもたらす物の見方･考え方について論じる。

ディアを

に、各個人
いて考え方

して精神を
業300社」

する。木材は
とを紹介す

検証しつつ

最先端の技
にしか成功

ャパンのビ
競技の魅力とキ

、水晶製品
する。

てきた。その

そして、具体
ョンの役割と

業団地の
方向性を探

部品の軽

自動車・テ
るとともに電

る。

事故となっ
して、想定
険性評価

。FILM　LC

り、炭素繊
高コストが

、伝統的
4月11日 長谷川秀夫 狭山市アイデアクラブ会長

技術と近代的技

ものづくり企業の
経営－事例研究
工業団地エリア企

2
「幸せとは」
せな人生を
るか

～どうしたら幸
歩むことができ

2011年の知の市場で｢成功とは何か」をテーマに、検証した「成
世の中で一般的に言われている｢幸せ｣と｢本当の幸せとは何
をいかに幸せに生き抜くかを論じる。

功」を基
か｣につ

や社会の
を披露し、 4月18日 花形　聰

COM電子開発　代表取締役会
長

「幸せ」を考え、
これからの人生

3
創業･歴史・
て未来へ

精密技術･そし
間野庫之助が立川で創業以来、社会に貢献する精密部品製
「小さな一流企業」を目指し経営を続け、2006年に「元気なもの
狭山への移転の決断そして未来について経営者が語る。

造に一貫
づくり企

注ぎ、バ
に選定され 4月25日 林　愛子 マノ精工　代表取締役

ランスの取れた
た。その歴史と

4
クラッシック
かける情熱

ギター製造に
と技術

クラッシックギターは世界各地から目的に合った木材を輸入し
るのでシーズニングと工房内の温湿度管理が工作精度のカギ
の共同研究から得られた成果についても言及する。

て制作
となるこ

温度・湿
る。また、 5月9日 櫻井正樹 河野ギター　代表取締役

度によって伸縮す
芝浦工業大学と

技術
：狭

5
創業から成
未来

と
山

長そして現在・
創業以来最先端の技術を目指して進んできた83年間を経て到
事業部の現状とその苦難の道について紹介する。技術者の苦
語る。

達した
悩の陰

術を駆使
はないこ 5月16日 大島文彦

七星科学研究所
開発センター長

する光通信機器
とを技術者が熱く

業

6
ビリヤード

－
リヤ

術と歴史
競技の魅力と技

ビリヤードキュースティックの高級ブランド「MUSASHI」を持つア
製造し続け40年 その創業と歴史そして未来を語る また ビリヤ

競技 魅力 技
製造し続け40年。その創業と歴史そして未来を語る。また、ビリ
技術を紹介する。

ダムジ
ドヤード競技の魅力とキ

リヤードキ
ュュー 5月23日 高平睦生 アダムジャパン 代表取締役

ュースティックを
スティック製造の 5月23日 高平睦生 アダムジャパン　代表取締役スティック製造の

7
炭素繊維複
成型量産化

合材のプレス
地球温暖化対策が叫ばれる昨今運輸部門でも軽量化が求め
きな期待が寄せられている。しかし現在の製造工法では量産
幅に改善した新技術PCMについて紹介する。

られてお
性がなく

維複合材
大きな課題 5月30日 中村敬佳 チャレンヂ　代表取締役狭山市産業労

働センター

コンポジットに大
となる。これを大

8
水晶デバイ
技術

スに見る成長と 日本電波工業の会社概要と歩み、狭山事業所の生産品目と主
製品の今後の展望とNDKが目指すものについて、未来に向け

な用途
て紹介

の技術と
6月6日 小山光明

日本電波工業
技術統括本部・工学博士

多目的スペース
（1階）

製造、そして水晶

9
自動車部品
取り組み

の軽量化への 近年、環境対応(CO2削減）を目的に、燃費向上を実現するた
の技術について紹介する。

め自動車 量化に取り
6月13日 横山元章

八千代工業
生産技術部検査主任技師

組んでいる。そ

ものづくり企業の
開発と起業ー事
究：インキュベー

入居企業ー

10
工学シュミレ
界
～構造解析

ーションの世

を中心に～

産業界の動向と対比させながら構造解析の発展の歴史を観察
介しながら、産業界におけるコンピュータを利用した工学シュミ

する。
レーシ

的な現場
重要性を

6月20日 山縣延樹 エイシーティー　代表
の解析事例を紹
論じる。

研

11
半導体製造
用

究

と電子線の応
IC・LSI等と称される半導体デバイスはパソコンだけでなく、携帯
回りのあらゆる道具に用いられている。半導体の製造工程を解
ついて述べる。また、レナ・システムズでの電子線技術につい

電話・
説す

て紹介す

レビ塔をは
子線の同 6月27日 松岡玄也 レナ・システムズ　代表

じめとする身の
分野への応用に

例
ショ 12

これから注
険性評価」

研
ン 目される「熱危

について

2011年3月11日の東日本大震災で福島第一原子力発電所は
造現場にも発火・爆発の危険性が潜んでいる。これらの危険性
いようにするのが化学物質の熱危険性評価である。身近な例

未曽有の
を把握

から熱危

た。一方
外の状況
を紹介す

7月4日 金子崎良 パルメトリクス　代表
、産業分野の製
でも事故が起きな
る。

13 液晶ディスプレー
産業でも家庭でも、現代の生活にすっかり定着した液晶ディス
の開発及び販路開拓についてご紹介する。

プレー Dを含めた
7月11日 野呂道次 クローバージャパン　代表

液晶ディスプレー

14 未来への挑戦
レーザーを応用した光学製品の研究と開発を長年にわたって
苦節を紹介する。

手掛け 企業の経
7月18日 服部義次 ツクモ工学 代表

営や技術開発の

まとめ・ものづくり
の ポテンシャルと

地域
今後

15
狭山市の産
み　将来に
性

業の強みと弱
向けての方向

狭山市には多くの企業が存在するが、その大きな部分をにな
分析し、将来に向けての方向性そして地域として日本としての

る狭山工
産業の

企業の活動
る。

7月25日 森下　正 明治大学政治経済学部教授
の強み・弱みを



拠点
（開講機

関）
30

　－川越狭山工業団地エリア編－

位を維持し、約1兆4千億円の出荷額を誇るものづくりの都市で
大きく羽ばたく企業の歴史と概要などを広く紹介しながら論ず

埼玉・狭山
（狭山商工会議所、狭山市）

２０１３年度後 　　知の市場（期 シラバス） 　 継続

科目No. 共催講座 YB６１１ 科目名  狭山を学ぶ　c 企業編c 副題  狭山を彩るものづくり企業シリーズc

連携機関名
狭山商工会議所
狭山市 水準 中級 教室定員 40 配信定員 0 講義日時 水曜日　18:30～20:

科目概要(300字)
狭山市は、人口約16万人を擁し、豊かな緑の中に2つの工業団地を抱える首都圏を彩る中核都市である。1982年以降、狭山市の製造品出荷額は県内第1
ある。こうした狭山の地が育んできたにもかかわらず日頃触れる機会の少ないものづくりの精神と技術や経営について、狭山市の特性を活かしながら内外に
る。本科目では「川越狭山工業会シリーズ」として、狭山を代表する工業会加盟企業を中心に紹介する。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

はじめに・開校式 1
創業40年の
越狭山工業

企業経営と川
団地の今昔

昭和45年狭山市新狭山にて会社創業以来、ユースは時代の変
業40年間の企業の歩みと、工業団地として県内トップクラスの規
を分かりやすく説明する。

化に対応
模を誇る

の顧客か
の特異性、

環境支援

（ミルク）
製品の栄

し様々な形
川越狭山

。わかり
する。

プターを紹
を実現す

狭山工業
の産業の方

当地に移り

事例、東京

拾い」「パン
全国で26
境活動につ

念・運営方

る。芯金に
性を確保

サイクル

などについ
国の支援

や原料を
えて『大人

に業態変
工業団地の 9月11日 石田　嵩 ユース　代表取締役会長

化してきた。創
50年間の歩み

ものづくり企業を中
るその技術と経

川越狭山工業団地
～事例研究　川越
工業団地エリア

2 乳・乳製品の栄養健康機能
ミルクサイエンス研究所は「未来はミルクの中にある」との理念の
たる研究所となることを目指して行っている。当研究所で行って
を中心に紹介する。

もとで「乳
いる乳・乳

を極める」
養健康機 9月18日 吉岡　俊満

雪印メグミルク
ミルクサイエンス研究所所長

研究で世界に冠
能に関する研究

3
ヘリコプター
活用

の飛ぶしくみと
ヘリコプターの飛ぶしくみを分かりやすく説明する。また色々な形
その形が決まっていることを説明する。加えてヘリコプターの用
業）について解説する。

のヘリコ
途と、それ

介し、求
るための機 9月25日 望月　清光 朝日航洋

められる機能から
能付与（改善作

4 ボウリング場の今後
生涯スポーツ、且つ生涯アミューズメントのボウリングを通じて、
を紹介する。それを踏まえた業界の取組みと企業の取組みをボ
る。

様々な層
ウリング

ら学ぶニー
面白さを交 10月2日 松原　亘 新狭山グランドボウル

ズの移り変わり
えて紹介致す

5 地域社会への取り組み
清涼飲料の歴史、機材の歴史など、清涼飲料水のあれこれを解
のCSR活動を紹介する。

説する。 活動、社会
10月9日

大野　秀一
伊藤　慧

三国コカ・コーラボトリング
川越支店

福祉支援活動

6
電気の見え
か）る化

る化と理解（わ 電気の見える化と理解（わか）る化による上手な節電の仕方のご
の話から、電力の小売り、高度な電気保全管理サービス等につ

紹介する
いて解説

ずらい電気
10月16日 小野寺健司 日本テクノ

料金の仕組み

心と

7 自動車の製

す

造
川越狭山工業会の概要説明の後、当会員企業である本田技研
ロセスなどを紹介する。

工業の理 針から、
10月23日 宮澤　俊彦

本田技研工業　埼玉製作所
総務課　技師

自動車の製造プ

営
の底
狭

8 医薬品の開力
山

発と品質保証
高品質でひとりひとりにカスタマイズされた薬の開発をめざした薬
するとともに医薬品の品質確保について説明する。

のライフ マネジメント
10月30日

川本　真人
矢口　佳克

サノフィ・アベンティス
統括品質保証部
生産開発センター

狭山市産業
労働センター
異業種交流
スペース

について紹介

企業

9
搾乳から牛
るまで

乳乳製品ができ 川越狭山工業団地が出来てまもなく、東京世田谷工場の代替工
この経験を通して酪農(牛)のこと、牛乳のこと、チーズのことを紹

場として
介する。

チーズ製
11月6日 山谷　成志

全国酪農業協同組合連合会
狭山工場

品を作っている。

10
環境マネジ
企業成長の

メントシステムを
力に

ユースの歩んできた環境活動への取組みを紹介する。1980年代より「
境美化活動を実施し、2004年には環境マネジメントシステム「エコアク
社内外において積極的に環境改善を実施中である。中小企業でも取

全市空缶
ション21」を
り組める環

ジー、ベゴ
番目に認証

いて紹介す
11月13日 石田　友克 ユース　代表取締役社長

ニア植え」など環
取得した。現在、

る。

11 工業塗装の役割
工業塗装とは何かに応えるべく工業塗装技術の定義や工業塗装
定である基盤技術の一つとして2012年度に指定を受けた「工業
ングインダストリーとしての新技術を紹介する。

の役割
塗装」と、

て解説す
を受けるた 11月20日 窪井　要 久保井塗装工業所

る。また、国の指
めのサポーティ

12
ランドマーク
門の可能性

建設と機械部 大林組東京工場の運営方針、事業内容の紹介、環境活動への
当工場の役割等について説明する。

取り組み スカイツリ
11月27日 樋口　幹也 大林組東京機械工場　工場長

ー建設における

13
大人の食育
ー咀嚼と健康の関係ー

なかなか経験出来ないチューインガムの手作り教室を通じて、ガ
究が進んでいる咀嚼と健康の関係について紹介しつつ、最新の

ムの歴史
情報を交

紹介する。
の食育』を

12月4日 関　哲哉
ロッテ
ガム企画室長

また、近年、研
論じる。

14
起業・発展と
来

過去・現在・未
岡本ローラーは現在特殊分野で使用されるローラーを中心に製
ム・ウレタンゴムなど）を塗布しているが、得意分野の製造の効率
のシフトによる海外展開などの経営戦略を会社の歴史とともに

造してい
化と安全

解説する。

用途に応
するための 12月11日 岡本正巳 岡本ローラ製作所

じた素材（合成ゴ
技術や、産業

まとめ 15
狭山市の産
み　将来に

業の強みと弱
向けての方向性

狭山市には多くの企業が存在し、2つの工業団地を有するが、現
強み・弱みを分析し、将来に向けての方向性そして地域として日

状の川越
本として

団地を中
向性を探

12月18日 柏木孝之 西武文理大学　学部長
心とする産業の
る。



拠点
（開講機関）

ヤードについてプロ選手の指導のもとで、知識だけではなく実

リーズa

実技水曜

実技土曜日
00～17:00

埼玉・狭山元気プラザ
（狭山商工会議所、狭山市、アダムジャパン）

神話と現実 7 ドの基礎Ⅱ 6月5日 須藤 路久

講義・実習：狭山
元気プラザ

一部実習：アダム
ジャパン社屋

２０１３年度前 　　 シラ期 知の市場（ バス） 継続

科目No. 共催講座 YB612a 科目名 　狭山を学ぶ　ものづくり編a 副題  世界に羽ばたくものづくりシ

連携機関名
狭山商工会議所
狭山市
アダムジャパン

水準 基礎 教室定員 20 配信定員 0 講義日時

 講義水曜日18：00
～20：00、
日18：00～21：00

キャロム
14:

科目概要(300字)
ビリヤードの主要アイテムであるキュースティックとは何なのか。何故、世界中の選手が特定のブランドを選ぶのか。世界中の選手に選ばれるADAMブランドの特徴を紹介。ポケットビリヤードおよびキャロムビリ
演実習を体験して、ビリヤードを基礎から学ぶとともに生涯スポーツとしてのビリヤードを知ることによって、その理由を解き明かす。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

はじめてのビリ
ド

ポケット編

1 ビリヤードの基礎Ⅰ
「何が違う！？」ビリヤードの他とは違う面白さ。「罹るのに資格が必要な不治の病」一旦のめり込んだら
議な面白さの解説と、「これさえ出来れば！」という本当の基礎を紹介する。

、二度と忘れら

のルールと

の生理的な

るとともに、

ティックの構

れなくなる面

取り口を覚え

ポジションプ

ビデンス・ベ

キャロムビリ

楽しみを解説

要なスポー

白さ。ビリヤ
4月24日 須藤　路久 Office　BiTS

ードの不思

ヤー
2 実演実習第1回 ビリヤードのプロ選手は、どの様なことを考えながら試合をしているのか。2人のプロが模範試合をしながら、ビリヤード 面白さを解説 5月8日

5月8日

5月15日

する。

3 実演実習第2回 ポケットビリヤードに挑戦。プロのアドバイスを交えながらスリーチャンスで幾つ入れられるか、だれでも楽しめるベーシックゲームを紹介する。
梶谷 景美
李　佳
野内麻聖美

日本プロポケット     ビリヤー
ド連盟

4 ポケットビリヤード
ポケットビリヤードのルール、世界のポケットビリヤード大会や裏話を紹介する。何度も全日本ランキング
ロがポケットビリヤードの面白さを解説する。

トップについたプロと、メキメキと頭角を現した新鋭プ

ビリヤードを学ぶ 5 ビリヤードことはじめ
ビリヤードとは何か、競技種目はどのようなものがあるか、日本のビリヤードの歴史と日本ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ協会
ド事情と今後の展望を論じる。

について解説す あわせて世
5月22日 西尾　学 日本ﾋﾞﾘﾔｰﾄﾞ協会

界のビリヤー

ビリヤードの道具 6
ビリヤードの
ティック

キュース ビリヤードの道具であるキュースティックとは何か。40年間ビリヤードキューを作り続ける理由を説明する
明しつつなぜ、木でないとだめなのかを解き明かす。

。またキュース 造や仕組み
5月29日 高平　睦生 アダムジャパン

について説

神話と現実 7 ビリヤ ドの基礎Ⅱビリヤー
一見もっともらしい話も、確かめてみると実は誤りだったということはよくあることである。ビリヤードの物見もっともらしい話も、確かめてみると実は誤りだったということはよくあることである。ビリヤ ドの物理的な面と
て解説する。

理的な面と人間人間の生理的な体の動きと体の動きと
6月5日 須藤 路久 Offi BiTS

の関係につい
　 Office　BiTS

の関係につい

はじめてのビリ
ド
キャロム編

8 キャロムビリヤード
キャロムビリヤードのルール、世界のキャロムビリヤード大会や裏話を紹介する。世界ランキングトップに
る。

ついたプロが ヤードの面
6月12日

6月22日

6月22日

白さを解説す

ヤー
9 実演実習第3回 キャロムビリヤードに挑戦。ビリヤードテーブルの上を、まるで生き物のように動き回るボール。プロ指導

小林　伸明
梅田　竜二

の元、ビリヤードのルールと面白さを紹介する。 日本プロビリヤード連盟

10 実演実習第4回
キャロムビリヤードに挑戦。プロがプレーするのを見ていると、自分でもできそうな気がするが、しかし、高
ゲームを紹介する。

度な技術が必要なスポーツである。まずは、易しい

見るビリヤード 11 曲球 1回撞いただけで3個、4個が一辺にポケットインする。ボールがギューンと曲がったり、宙を飛んだり、ビリヤードの見る する。 7月3日 長矢　賢治
日本プロポケット     ビリヤー
ド連盟

ビリヤードの神髄 12 ビリヤードの基礎Ⅲ
ポケットビリヤードに挑戦。プロがプレーするのを見ていると、自分でも出来そうな気がするが、しかし、高
ン出来る、易しいゲームを紹介する。

度な技術が必 ツである。誰
7月10日 須藤　路久 Office　BiTS

でもポケットイ

はじめてのビリ
ド
総復習編

ヤー
13 実演実習第5回

キャロムビリヤードに挑戦。手球を撞き、的球に最低3回クッションに入れる。プロのアドバイスを交えな
めるゲームである。その奥の深さを紹介する。

がら、基本的な さえすれば
7月20日

小林　伸明
梅田　竜二

日本プロビリヤード連盟
、非常に楽し

14 実演実習第6回 ポケットビリヤードに挑戦。ポケットインするだけではないのが、ポケットビリヤードである。次の球を入れ易くするための レーについ 7月20日
梶谷 景美
李　佳

日本プロポケット    ビリヤード
連盟

て解説する。

正しく効率的に 15
根拠のある
方法

（E.B.T）練習 何が正しいのかを探るのではなく、正しいと分かっていることを身につける練習法を紹介する。それをす
のある思考）練習方法を解説する。

る為にE.B.T（エ イスド・シン
7月24日 須藤　路久 Office　BiTS

キング＝根拠



拠点
（開講機関）

マとしたキャリア教育を実践するに当たり民間の企
、利益確保を図る。

埼玉・狭山
（狭山商工会議所、狭山市）

全編にわたり以下の関係者が講師となる

て解説する

２０１３年度後 　　知の市場（期 シラバス） 継続

科目No. 共催講座 YB６１４ 科目名a 　狭山を学ぶ　教育編a 副題 　中学生における経済キャリア教育１　(対象：狭山市内中学生・公募）

連携機関名
 狭山商工会議
 狭　　山　　市

所
水準 基礎 教室定員 20 配信定員 0 講義日時   土曜日 １3：00～17：00

科目概要(300字)
狭山商工会議所では2003年度以降市内小学校2校に経済キャリア教育を導入し、2007年度から中学生向けの経済キャリア教育を公募で実践している。　経済をテー
業からプログラムの提供を受け、狭山市内の中学生で｢経済｣や｢産業」に興味を持つ生徒が公募に自ら応じて参加し、自らが考えたビジネスプランを実践し

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 講師名 所属

はじめに・開校式 1 経済ってなんだ
本コースの開校式～参加者の自己紹介及び企業者の基調講演など
国際問題等を論じる。
狙い：コミュニケーション能力・社会を見る目、経済に興味を持つ。

ジネスプ

を通して

て商品販

ムで起業

る。

念や経

てビジネス

もに準備

どについ

方法を解

法と使う目

ランや資金

経済を取り

売計画な

・役職を決

営計画につ

プランに

て解決する

説する。

的につい

巻く環境等の時事問題、

計画策定

2 起業のノウハウ
ビズ･キッズについて、経済の流通業を核としたモデルを説明し、チー
作りをする。
狙い：コミュニケーション能力を磨きつつ起業や組織について理解す

め責任分
　 　

担を図り組織

3 商売の要諦・プランニング
企業者による基調講演を通して企業経営のコンセプトを討議し経営理
狙い：コミュニケーション能力・計画の建て方と目標管理を紹介する。

いて紹介す
栗原博文 狭山商工会議所

る。

4
仕入れと売り
保　　概念・実

上げ・利益確
践

商売の流れと付加価値の付け方、商品の種類と量の選定（仕入）そし
狙い：コミュニケーション能力・計画の建て方と目標管理を紹介する。

どについて
板庇　明

株式会社VEX
代表取締役

解説する。

販売促進と資金調達

5
PR活動・販売
達

促進・資金調 企業者による基調講演を通して販売促進やPR方法を学ぶとともにビ
狙い：コミュニケーション能力・お金について理解する。

調達の方
森下　正

明治大学政治経済学部
教授

法を紹介する。

6 資金調達　実践
企業者が投資家となり、資金調達としての株の発行や直接金融そし
狙い：コミュニケーション能力(特に大人との） ビジネスプランを磨く狙い：コミュニケ ション能力(特に大人との）、ビジネスプランを磨く。

ついて解説
柏木孝之

西武文理大学サービス
経営学部 学部長

する。
経営学部 学部長

仕入

7 仕入実践～市場探訪
仕入を実践するため市場の見学などを行う。
狙い：社会と職業の広がりを見る。

経営者 市内協力企業　複数社
狭山市産業狭山市内

8 販売準備と販売促進 企業者による基調講演を通して販売促進やPR方法等を理解すると 清水七都子 税理士

労働センター
多目的ス
ペース（1階）

中学校公
募のため表
示せず

販売

9

10

11

実践・販売 現金・現物・現場の3現主義により社会のなかで販売を実践する。

　 狭山市教育委員会

　

　 　

利益と税金

12 集計・利益確保・検証
企業者による基調講演を通して売上集計、経費等計算、利益確保な
分析・検証を行う。
狙い：目標管理・状況分析の能力の向上を図る。

とともに計
学生

サポーター
明治大学政治経済学部

画と結果との

13 税金のシステム
税理士による講話を通して税金について、税制について学び申告の
狙い：税金～国のシステムの理解する。

　

14 税金と行政
企業者による基調講演を通して行政と税金について税金を集める方
狙い：社会システムを理解する。

　
。

まとめ 15 まとめ 各チーム毎に発表し、検証するとともに全体を検証する。 　 　



　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 30 配信定員 0 講義日時  水曜日１８：３０～２０：３０
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義名 講義日 開講場所 講師名 所属

1
石油化学産業の基礎とグ
ローバル化

4月10日 森 隆信

2
グローバル化と異文化対
応

4月17日 高橋 伸行

3
石油化学品のグローバル
省エネプロセス

4月24日 瀬尾　健男 元住友化学

4 オレフィン重合触媒 5月1日 宮竹　達也

5
ポリオレフィン製造におけ
る触媒技術

5月8日 宮竹　達也

住友化学

 国際企業特論１

２０１3年度前期

講義概要(150字)

共催講座 GT７１２

　社会技術革新学会

石油化学産業の現状と今後の動向を踏まえつつ石油化学企業のグローバル展開の必要性について論じるとともに海外展開のリスクを管理するために必要な条件を論じる。またグローバル展開の源泉となる種々の
分野の必要技術に関して、モノマーなど基礎化学品からポリエチレンなどの高分子まで、そして触媒技術から製品化に至るまでの長い工程の中の各要素技術について具体的に解説する。また実際に海外での工場
建設や、海外での工場・研究所の運営、製品の市場開拓に従事した経験者が、文化の異なる海外での事業展開に必要な事項などを盛り込んで説明する。

東京・日本橋室町
（三井不動産、お茶大LWWC増田研）

　事業のグローバル化と石油化学産業における基本技術

石油化学産業のグ
ローバル化 (1)

石油化学産業はその発展の場を広く海外に求め、各社それぞれが積極的に事業展開を図っている。このグローバル展開の潮流の背
景、必要性について論じると共に、海外での工場建設、運転の実務経験から、海外での事業展開に必要な要素について説明する。

石化事業における海外拠点シンガポール・サウジアラビアなどの活動を通じて体感した、異文化におけるビジネスの進め方、コミュニ
ケーションのあり方等について考察する。

化学品の製造には原油、電気、スチ－ムを多く使い、すべてCO2の発生源となる。　グローバルにCO2削減が求められており、これは
原油削減にも繋がる。　これまでの製造方法を変えることで省原料、省エネを図った化学品の触媒開発から製品化の 例を紹介する。

ポリオレフィンは最も生産量が多く社会に広く行き渡っているプラスティックである。原料のオレフィンを重合してポリオレフィンにする
が、キーになる技術要素は重合触媒である。オレフィン重合触媒とポリオレフィン製造プロセスの歴史、社会における位置付けと今後
の展望を述べる。

高分子を合成するには触媒が必須である。１９８０年代に新しく登場したメタロセン触媒に焦点をあてて、開発の歴史、触媒構造とポリ
オレフィンの基本物性との関連、触媒設計による高機能性ポリオレフィンの開発事例などについて解説する。

ポリオレフ ンの基本的な構造と物性との関係に いて解説する 同じ原料から作るポリ でも その構造は触媒や製造プ セスに

石油化学製品の基
礎；　モノマーとポリ
マー

6
高分子の構造と物性の基
礎

5月15日 細田　覚

7
石油化学工場の運営とｸﾞ
ﾛｰﾊﾞﾙ化課題

5月22日 川瀬　武彦

8
マラリア対策のためのプラ
スチック加工製品

5月29日 庄野美徳

9 プラスチックの成形加工 6月5日 城本　征二

10
回転成形によるプラス
ティックの新用途開発

6月12日 五十嵐　敏郎
ロト－コンサルタント
ジャパン

11
プラスチックCAE技術の活
用

6月19日 筒渕　雅明

12
石油化学大型プロジェクト
の実際

6月26日 田島　玄

13
ポリマー製造プロセス開発
の歩み

7月3日 宮崎 耕造
住化スタイロンポ
リカーボネート

14 環境と高分子 7月10日 森冨　悟

15
温室効果ガス削減に向け
た化学産業の新たな視点

7月17日 中井 敏雅

住友化学

プラスチックは、軽く加工しやすく腐食しにくいなど様々な長所を持っており、今後は電気自動車のボディなど大型の構造体への利用
が期待される。回転成形を例に取り上げ、社会科学的な見地から出発したプラスチック構造体の開発の必要性について述べつつ、 新
規用途開発の可能性について論議する。

ノミの媒介する腺ペストにより１４世紀ヨーロッパでは人口の３割が死亡したという。またロシアへのナポレオン遠征軍の壊滅の理由は
シラミが媒介する発疹チフスではないかという疑念がある。現在でもマラリアなど毎年７０万人以上の人がなくなる疾病がある。このマ
ラリア防除に、樹脂に殺虫剤を練りこんで製造した蚊帳"オリセットネット"が有力な手段として活用されている。この蚊帳の開発の経緯
からアフリカを中心とした地域での普及活動について解説する。

三井別館
1階会議室
No.1・No.2

住友化学

住友化学

石油化学工業成長期、各社とも革新的な製造法開発に力を注ぎ、ほぼ現在の製造法を確立した。同時に商品としてのポリマーはその
用途に応じた設計を求められ、多くの分野の研究者・技術者が成果を競った。その競争の渦の中で揉まれ、サウジアラビアの大型プラ
ントに到達した一技術屋の歩みを紹介する。

プラスチックの成形加
工と製品設計

石油化学工場は人と機械で構成する巨大なマン・マシンシステムである。これを成り立たせるためには何が必要なのか、またその世界
各地での運営にはどのような工夫がされているのかを紹介する。今回は製品構成、生産設備、組織設計の考え方、また工場運営方法
等について概観する。

石油化学産業のグ
ローバル化（２）

ポリオレフィンの基本的な構造と物性との関係について解説する。同じ原料から作るポリマーでも、その構造は触媒や製造プロセスに
よって異なり、構造が異なることによって、物性、例えば機械的強度などが異なる。また最終製品は必ず何らかの加工工程を経るが、
加工によって生じる高次構造の製品性能への影響などについても説明する。

従来、高分子は化石資源を原料として生産されてきた。近年、化石資源の枯渇あるいは温暖化ガスの増大に対応する目的で、多くの
非化石資源由来高分子が開発されている。非化石資源由来高分子の開発動向およびその応用展開について解説する。また、自動車
の軽量化など、環境負荷低減に対する高分子材料の寄与についても述べる。

コンピュータシミュレーションを用いたプラスチック製品設計が普及し、高分子の物性についての知識がますます重要になっている。高
分子の物性とコンピュータシミュレーションの概要を説明した上で、製品開発とCAEとの関係について解説する。

大型の石油化学コンビナート･プロジェクトには、計画段階、設計段階、工事段階、試運転と多くの段階がある。各段階の実際と重要な
ポイントを、現実の大型プロジェクト(数千億円以上）を例に取り、具体的に解説する。単に技術的な面だけでなく、経営戦略や財務面
にも焦点を当てる。

グローバルな課題であるＣＯ2削減を推進するためには、製造時におけるＣＯ2削減といった部分最適の議論ではなく、製品のライフサ
イクルを十分に理解した上で全体最適の視点からの対策が重要である。この視点に立って日本化学工業協会にて行った化学製品の
ライフサイクル評価について概説する。

工場で生産された樹脂が最終製品になるまでには、必ず加工工程を通る。加工によって、フィルムや容器などの製品の形が作られ、
また目的とする機能を付与される。ポリオレフィンを中心に実際に用いられている種々の成形加工法や二次加工法を紹介し、樹脂のレ
オロジー特性との関係や、機能付与の実例などについて解説する。

地球環境と石油化学
産業

石油化学産業のグ
ローバル化 (３)



拠点 東京・お茶の水女子大学
（ライフワールドウォッチセンター増田研究室）

ームなどの影響で韓国に関する情報が日本に入ってくる機会
語り、多様な切り口から韓国の実像を浮かび

講師の韓国における芸能活動の経験を踏まえて

２０１３年度後 　　知の市場（期 シラバス） 新規

科目No. 共催講座ＣＴ７２１ 科目名 韓国学１ 副題 経済・社会から文化・歴史まで若者が語る韓国の姿

連携機関名
社会技術革新学
韓国学教育研究

会
会

水準 基礎 教室定員 30 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

水曜日18：30～20：30

科目概要(300字)
市民同士の草の根の交流は、お互いの間に生ずる諸々のリスクを和らげ豊かな相互理解を深めるための最も有効な手段である。近年、韓流ブ
が多くなったが、その知識はいまだ偏ったものである。隣国である韓国の実態を深く幅広く学ぶために、15名の若手講師がそれぞれの専門分野や経験について
上がらせる。講義では受講者との対話も重視する。

科目構成 № 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 所属講師名

はじめに

1 オリエンテーション
開講に至る経緯や狙いを説明するとともに、韓国の地理、行政システ
導入部とする。

ム、地域差などの基礎

日本への輸
国の酒文化

ような影響を

ら、同時代に
変化してき

国の伝統芸
表現様式につ

たらした日韓

学校」につい
校内で異な

事変失敗後
める日本人

流の実態に
往来が活発
 議論する。

れが理解し

び就職経験

援は注目さ
経緯及び今

較しながら解

この「多文化

取り上げ、そ
について考察

知識を解

入・卸売業
および歴

もたらしてい

おける両国
たのか、また

能全般に
いて解説す

関係の変化

て解説する
る歴史認識

日本での亡
の眼差しは

ついて紹
化し始める

た韓国の姿

を踏まえな

れている。国
後の展望に

説し、今後

家族」の抱

れぞれ日
する。

説し、本科目
10月2日 金

きむ

　宝
ぼ

藍
らむ

東京大学博士後期課程
の

2 韓国の酒文化とマッコリ
近年日本でよく飲まれるようになった韓国マッコリについて、済州島生
が、その特徴や日本における需要・普及の経緯を解説する。また、背
せて解説する。

マッコリの
景となる韓

を営む講師
史について 10月9日 中條

なかじょう

　朝
はじめ かめに商事代表取締役社

長
も併

政治 3 韓国の政治と日韓関係
韓国の政治システムおよびその現状について解説し、それが日韓関
て考察する。また、今後の展開についての展望を議論する。

係にどの るのかにつ
10月16日 小池

こいけ

　修
おさむ

東京大学博士後期課程
い

歴史・文化

4
韓・日におけ
生活と伝統

る近世女性の
女性の生活における伝統や習慣について、朝鮮時代と江戸時代を比
れぞれ描く。また、現代に至るまでに女性に関する伝統がどのように
像というものがどのように変化してきたのかについて議論する。

較しなが
伝承され、

の女性像を
理想的な 10月23日 具

ぐ

　知會
じふぇ

東京大学博士前期課程
そ

女性

5 韓国の伝統芸能
王宮文化を飾る宮廷舞踊から庶民に愛された民俗芸能まで幅広く取
る。また、作品としての伝統芸能の見所や鑑賞方法、韓国民族が持

り上げ、韓
つ独特な

ついて紹介
る。 10月30日 許

ほ

　娟
よん

姫
ひ

韓国伝統舞踊研究者
す

6 芸能からみる日韓関係
韓国内の「日流」と、日本国内の「韓流」について紹介し、「日流」と「
ついて 講師の韓国における芸能活動の経験を踏まえて解説するついて、 解説する。

韓流」がも とこれから
11月6日 佐川

さがわ

純子
じゅんこ

韓日翻訳家
に

佐川 純子

7
朝鮮の革命
本

家金玉均と日
19世紀末の朝鮮で近代的改革を目指して甲申事変を起こした金玉均
上海で暗殺される。波乱万丈な生涯を通じて彼が目指した近代化と
であったのか、日本亡命期の彼の活動に焦点を合わせて、解説する

は、甲申
、それを眺
。

命生活を経
どのような 11月13日 金

きむ

　亮
やん

我
あ

近代日韓関係史研究者
金宝藍

（東京大学博
士後期課程）

て
もの

8
古代東アジ
韓関係史

アのなかの日
古代日韓関係史を概観し、これまで議論の少なかった平安時代初期
事例として「新羅海賊事件」を取り上げ、「人の移動」という観点から、
を読み解く。「東アジア」という枠組みで日韓関係を考えることの意義

における交
人の海上

についても

介する。特に
9世紀頃の 11月20日 鄭

じょん

　淳
すん

一
いる 早稲田大学大学院外国人

研究員
お茶の水女子

大学
今給黎佳菜

、
歴史

教育 9
日本におけ
の歴史教育

る韓国系学校
「朝鮮系学校」のみならず、日本社会において未だよく知られていな
な二重カリキュラムを設けている新宿区所在の韓国系学校に焦点を
因としての歴史教育の現状および歴史教育の重要性について議論す

い「韓国系
当て、同学
る。

。なかでも
が生まれる 11月27日 李

い

　璱
する

妃
び 東京大学博士後期課程／

東京韓国学校非常勤講師

特殊
一

（お茶の水女
子大学博士
後期課程）

現代社会

10 韓国と日本の基礎科学力
韓国と日本の基礎科学力の違いについて、講師の日本における研究
ともに、背景となる両国の姿勢や支援における違いを考察する。

生活およ がら解説す
12月4日 金

きむ

　恵
へ

真
じん 日立製作所中央研究所研

究員
ると

11 韓国の途上国支援
被援助国から援助卒業国になり、援助国になった事例として、韓国の
上国支援に関する基本的な概念を整理した上で、韓国の途上国支援
る。

途上国支
の歴史的

際社会の
ついて解説 12月11日 姜

かん

　宇
う

哲
ちょる 慶應義塾大学博士後期課

程

途
す

12
韓国におけ
制度と社会

る障害者福祉
問題

障害者をめぐる福祉制度および関連する社会問題について、日韓の
て議論する。

現状を比 の方策につ
12月18日 金

きむ

　在
じぇ

根
ぐん

立教大学博士後期課程
い

13
韓国におけ
の現状と課

る多文化家族
題

国際結婚によって一つの家族の中に複数の文化を持つ形態が増加
な支援について解説し、議論を行う。

している。 える悩みと
1月8日 郭

かく

　珍
じん

榮
よん 東京学芸大学博士後期課

程
必要

14 韓国の兵役と宗教
韓国の現代社会の中から日本にはなじみのない兵役と宗教という2つ
に違うのか、なぜ違うのか、そしてそれらがどのような違いをもたして

の課題を
いるのか

本とはどの
1月15日 金

きむ

　大
で

栄
よん

東京大学博士前期課程
よう

まとめ 15 交流討論会
韓国文化の粋である韓国料理を味わいながら意見交換を行うととも
ら、本科目のまとめとする。

に、それぞ を確認しな
1月22日

金
きむ

　宝
ぼ

藍
らむ

今給黎
いまきいれ

　佳
か

菜
な

東京大学博士後期課程

お茶の水女子大学博士後期課程

が



拠点

ショナルの心得

きない。
ッショナルとは何か」を考え、「如何した

で体験してもらう。それによって各個人々々が楽しい豊かな

東京・放送大学文京学習センター
（ライフワールドウオッチセンター増田研究室)

(放送大学協賛）

考

下條佑一
経営研究所

ｙＳｙｍｐｈｏｎｙ代表

放送大学東

ンター
地下１階

多目的講義
室２

下條佑一

２０１３年度後 　　知の市場（期 シラバス） 新規

科目No. 共催講座 CＴ 科目名８１２ プロフェ 副題 楽しく豊かな人生を創造するプロフェッショナル論

連携機関名 放送大学 水準 中級 教室定員 20 配信定員 0 講義日時
（開講機関）

木曜日 １４：３０～１８：３０

科目概要(300字)

天然資源が相対的に殆んどない日本が世界トップクラスの繁栄を達成したのは何故だろうか。それは日本の国民が「よく」働いたからである。逆に言うと、このことが無ければこの国の繁栄は維持で
「よく」働くとは、単に勤勉に多くの時間を働くことではない。何の仕事をするにせよ「プロフェッショナル」に仕事をするということである。全ての仕事に共通する「プロフェ
らプロフェッショナルな仕事をすることができるか」を考える。さらにその一端を演習により実践して受講者自身でそれを継続的に実行できる入口ま
人生を創造し過ごすことに繋がることを目指している。

科目構成 No. 講義名 講義概要(150字) 講義日 開講場所 所属講師名

プロフェッショナ
基礎理論

ル
1 プロフェッシ

の
ョナルとは何か

誰でも「プロフェッショナル」と言えるような人間になりたいと思ってい
は何かのイメージを明確に描いておく必要がある。「プロフェッ
の努力が向かうべき先のイメージを明確にする。

るであろう
ショナル」と

必要な
プロフェッ

。その為に
は何かを

系的に構築
を使って目

ある。受

この技
研鑽し

、この「よ
の「よい」

技（わざ）を真
ショナルな成

てもらう

は相応の稽
のツボを紹介

は

と「気力」で
る場合

夢の実現」
総合的に活

である場合
方を

この技
研鑽し

こには達成
為に役立つ

は「プロフ
論じて、個

されて始めて
標達成の為

講生にこの
研

（わざ）の実
技（わざ）を

い」ということ
を理論的に

剣に稽古し
果を生む為

者に各
。これによ

古が必要で
し、その後

誇張しても

る。気が萎
でも「気力

ということに
用して Dre

も多い。この
技（わざ）「

（わざ）の実
技（わざ）を

感という喜び
「問題解決・

ェッショナル
人々々の日

効果的・
の施策体系

技（わざ）の
鑽し技（わ

践をしても
上達できる

自体は意外
構築する技

ている。然
の技（わざ

人の夢の
ってより豊

ある。受講
個人々々が

し過ぎるこ
考察し、其

えると体力
」を維持向上

なる。そして
am Plannnin

場合物事
システム思

践をしてもら
上達できる

がある。こ
課題達成の

」と
々

効率
を

実
ざ）

らう。
よう

に
（わ

る
）を

10月3日

10月10日

10月24日

1月9日

京文京学習セ

実
か

生
自

とは
れを

をも
す

延
g と

をシ
考」

う。
よう

の
技

12月5日

12月19日

11月7日

11月21日

2
如何にした
ナルな仕事

らプロフェッショ
ができるか

プロのスポーツ選手は、もてる身体能力を充分成果に結び付ける為に
に、知的仕事をしている人（例えば企業で働いている人）の殆んどは
明確にしていない。それらの技（わざ）を理論的に明確にする。

プロフェッショナ
基本技（わざ

3 幾つかの重要な技（わざ）
プロフェッショナルは仕事の目標をもっている。その目標達成の為の
的に目標を達成することが出来る。デカルトの著書「方法序説」にあ
論理的に構築する技（わざ）を紹介する。

施策は体
る「因果律」

ある。受講生に
4

技（わざ）「分
演習

解と統合」の
技（わざ）「分解と統合」の理論は単純だが、その実践はやや複雑で
その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で
になるための助走を提供する。

5
「『よい』とは
か」を考える

どういうこと
技（わざ）

プロフェッショナルは何のしごとであれ「よい」仕事をしなければならな
明確にされない場合が多い。従って仕事の成果も中途半端に成り勝
ざ）を紹介する。

、その後個人々々が自分で

い。然るに
ちである。こ

6
「『よい』とは
か」を考える
習

どういうこと
技（わざ）の演

技（わざ）「『よい』とはどういうことか」の理論は単純だが、その実践はやや複雑で
践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し
を上達できるようになるための助走を提供する。

ル
7 技（わざ）「シ

の
ステム思考」

プロフェッショナルの仕事の成果は、「新たに構築されたシステム（含
ステマティックに考える方法論が役に立つ。システムを効果的・効率
として紹介する。

：やり方）」
的に構築する考え

い。受講生に）
8

技（わざ）「シ
の演習

ステム思考」
技（わざ）「システム思考」の要諦は単純だが、その実践は簡単ではな
その実践研修過程で技（わざ）を研く上でのツボを紹介し、その後個人々々が自分で
になるための助走を提供する。

9
問題解決・課
（わざ）

題達成の技
プロフェッショナルの仕事の多くは問題解決・課題達成の連続である
問題解決・課題達成のプロセス自体を論理的に構築し初期の目標を
（わざ）」を紹介する。

の習熟に
研く上で
。

。そしてそ
達成する

10
問題解決・課
（わざ）の演

題達成の技
習

この技（わざ）は色々な技（わざ）の複合体として成り立っている故、そ
にこの技（わざ）の実践をしてもらう。その実践研修過程で技（わざ）を
分で研鑽し技（わざ）を上達できるようになるための助走を提供する

11 時間に関する技（わざ）
時間は命そのものでる。即ち時間の消費は命の投資である。従って
ない。長期に亘りプロフェッショナルな仕事をする為の時間の生産性
実行する技（わざ）を提供する。

その生産性の大切さ
を量的・質的両側面から論理的に

体力」
はない。如何な12 「気」高める技（わざ）

プロフェッショナルが間断なくよい仕事をする為に根本的に必須の元手は「
損なわれる。ストレスの多い状況下では気力の充実の継続は簡単で
る為の幾つかの技（わざ）を、それらを実践するためのツボと共に紹介する。

プロフェッショナ
理論と技（わざ）

用

13
Ｄｒｅａｍ Ｐｌ
生のプロフ

ａｎｎｎｉｎｇ と 人
ェッショナル

ある領域でプロフェッショナルを目指すということは別の見方をすれば
いては人生のプロフェッショナルを目指すことになる。これまでの講義
人生のプロフェッショナルを論ずる。

具体的姿を現す。受講
ことに挑戦し

、それは「
の知識を

ル
の 14

演習「Ｄｒｅａ
と 人生のプ
ル」

の
応

ｍ Ｐｌａｎｎｎｉｎｇ
ロフェッショナ

この一見抽象的なテーマも、これまでの講義で得た知識を総動員すると
現計画の策定と人生のプロフェッショナルのイメージを描き出す
な人生がえられるとの思いを高める。

15 「わくわく」の原理
プロフェッショナルな仕事を続ける為の最強の牽引力は毎日続く「ワ
の「結果」得られるとの現実もあるが、寧ろよい仕事をする為の「要因
論理的に確認し全講義のまとめとする。

クワク感」ではないだろうか。これは仕事の成功
」であるとの見方がより有効である。その考えを
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